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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「空すかい井い伊い依よりです」

　そんな言葉をいちばん最初に口にして、あれ、どこかで同じようなことを、やっぱり同じような気持ちで言ったことがあるな──と空井伊依は首を傾かしげた。

　思いだした。あれは古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校へ進学することを決めて、初うい々ういしくも臨のぞんだ入学試験。あのとき自分は己おのれの名前に刻まれた〝空井〟という苗みよう字じに、父の名残なごりに、何となく居い心ごこ地ちが悪い気持ちだった。

　思えば遠くへきたものだ。怪造学の世界に踏ふみこんだあの瞬しゆん間かんから、どれだけの山を登り、森をかきわけ、暗くら闇やみを咀そ嚼しやくして進みつづけたか。いつのまにか忘れていた。父への劣れつ等とう感かん。過去の哀かなしみも失敗の数々も、もはや敵ではない。自分を育はぐくみ、ここまで守ってくれた友達だ。

　今も完全に屈くつ託たくが失うせたわけではないが、もう、伊依は躊躇ためらうことはない。

　自信満々に主張しよう。これが自分の名前。これが自分の人生。

　今の自分を築きあげた全すべての時間を凝ぎよう縮しゆくし、名前にこめて物申そう。決めて、伊依は相手が無反応なので──今度こそはっきりと告げてみた。

「あたしの名前は、空井伊依です」

　古頃の入学試験のときと異なり、今の伊依は制服ではない。純白の花はな嫁よめ衣い装しようである。結けつ婚こん式会場以外では、その晴れ着はいかにも景観と不ふ釣つりあいだ。だが周囲を漆しつ黒こくに包まれたこの空間では、その白い煌きらめきは何よりも目立って美しい。

　ふたつにまとめた黒い髪かみ。両りよう腕うでに嵌はめたこれも真っ白な腕輪。片腕に最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》──巨きよ大だいな弓を握にぎりしめ、満身創そう痍いで、伊依はこの場所に辿たどりついた。ある程度の防ぼう御ぎよ力を保証した花嫁衣装もあちこち破れ、覗のぞいた肌はだには血が滲にじみ、歩いてきた足あし下もとには流血が滴したたり落ちている。

　意識を保つのもきつい。立って、声をだすのも苦しい。

　今にも死にそうだ。だが、それでも自分は生きている。生きているなら声をだそう。繰くりかえしてきた夢を語ろう。ほかにできることもない。誰だれかより優すぐれたところなどない。自信も才能も粉々に打ち砕くだかれている。それでも、この場で声をだせるのが自分だけなら。全力でそれを成し遂とげよう。

　語ろう。内容は、入学試験のときと変わらない。

　この無益な戦いに終しゆう止し符ふを。

　そして人間と怪モン造ス生タ物ーが、仲良く暮らせる世界をつくるのだ。

「名乗る必要はねぇよ」

　根こん性じようだけで踏み留とどまる伊依に、対する相手は悠ゆう然ぜんと応こたえる。闇やみと臓物のごとく蠢うごめく魔ま城じようの内ない壁へき。床ゆかに天井。無数の生命が宿った地じ獄ごくのような景色のなか。光り輝かがやく伊依の正面に、骨で組みあげられた玉座が鎮ちん座ざしている。

　そこに腰こしかけ、傲ごう慢まんに伊依を見下ろしているのは──ひどく瘦やせた、玉座の骨よりもなおからからに乾かわいて朽くちた、ひとりの男の残ざん骸がいだった。重病人のごとき。死ぬ寸前の老人のごとき。だからこそ蠟ろう燭そくが最後に輝くように、凄すさまじい威い圧あつ感かんを放つ強い生き物。

「俺とおまえの仲じゃねぇか」

　茶化すような声も、やはり弱々しい。だがその声の奥に、眼光に、何者にも屈くつさぬ利己的で、強きよう靭じんなる意志がある。彼は王者。紛まごうことなく、ひとつの世界の覇は者しやだった。あるものは屈くつ服ぷくし、あるものは牙きばを剝むき、あるものは殺され、あるものは彼のために死んだ。全ての中心にして、諸悪の根源。

　彼こそが、虚アン界ダカの魔王である。

「いちおう褒ほめておくぜ、伊依ちゃんよ」

　顎あごに手を添そえ、魔王は興味深そうに伊依を眺ながめている。

「正直、間にあうとは思ってなかった。自分でもわかってると思うが、おまえは超ちよう人じんでも怪かい物ぶつでもない、つまらない人間だよ。おまえの父親と同様にな。だがおまえは辿りつけた。執しゆう念ねんと狂きよう気きが理由ではない。その程度なら、空すかい井い滅めつ作さくも有していた。だがあいつは、俺にまでは辿りつけなかった。おまえがこの場に立っている理由は何だ？」

　時間がない。状じよう況きようは刻々と悪くなっている。伊依が一秒迷ううちに、世界はどんどん荒こう廃はいしていく。人類には打だ撃げきが与あたえられ、ともに戦う仲間たちは倒たおれていく。そして怪モン造ス生タ物ーも、友達になれるかもしれない優やさしい生き物たちも、無む駄だに死んでいく。

「父さんは、父さん」

　これも入試のときと同じ台詞せりふだな、と伊依は奇き妙みような符ふ合ごうに苦く笑しようしながら。

「あたしは、あたし──うんとね、父さんは、あなたを利用しようとしていた。母さんを助けるためにね。今ではわかる。父さんは最低だった。愚おろかで、大だい嫌きらいだった。でも知っている。今ではもう、理解している。あのひとをもう憎にくんじゃいない。でもね、やっぱり、あのひとと比べられるのは嫌いやだな。あたしは、父さんとはちがう」

　喋しやべっているだけで死にそうだから、単刀直入に宣言した。

「あたしはね、魔王──あなたを助けにきたんだよ」

　利用するためではなく。道具としてではなく、奴ど隷れいとしてではなく、友達として。だからこそ、ここまで辿りつけた。意い固こ地じに他者を拒きよ絶ぜつし、否いな、恐おそれてきた魔王が──そんな伊依の気持ちを悟さとって、希望を抱いだいて、胸きよう襟きんを開いた。

　それだけのこと。才能も実力も関係ない。

　敵ならば嫌だ。自分を無理に使おうとする、偉えらそうなやつも遠えん慮りよしたい。

　でも友達なら。悪意のない他者なら、恐れる理由は何もない。

「なるほどね」

　魔王は笑った。子供みたいに笑った。

「『助ける』ね。そういえば、おまえはそうだったな──噓うそだと思っていた。だが噓や冗じよう談だんでは、ここまでは辿りつけねぇ。本物だよ伊依ちゃん。おまえは本物の馬鹿だ。そして俺も、おまえ以上の馬鹿だ。そこまでの親愛を、まだ疑っている。怖こわがっている」

　周囲にわだかまった闇が、質量をもって咆ほう哮こうする。

　言葉では救えない。言葉は噓でしかない。でも噓をほんとうにするために、伊依は行動する。失敗することのほうが多かった。救えなかったひとたちがいた。

　だからこそ、今度こそと、希望を求めて手を伸のばす。

「やれるもんならやってみろ。助けられると思うなら、助けてみるがいい。俺は全力で抵てい抗こうする。疑い恐れ逃にげ惑まどう。それでも死ぬ気で助けにこい。勇者でも英えい雄ゆうでもない、けれど魔王の心に辿りついた、語り継つがれるべき少女よ」

　初めて人間らしく笑って、魔王と呼ばれた男は。

「おまえがこの世に生まれたときから、おまえを待っていたぜ」

　最後の戦いが、ここで終わる。
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「現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚アン界ダカの闇に歩を進め」

　怪かい造ぞう学という学問がある。

　限りなく遠い隣となりの世界──虚アン界ダカと呼ばれる異世界から怪モン造ス生タ物ーという不思議な生物を召しよう喚かんし、研究し考察し、虚アン界ダカの全すべてを解き明かすのがその至上命題である。

　この世の常識がてんで通じない摩ま訶か不思議なその学問は、多くのものの興味と嫌けん悪おを喚起し、喜劇と悲劇を大量生産し、今日まで連綿と受け継がれている。

　いまだ虚アン界ダカの闇は深く、理解できない事こと柄がらは積み重なっているが。

　闇のなかを手て探さぐりするように、ちょっとずつ謎なぞを解き明かしながら。

「死人漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、剣つるぎの山をかきわけつ」

　怪モン造ス生タ物ーの召喚──いわゆる怪造には虚アン界ダカとこちらの世界、現界カナイを繫つなぐ入口にして出口たる特とく殊しゆな鉱物が必要であり、アンダカストーンと呼ばれるそれから製造された《門ＧＡＴＥ》という腕輪によって、怪造学を研究する怪モン造ステ学イス者トたちはこの異世界に触ふれられる。

　可能なことは、己おのれの生命力──《魔力》を媒ばい介かいに、怪モン造ス生タ物ーを喚よびだすこと。生命をもつ彼らを調べるもよし、戦わせるもよし、卑ひ劣れつな犯罪に協力させるもよし、全ては怪造したものの思うがままだ。

　その魔法じみた便利さゆえに、怪造学の黎れい明めい期きから危険と邪じや悪あくな陰いん謀ぼうには事欠くことがなく、世間一いつ般ぱんにおける怪モン造ステ学イス者トの立場は悪い。

　だが後ろ指をさされながらも、求めてやまぬ夢がある。

「墨すみを塗ぬりこむ小川を泳ぎ、砂じや利りの重なる渚なぎさを走り」

　怪造に必要なのは《魔力》と《門ＧＡＴＥ》、そして呪じゆ文もんと呪印である。

　呪文とは虚アン界ダカの地名を言語化したものであり、その言葉を発しながら手を振ふるなりして《門ＧＡＴＥ》に刺し激げきを与あたえる──呪印を刻むことによって、怪モン造ステ学イス者トは怪モン造ス生タ物ーを発見し喚びだすことができる。

　虚アン界ダカは奥地ほど強力な怪モン造ス生タ物ーが生息しており、そのぶん呪文も長大になり、失敗する危険度も格段に上じよう昇しようする。怪造を実行しつづけることは怪モン造ステ学イス者トに恐るべき負荷と消しよう耗もうを強しいるので、かなりの経験を積んだものですら滅めつ多たなことでは深層まで手を伸ばさない。

「氷の国の三番地、凍いてつき乾いた大樹のほとり、白く輝く初雪の上」

　なのにかれこれ数時間、空すかい井い伊い依よりは延々と呪文を唱えつづけていた。

　小こ柄がらな、瘦せっぽっちの少女である。左右で結ゆわえた長い黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的な、逆にいえばそれ以外はさほど目立つところがない、平へい凡ぼんな見た目だ。着ているのは夏用のごく当たり前の普ふ段だん着ぎで、その指先が紡つむぐ奇き跡せきと嚙かみあわないこと甚はなはだしい。

　場所は要よう塞さいと化した古こ頃ころ怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうの、いくつかある空き教室のひとつだ。季節は猛もう暑しよも盛さかりで、窓の外では蟬せみが断だん末まつ魔まみたいに鳴いている。外から差しこむ陽光は眩まぶしく強きよう烈れつで、それに比して教室のなかは薄うす暗ぐらい。省エネのために照明のつけられていない室内で、怪造の光が蛍ほたるのごとく飛び跳はねる。

　純じゆん粋すいな白。それは楽しそうに躍おどる伊依の黒髪と好対照で、目に楽しい。

「おぉい、あんま寄り道しないでさぁ」

　そんな伊依をひとり見守る魅み神かみ香か美みは、茶化すみたいに声をかけた。

「さっさと辿りつかないと日が暮れちゃうわよん？」

「…………」

　う、うるさいなぁ、みたいな表情をして、伊依は「べえっ」と舌をだした。呪文を唱えている最さ中なかなので声をだせないのである。中断し、再接続することも可能だが、面めん倒どうなうえ危険なので、怪造をしているときは私語禁止。喋りかけるのも集中を乱すので厳禁、というのは常識である。

　でもただ待っているのも暇ひまだし、香美はひっきりなしに話しかけていた。それに、今さらこの程度で集中が乱されるほど甘ちゃんではあるまい。

「ほぉれ、もうちょっとだわ。がんばれ～」

　気け怠だるげに応おう援えんしつつ、香美は上じよう機き嫌げんに笑った。

　海のように空のように青い髪。どこかの民族衣い装しようみたいな髪かみ飾かざりと、真っ白な《門ＧＡＴＥ》。暑さ対策に変な文字のついたＴシャツにホットパンツという軽装である。地じ獄ごく絵えみたいな残ざん虐ぎやくな絵え柄がらの団扇うちわで我が身をあおぎ、香美は蒸むし暑さに辟へき易えきしながら汗あせを拭ぬぐった。

　どうしてこう、教室っていうのは熱が籠こもりやすいのだろう。空調でも動かせたら楽なのだが、今は戦時下だ、ほとんどの電力はそちらに廻まわされており、おいそれと使えない。さっさと終わらせてもらいたいものだわ、と香美は嘆たん息そくする。

　伊依の中学時代からの親友である香美は、現在、巻きおこっている大だい騒そう動どう──怪造学会と魔軍の戦争には知らぬ存ぜぬの無関心で通している。もともと怪造学は志し田だ桐ぎり涼すず女めという幼なじみのために始めたことだ、彼女が帰らぬひととなった今、やる気も目的もない。何もかもに興味のない香美だが、こと殺さつ伐ばつとした事象は特に忌いみ嫌きらう。

　友を死なせ、傷つけ、己自身の足すら奪うばった。

　怪造学などというものには、愛想が尽つきたというのが本音である。

　魔ま王おう杯はいにて伊依を守るため犠ぎ牲せいとした足は、日常生活には不便がないが、やはり仮かり初そめのものだ。この疵きず痕あとは、負傷は一生残る。怪け我がで済んで幸いだった。命をとられたら何もかもが失われる。死し骸がいは、成るものではなく愛めでるものだ。

　うんうん頷うなずき、香美は外の景色を眺めた。

　怪造学の恐きよう慌こうなど無関係に、世界は廻り、この身体からだは齢よわいを経ていく。虚アン界ダカという危険な闇に魅みせられる気持ちもわかるが、香美はやはり怪造学を愛せない。かつては学年でもっとも優ゆう秀しゆうと謳うたわれた秀才の香美だが、心はいつも空くう虚きよだった。死地に臨のぞむように、血を流し苦く悶もんし、傷ついていくひとたち。自分は優やさしくはないけれど、笑ってそれを受けいれられるほど達観してはいない。香美は平凡を愛する。平へい穏おんに憧あこがれる。

　この先、怪造学がどうなるかはわからない。何もかも滅ほろぶかもしれない。虚アン界ダカも。怪造学も。世界も。

　だからこそ、虚アン界ダカの闇のみを見つめ、見落としてきた多くのものを──この世界の現実を、全すべてが終わったら見てまわろう、と香美は不意に決めた。

　植物状態だった涼女を蘇そ生せいさせるために、怪造学に奇跡を求めた。だが失敗し、間にあわずに、涼女は死んだ。目的はもうない。哀しみと痛みのみがある。だが、いつまでもその坩堝るつぼに沈しずんでいても仕方がない。怪造学から離はなれて、きちんと生きよう。

　蔑ないがしろにしてきた両親と会話しよう。あまり帰らなかった自室の模様替がえをしよう。餌えさもやらなかった飼い犬を愛そう。ふつうの服を着てお化け粧しようもして、自分を平凡に塗りつぶそう。どこにでもある大学へ進み、就職をして、全世界を旅行しよう。

　香美は虚アン界ダカにはうんざりだ。

　たぶんそう遠くはない未来に、ここで暮らした日々が夢だったように、香美は平凡な人生を歩んでいく。ふつうに生きることすらできなかった涼女のぶんまで。立ち止まるのはもうお終しまい。哀かなしみにふけるのもつまらない。

　戦争が終わったら、人生を始めよう。

　死骸のようだったこの身体と生命を、せめて有効活用しよう。

「……それでいいよね、涼女ちゃん」

　独り言をつぶやくと、香美の横でお行ぎよう儀ぎ良く座っていた怪モン造ス生タ物ーが顔をあげた。

「え？　なぁに？」

　梅うめ子こである。

　中級一位の《愛シヤ天リテコ使ラール》という怪モン造ス生タ物ーであり、多くの戦いで伊依との絆きずなを深めた彼女の相棒だ。抱かかえこめるほどちいさくて、ぬいぐるみのような見た目。頭の左右から翼つばさが生えており、ときおり大きな音などに反応して羽ばたいている。

　彼女は香美のことを同じ伊依の親友として気を許してくれているらしく、ふつうは人見知りなのにわりと気負わずに語りかけてくれる。今も待っている間は暇だろうからと与あたえられたポテトチップを頰ほおばりながら、大きな目で香美を見あげて喋っていた。

「でも伊依、怪造かなり上手になったよね」

「そう？」

　香美にはよくわからない。

　相変わらずほかのひとの怪造はどうにも間ま怠だるっこしいというか、無駄が多いと思ってしまう。もっと簡単にやればいいのに、などと言えばなぜか睨にらまれるので言わないが。

　魔軍との戦争が始まってから怪造の難易度はかなり上昇しており、怪モン造ステ学イス者トたちも自らの敵となりうる怪モン造ス生タ物ーを召喚する危険度を考こう慮りよしてか、滅多なことでは怪造をしなくなっている。怪モン造ス生タ物ーは現在、名実ともに敵なのである。

　伊依の怪造が非常に長引いているのも、そのあたりに遠因があるのだろう。彼女は怪造学会の最終兵器というたいせつな身なのだから、生命力を浪ろう費ひする怪造をするのはいろいろな意味で悪いように思うのだが。

「まぁ、伊依もちっとは上達してんじゃない？」

　梅子を不安がらせてもしょうがないので、香美も彼女にあわせてみた。

　偉そうに他人を評せるほどではないが、それでも目に見えてわかる。伊依の紡ぐ呪文が、刻む呪印が、ひとつひとつ着実に虚アン界ダカへ波は紋もんを広げている。剣けん客きやくはひとり斬きれば一人前らしいが、そういう意味で伊依の実戦経験は途と方ほうもない。

　古頃は休校中だが、学校では学べない様々なものが、伊依を成長させていた。

　実戦に勝まさる鍛たん錬れんはない。そして伊依には目的意識があった。理想も夢もあった。才能ならたぶん香美のほうが上だろう。自分はもともと努力しないでも何でもできるほうだ。伊依は不器用だが、今日まで積みあげてきた。

　学校の試験では計れない領域において、すでに伊依は香美を超こえている。

　それが嬉うれしい。すなおに喜ばしい。

　空高く飛ひ翔しようする友の姿を、心から称しよう賛さんしたいと思う。涼女は空を飛べなかった。彼女のぶんまで、伊依には夢を摑つかんでほしい。

　だがその道みち程のりは、あまりにも過か酷こくである。

　明日の命も知れない彼女の運命を、香美は呪のろう。

「そうそう」

　内心で憂うれえている香美に気づかず、梅子は上機嫌にはしゃいでいる。

「わたしを怪造したのは伊依じゃなくて倉くら波なみだけど、やっぱり怪造には個性があるよ。ふつうのひとの呪文は『こっちにこい』だけど、伊依のは『こっちにおいで』なんだよね。ふわっとしてて、温かいの！　いっしょに遊ぼう、ってかんじ！」

「興味深い話題ですのう、怪モン造ス生タ物ーちゃん」

　香美は気もそぞろに応こたえた。

　怪モン造ス生タ物ーからのすなおな意見は、かなり貴重なのだろうが。

　もはや怪造学と縁えん切きりすることを決めた香美には、どうでもいい。

「それよりさ、伊依のお間抜けは何を怪造しようとしてるわけ？」

「あれ？　聞いてなかったの？」

「あちき通りかかっただけだもの。暇だからぶらぶらしてたら怪造の光が見えたからさ、覗のぞいてみたら伊依だったわけ。あちきも明日には疎そ開かいだしさ、いちおう二度と会えないかもしれないから、お話ししようと思ったのだわ。ほら伊依、馬鹿だからすぐ死ぬし」

「い、伊依は死なないよ。わたしが守るもん」

　現在、怪造学会と魔ま軍ぐんの戦いは最終局面を迎むかえている。

　どちらが有利かは、一いち概がいには言えない。

　怪造学会の一員たる罠わな奈なが気を遣つかわせないように、というか断固として避ひ難なんしたがらない伊依の友人たちに根負けし、説明してくれたのだが──状じよう況きようはいたって単純で、また予断を許さぬものである。

　復活した魔王は現界カナイの侵しん略りやくを目もく論ろみ、怪造学会と敵対している。人類を虐ぎやく殺さつし支配し、侵略を成じよう就じゆするための最大の障害が怪造学会だと、あちらも弁わきまえているわけだ。彼らは自らを魔軍と称しようし、手練手管を駆く使しして戦争をふっかけてきている。

　現状を見ると、怪造学会が有利に思える。

　魔軍の構成は頂点の魔王と配下の四大公、という配置である。だが戦争が始まる以前に喜き悦えつ大公は造反。憤ふん怒ぬ大公は伊依のもつ最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》により虚アン界ダカへ強制送そう還かん。先日、来らい襲しゆうした虚きよ無む大公も、自ら製造した決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》によって切り刻まれて撃げき退たいされた。

　残る魔軍の戦力は悲ひ哀あい大公のみ。防戦には秀ひいでた大公だともっぱらの噂うわさだが、ほかの大公の派手な攻こう撃げき力などに比べて脅きよう威いの度合いは見み劣おとりする。ここを勝機と見て、怪造学会は総力戦を仕し掛かけて魔軍を掃そう討とうする腹づもりだとか。

　こちらの切り札である最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》は、その存在が魔軍にも知られている。いつ魔王が攻こう略りやく法ほうを見つけ、それを乗り越えるかも不明な現状、最終兵器の効果があるうちに短期決戦を仕掛けるというのは理にかなっている。

　最終兵器が通用しなくなれば、状況が引っくりかえる可能性すらあるのだ。決戦兵器があるとはいえ、それ単体では魔王と悲哀大公を同時に相手取るには不安がある。

　結論として、最終兵器の効果があるうちに決戦兵器を含ふくめた最大戦力で魔軍と、彼らの本ほん拠きよ地ちである魔城を制圧し壊かい滅めつさせる。そしてこの戦争を終わらせる。話しあいが通じない怪かい物ぶつの軍団だ、それがもっとも被ひ害がいを増やさずに、時間をかけずに勝負を決する方法なのだ。

　だが総力戦ということは、同時に怪造学会の守りが手て薄うすになるということである。悲哀大公には攻撃力が不足しているとはいえ、皆かい無むではない。その隙すきをついて捨て身の攻撃でもされれば危ない。怪造学会にも武力のない民間人を守護する余よ裕ゆうはないとして、総力戦が始まるまでに全員が強制的に疎開させられることになった。

　しぶとく居残っていた香美たちだが、この場にいても邪じや魔まになるだけ、と諒りよう解かいしてその提案を受けいれた。決戦に参加する伊依や舞まい弓ゆみが心配だが、彼女らの選んだ道だ、せめて負担にならないようにしたい、と香美は思う。

　そんなふうに避難するもの、また総力戦の準備をするもので、古頃はすさまじく慌あわただしい。香美は特に疎開の準備に時間がかからず、出発まで暇だったが。引っ越しの準備などは両親がやっているし、香美はほとんど私物をもっていない。ゾンビグッズのコレクションなどはあったが、家族が死ぬほど嫌いやがったので置いていくことにした。

　そんな状況なのに、渦か中ちゆうの人物ともいえる伊依が吞のん気きに怪造などをしている。

　どうして？

「最終兵器ってのも怪モン造ス生タ物ーみたいなもんなんでしょ」

　そう聞いている。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》は虚アン界ダカの姫ひめ、または虜とりこの姫だとか魔の姫だとか呼ばれる超ちよう存在と同化し、怪造するようにして現界カナイに出現させ、その能力を発揮する。使用には伊依の生命力が必要なはずだ。

「ちょっとの体力も温存してなきゃいけないだろうに、貧ひん弱じやくな伊依がいったい何でまた怪造なんかしてるわけ？　死ぬの？」

「ううん、必要なことなの」

　香美の発言に苦笑いをして、梅子は一生懸けん命めいに語った。

「わたしね、こないだ決戦兵器つくってるとき──必要な虚ブラツ無クホ断ール片パールを集めるためにね、虚アン界ダカへ行ってきたの。そのとき、わたしは気が利きくから、言われたことだけやるんじゃなくて、ほかにもいろいろやってきたのね」

　えっへん、と胸をはる梅子だった。可愛かわいい。

　和なごんでいる香美に「？」と首を傾かしげ、梅子は得意満面で語る。

「なかでも憤怒大公さんに会えたのが良かったよ。あのひと伊依のこと認めてくれていて、協力してくれてたの。虚アン界ダカでね。魔王は現界カナイでの戦争にかかりきりで、虚アン界ダカをおろそかにしているから、その目を盗ぬすんで地じ道みちに活動してくれていたみたい」

　重要なことを。

「魔王の復活と、それと同時に大量に現界カナイに怪造された魔軍の怪モン造ス生タ物ーによって、虚アン界ダカのバランスは崩くずれちゃった。それによって喜悦大公さんが弱体化したり、いろいろ影えい響きようがあったんだけど──まぁともかく、そのせいで存在がぐらついて身動きとれなくなってたあの子をね、憤怒大公さんが補強して再構築してくれていたの」

「あの子って……」

　あぁ、と香美は合点がいった。

　そうか。あやうく忘れそうだった。

　体力を損そこなっても、時間を浪費しても、何がなんでも──そうだ、伊依には絶対に会いたい存在がいる。再会し、ともに手を繫つなぎ、最さい期ごまでそばにいたいたいせつなものがいる。香美よりも。梅子よりも。誰だれよりも近しい、伊依の愛する怪モン造ス生タ物ー。

「あの子が復活すると」

　香美は胡座あぐらをかいて、梅子に流し目をおくった。

「あちきもおたくも、複雑な気分だわね」

「うっさい。わたしも全面的に賛成はしてないんだから。でもうっかり伊依が喜ぶと思って報告しちゃって……もう、伊依の馬鹿。何も聞かなくなっちゃったんだから。あーあ、面おも白しろくないなぁ、怪造失敗すればいいんだけどなぁ」

　梅子が不ふ穏おんなことをつぶやいた直後だった。

「──見つけた」

　光の密度が凝ぎよう縮しゆくされ、瞬しゆん間かん、伊依の最愛の親友が怪造される。

「おいで、桃もも子こちゃん！」
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　光と闇やみを貫つらぬいて、それは静かに舞い降りた。

　とても美しい怪モン造ス生タ物ーだった。

　怪モン造ス生タ物ー──怪物という名前が、不似合いなほどに。

　雪のように白い肌はだ。同じく不思議に白い髪かみ。ほぼ同色の振ふり袖そで。黒目がちの瞳ひとみにきつく一文字に結んだ口元。手にした漆しつ黒こくの扇せん子すと、下げ駄たの赤い鼻はな緒おが鮮せん烈れつに目立つ。背せ丈たけは伊依よりも高い。怪モン造ス生タ物ーの外見年ねん齢れいはあてにならないが、年若い人間の女性にも見える。周囲には冷気とともに凍こおりついた水蒸気が、羽は衣ごろものごとく漂ただよっている。
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　真夏の教室を、瞬しゆん時じに極北の大気へと塗ぬり替かえて。

　氷と化した空気を星空のように煌きらめかせ、彼女は悠ゆう然ぜんと現れていた。

「やっほ」

　伊依には気負いがない。長い怪造で疲ひ弊へいしているだろうに、浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、「あ、涼すずしい」などと場ば違ちがいなことをつぶやいている。相対する雪女も艶えん然ぜんとした見た目に似合わない、何とも無む邪じや気きな笑えみを浮かべ、ただ真っ直すぐに伊依を眺ながめていた。

「久しぶり、桃子ちゃん」

　伊依の呼びかけに、桃子と呼ばれた怪モン造ス生タ物ーは無言で恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　桃子は伊依が生まれて初めて怪造した怪モン造ス生タ物ーであり、正式名めい称しようは《雪クールキ童ユーテイ》という。本来ならばさして強力な存在ではないのだが、現在は超ちよう常じようなる因果が働いて生まれ変わっている。そう、文字どおり彼女は新生したのだ。伊依を守るために上級一位の怪モン造ス生タ物ー《鳳フエニ凰ツクス》の炎ほのおに焼き殺され、魔ま王おうによって再構築されて。

　怪モン造ス生タ物ーは強大であるほどに虚アン界ダカの趨すう勢せいに影響される。ゆえに虚アン界ダカのバランスが崩れ、しばらく彼女を喚よびだすことができなかったのだが、憤怒大公の助けもあって再会が叶かなったわけだ。その再会に涙なみだはない。言葉すらも不要だというように、伊依と桃子は絶対的な信しん頼らいで結ばれ、ただ温かな視線を交かわしている。

「ううう」

　それを見ていた梅子が唸うなり、顔を真っ赤にして飛びだした。

「こらぁっ！　いつまで見つめあってるの!?　何とか言ったらどうなの、もう!!」

　梅子の気持ちもわかる。怪モン造ス生タ物ーに共感するというのも浪ロ漫マンがあっていいが、たぶん嫉しつ妬としているのだ。伊依と桃子には、踏ふみこめない雰ふん囲い気きがある。友達というより、たぶん家族のような間あいだ柄がらなのだろうから。

　それを理解しているだろうが、納なつ得とくできないのだろう、伊依のいちばんの友達は自分なのだというように──梅子は全速力で駆かけると伊依の胸のなかに飛びこんだ。

　その場を占せん拠きよし、ちいさな手を振って偉えらそうに宣言する。

　不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵のごとく、桃子のことを睨みつけながら。

「いいこと、桃子？　あんたはしばらく留守だったんだから、言うなればこの戦いではわたしの後こう輩はいなんだから。それを弁わきまえることね！　あんたがどれだけ強力な怪モン造ス生タ物ーであろうとも、関係ないんだからね！　先輩としてわたしを尊重し、敬意をもって──」

「くるさだんちゅら！」

　奇き声せいを発して、桃子は手を伸のばすと梅子をひょいっと持ちあげた。

　そのまま──ぎゅうっ、とまさに人形のように梅子を抱だきしめる。

「くるさだんちゅら！　くるさだんちゅら！　くるさだんちゅら！」

　懐なつかしい響ひびきの、その鳴き声。桃子は美しい人間の女性に見えるが、内実は人間の言語すら覚おぼ束つかない無む垢くなる魂たましいである。その仕草もちいさな女の子がぬいぐるみを抱きしめるようで、何の悪意も邪じや気きもない。

「わわわ!?　ちょっと桃子!?　こらーっ、はーなーせーっ!?」

　これには梅子も面めん食くらったようで、生意気な態度もどこかへやって、ひたすら困りきった顔でじたばたもがくしかなかった。きゃあきゃあ喚わめいている。

　梅子としては伊依の相棒という立場を失いたくないゆえの、不安からくる意地悪な台詞せりふだったのだろうが、桃子が相手では暖の簾れんに腕うで押おし。

「桃子ちゃんは梅子ちゃんが大好きだねぇ。うんうん、仲良しなのは良いことだよね」

　そんな吞気な怪モン造ス生タ物ーたちを眺め、伊依がのほほんとつぶやいた。

　仲良しというか、桃子が一枚上手なのだろう。梅子に対して嫉妬すらしておらず、また不在の間に伊依の愛情が失せているなどと疑ってもいない。長い付きあいゆえの、決して綻ほころばない絆が桃子のなかにはある。そして伊依のことを、家族のように信頼している。見た目だけではなく、桃子はとても落ちついて見えた。

　梅子がどれだけとんがっても、桃子がこれなら安心だろう。仲なか違たがいすることなく、お互たがいに尊重しあい、伊依の助けになってくれるはずだ。

「はぁっ、しかしまぁ、大変だった」

　その伊依はというと、さすがに疲ひ労ろうしたのか呼吸も荒あらい。

「桃子ちゃん、どこ捜さがしてもいないんだもん。虚アン界ダカの様子もわけわかんなくなってるし──憤怒大公さんの巨きよ大だいな気配を手がかりにしたけど、大物だからすごい奥地にいるしさぁ……あぁ、くたびれた。怪造も久しぶりだったし、肩かた凝こっちゃったよ」

　言いながら、ふらふらと歩いてくる。

　机き上じようで胡座をかいたままの、香美のもとへ。

「怪造した桃子ちゃんに抱きついて、癒いやしてもらおうと思ったけど──梅子ちゃんにとられちゃったから。甘やかしてぇ、カービィちゃぁん～♪」

「カービィじゃなくて……って、うひゃあ!?」

　珍めずらしく香美は大声をあげてしまった。いつもの名称の訂てい正せいすら間にあわない勢いで、伊依がこちらに倒たおれこんできたのだ。口調は平然としていたが、やっぱり疲労困こん憊ぱいらしい。ほとんど身体からだを投げだしてきたに等しい。それだけ香美を頼たよりにしてくれたのだろうが、全体重がこっちに圧のしかかってきて困る。

　香美は慌てて姿勢を整え、倒れこんできた伊依を抱き寄せた。真夏だ、とても暑苦しい。伊依は汗だくだし、あちこち素す肌はだが密着して落ちつかない。

　甘えられるのは嬉うれしいのだが、身体的なスキンシップに慣れていない香美は、ちょっとぎくしゃくしてしまう。そんな自分が情けないが、伊依は気にしていないようだ。この娘むすめは怪モン造ス生タ物ーも人間も同様に、真っ直すぐに愛する。だから、香美はそんな伊依が好きだ。

　こちらの胸のあたりに頭を埋うずめ、伊依はとろけそうな声で囁ささやいた。

「ふにゅう……カービィちゃん、母さんの匂においがする……」

「…………」

　そんなに年くっちゃいないのだわ、などと憎にくまれ口をたたきかけた香美だが、ふと気づいた。疲労ゆえか、あるいはほかに理由があるのか、伊依の身体はわずかに震ふるえていた。そうだ。忘れてはいけない。彼女は自分と同い年の、ふつうの女の子なのだ。

　香美はその悲劇を嘆なげく。そして伊依の頭を撫なでてやり、無言で頷うなずいた。

　怖こわくないわけがない。伊依は無感情な、機械のような人格ではない。

　心は常に血を流し、過去の疵きず痕あとと、酷こく薄はくな現実と、苛か烈れつな未来に炙あぶられている。けれど弱音も悲鳴も押し殺し、夢のために、理想のために戦っている。彼女は英えい雄ゆうではない。勇者でも天才でもない。頭のおかしい異常者ですらない。

　ほかの誰だれがそれを蔑ないがしろにしても、香美だけは彼女の平へい凡ぼんな少女である部分を無視しない。殺さない。認めて、受けいれる。せめて、甘やかしてあげる。このちっちゃくて瘦やせっぽっちな女の子の、逃にげ場所にはなれなくても、せめて心安らげるものでありたい。

「ねぇ伊依」

　無む駄だだと思いながらも、だから香美は言葉を紡つむぐ。

　否定されるために、そして鼓こ舞ぶするために、ひとつの未来を提示する。

「今からでも、逃げてもいいと思う。あちきとさ、どっか遠くへ行かない？　苦しいなら、怖いなら、ぜんぶ大人に任せてさ。おたくが無理をする理由は、どこにもないから」

「ありがとうね」

　伊依も当然、言葉を額面どおりには受けとらない。

　ひねくれものの香美の内心を、見み透すかし、感謝すらしてくれる。

「そうだなぁ」

　ふたり時間を停止させたまま、他愛たわいのない会話をする。

「カービィちゃんと駆け落ちするのもいいなぁ。ふたり手を繫いでさ。地平線の向こうを見にいこう。うん、ぜんぶ終わったら。どっか旅行しようね」

　その甘い幻げん想そうを振りきり、伊依は現実の話をする。

　誰も傷つけたくない女の子が選んだ、優やさしくも過か酷こくな道。

「最終兵器を用いれば、この哀かなしいだけの戦争は終わる。もしかしたら、誰も傷つかずに、死なずにね。それだけの力がある。あたしに、何ができるかはわからない。だけど、あたしは何かをしてくるよ。ちょっとでも、助けたいんだ。ひとりでも、守りたいから。死ににいくわけでも殺しにいくわけでもない。だけど本気じゃないわけじゃない」

「わかってるわよ。馬鹿な伊依」

　香美は遠くを眺め、いつも飄ひよう然ぜんとしていた態度を崩して、ちいさく告げた。

「せめて死なないでよ、ちびっこ」

「せ、背丈は何も関係ないよね？　というかカービィちゃんが背高すぎるだけで──」

　言葉を最後まで許さずに、香美は伊依を自分から抱きしめた。誰かを真ま面じ目めに抱くのは、いったい何年ぶりだろうか、などと考えつつ。何事にも本気になれない自分が、たぶん伊依には本気だった。恋れん愛あいとか友情を超こえたところで、誠実であろうと強く思った。

　力をこめれば砕くだけ散りそうな儚はかない親友に、香美は語りかける。

「ねぇ伊依、あちきだけは言うわよ。ほかの誰のためにでも、伊依が損そこなわれたら嫌いやよ。みんなのためじゃなく、自分のために生きるのよ。どれだけ叱しかられても、そんなのわがままだって思っても、それが絶対に正しいんだから。危ないと思ったら逃げてくるのよ」

　うまく喋しやべれない。器用なだけが、取り柄えのはずだったのに。

　香美は涙ぐんだ。泣くのを我が慢まんして、生きてきたのに。

「生きて帰って、あちきと旅行よ。約束よ」

　伊依は香美の腕うでのなかで、その鼓こ動どうに耳を澄すませるようにしていたが──やがて微笑ほほえむと、綺き麗れいに頷いた。

「うん」

　自信満々に。

　とても優しく。

「あたしは帰ってくるよ。香美ちゃんを、泣かせたくないから」

　あ。今ちゃんと、名前で呼んだ。

　ただの本名。生まれてから何度も聞いてきたその変へん哲てつのない呪じゆ文もんが、香美を金かな縛しばりにした。そして足あし下もとから固めていく。伊依は魔ま法ほう使つかいだ。硬こう直ちよくしているうちに、不思議な親友は腕のなかからするりと脱ぬけて、こちらを見守っていた相棒たちに歩み寄っていく。

　そして振ふりかえり、笑った。

「いってきます」

　右から左へ、大きく手を振る。

「……いってらっさい」

　気が抜ぬけた声で、香美はひらひらそれに応こたえた。

　また傷だらけで帰ってくるんだろうけど、そのとき甘やかしてやるのが自分の役目。彼女が無事に戻もどってくるのを、せめて信頼しよう。

　窓の外を眺めた。

　鳥たちが、自由に、そして一生懸命に空を飛んでいた。

「伊依。涼女ちゃん」

　親友の名前を口にし、香美は生まれて初めて、腹の底から宣言した。

「あちきも、ちゃんと生きるよ……」

　涙の名残なごりが頰ほおを伝って、視界はとても晴れやかだった。
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　香美と別れて、伊依は古頃の校舎を歩き、人気のない区画にこっそり移動した。

　実のところ今日は魔軍への総力戦に備え、景気づけにと華はなやかな宴うたげが開かい催さいされている。古頃にいる怪モン造ステ学イス者トから関係者、および疎そ開かいする人々も交じった豪ごう勢せいなもので、伊依もあちこちに挨あい拶さつ回まわりをさせられて辟へき易えきとした。

　ちやほやされたいわけでもないし、疲つかれるだけなので脱けだしたのだが、怒おこられる前に戻るべきかもしれない。最終兵器の担にない手としてどこか誇こち張ようして尊敬されているような気もするし、あちこちから妙みような視線や会話をぶつけられてうんざりなのだが。

　魔軍との戦争は激化の一いつ途とだし、あちらには伊依の素すじ性ようも看破されている。暗殺の危険もあるから、あまり単独行動はするなと厳しく言いつけられているのだが。桃子もいるし、徹てつ底てい的に防衛された古頃の敷しき地ち内だ、多少なら大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ここにくるのも久しぶりだなぁ……」

　独りごちながら、伊依は校舎裏の、薄うす暗ぐらい区画に立っていた。

　古頃はいちど倒とう壊かいし新生古頃として再構築されたわけだが、旧校舎の施し設せつなどを流用したものも多い。特にこのあたり──研究所と呼ばれるちいさな建物が並ぶ場所は、怪モン造ス生タ物ー災害ハザードが発生したため閉へい鎖さされ、まとめて隔かく離りされているし、ほとんど手つかずだ。

　焼け焦こげた跡あとが痛々しい、第四研究所の正面。

　犠ぎ牲せいになったひとりの怪モン造ステ学イス者トのため、設置された慰い霊れい碑ひと花か壇だんの前で、伊依は手を合わせる。黙もく禱とう。作法はわからない。ただ、決戦の前にここは訪おとずれておきたかった。

　伊依は薄うすく目を開き、慰霊碑のそばに置かれた遺い影えいを確かく認にんする。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの、髭ひげにまみれた偏へん屈くつそうな怪モン造ステ学イス者トが、笑え顔がおも見せずに額がく縁ぶちに納まっている。怖そうに見えるが、何事にも真面目すぎて張りつめた表情になっているだけだ。

　優やさしい声の、とても穏おだやかな人物だった。

　ほとんど顧かえりみられることのない場所だが、定期的に誰だれかが掃そう除じしているのだろう、汚よごれてはいない。だが激しい爆ばく発はつによって蹂じゆう躙りんされた建物はそのままだし、高熱に晒さらされた地面はあらゆる生命を拒きよ絶ぜつしている。

　ここは古頃に入学した伊依が初めて体験した事件にして、大いなる挫ざ折せつと後こう悔かいに充みち満ちた、《鳳フエニ凰ツクス》事件の現場跡地である。犠牲になったのは錬れんノのし島まり了よう信しん。家族を喪うしない、禁きん忌きに触ふれた怪モン造ステ学イス者ト。伊依が師事した、哀しい男。

　伊依は彼から多くのものを受けとっていた。授業内容もそうだし、彼の遺のこしたいくつもの言葉が、伊依を誤った道から何度も救ってくれた。自分のようになるんじゃないと繰くりかえしていた。あの誠実さと優しさは、伊依のなかで力となっている。

「先生」

　遺影のなかのしかめっ面に、伊依はいろんなことを語った。これまでのことを報告し、自分の気持ちを、夢を再確認し、ほとんど独り言のように。弱音は吐はかなかった。錬ノ島は厳しいひとだったから、後ろ向きなことを言うとくどくど説教された。そして何事もまず伊依にやらせて、失敗してから、何がいけなかったか考えさせた。

　そんな毎日は習慣となり、今も伊依のなかで活いきている。

　そのことを感謝したかった。

　そして、あれから自分がちょっとでも成長できたのだと、報告をしたかった。

「先生や、先生のご家族みたいな悲劇がもう二度とないように、努力してみます」

　今は亡なき師に心情を吐きだし、伊依はすっきりした。もはや迷いはない。錬ノ島と同じ道を辿たどらないように。彼の死を無駄にしないために。伊依は未来を摑つかみ取る。夢に見た、幸せな未来を。

　そのために努力しよう。積み重ね、戦いぬこう。

　決意を固める儀ぎ式しきを終えて、伊依は慰霊碑に背を向けて歩きだした。

「あれっ？」

　そして数歩も進まないうちに、ちょっと驚おどろいて立ち止まる。《鳳フエニ凰ツクス》事件の際に多く焼け落ちた樹木のなか、奇き跡せき的に生き残っていた楡にれの木の枝に、誰かが腰こしかけている。

「校長先生」

　それは古頃の校長にして、偉い大だいなる怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア宇う宙つ木き氷ひ蜜みつだった。

　氷色の瞳ひとみ。白銀色の髪かみ。そして乳白色の肌はだ。氷細工のような美しさは、真夏日でも冴さえ冴ざえとしている。今日も見るからに暑苦しい完全防寒で、もはや呆あきれるしかない。きちんと手て袋ぶくろを嵌はめており、悠然と樹木へ腰かけたままこちらを見下ろしている。

　伊依はぽかんと口を開いたまま、思ったことをそのまま述べた。

「何やってんですか、校長先生？　そんな場所で？」

「私には高いところから他人を見下す優雅な趣しゆ味みがあるの」

「それは楽しいんですか？」

「それなりにね。もうちょっと驚いてくれてもいいんじゃない、伊依くん？　私は他人が慌あわてふためくのが大好きなのよ。年とると他人の不幸くらいしか楽しみがなくてね。あぁ、それにしてもこの季節はいいわね。私もちょっと無理をすれば外をふつうに歩けるし」

　言いながら、異常な寒がりの校長は前置きもなく落下した。

　そして音もなく着地する。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アともなると、身体能力も化け物じみている。

「あたしに何か用ですか？」

　正直、伊依はこの宇宙木という人物が苦手である。というか彼女のことが得意な人間を伊依は知らない。常に余よ裕ゆうの表情でいかに他人を苦しめるか、どんな嫌がらせをするか考えているような人物である。それが我らの校長先生だった。

　もちろん一いつ般ぱん的な怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グとして、偉大なる先達を尊敬する気持ちはある。伊依にも、その程度の礼れい儀ぎはある。だが人間としてこの宇宙木氷蜜という人物は、とても仲良くお喋りしたい相手ではない。会えば必ず何がしかのダメージを与あたえてくる存在なのだ。

　伊依はゆっくり歩み寄ってくる宇宙木に、いちおう生徒として不ぶ躾しつけにはならないように姿勢を正しつつ、かといって気け圧おされないように努めて問いかけた。

「というか、先生、しばらく見ませんでしたけど──どこか行ってたんですか？」

「うん。ちょっくら墓参りにね」

　宇宙木はにやにや笑っている。怖い。

「ほらお盆ぼんだしね。私はそのあたりきちんとしている校長先生だから」

　絶対に噓うそだ。

　死し骸がいを足あし蹴げにして高笑いするような悪あつ鬼きが何を言っているのだろう。みたいなことを考えている伊依に、宇宙木はぎょっとするほど顔を近づけてくる。

「それにしても伊依くん、宴えん会かいから勝手に脱ぬけだしちゃだめじゃない。まぁ大人ばっかりが酒盛りしてるし、居い心ごこ地ち悪いのはわかるけどさ。疎開しちゃう友達も多いんでしょ。それに君は主役なんだから、こんな舞ぶ台たい裏うらで油売ってちゃいけない」

　言いながら、宇宙木は伊依の後ろでおろおろしている桃子に視線を向ける。伊依が緊きん張ちようしているのが伝わったようだが、どう対応したらいいか迷っているらしい。おまけに仮にも桃子は雪と氷の怪モン造ス生タ物ーだ。同系統の最上位である《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》を宿す宇宙木に、同属として感じるものがあったのかもしれない。

「ふぅん」

　宇宙木はそんな桃子を上から下まで観察し、愉たのしそうに笑った。

「桃子ちゃんだっけ？　でっかくなったわね。でもなんか継つぎ接はぎっていうか──珍めずらしいわね、こういうの。怪モン造ス生タ物ーって自由でいいわね」

「くるさだんちゅら？」

「あはは。口調は同じだ。可愛かわいい」

　茶化しながら、宇宙木はさらにその後方、慰霊碑のそばまで歩いていく。そして珍しく、神しん妙みような表情をした。錬ノ島はかつて優ゆう秀しゆうな、怪造学会にそのひとありと謳うたわれた偉い人じんである。それは宇宙木にとっても同様で、むしろ錬ノ島の最さい盛せい期きを知っているだろう彼女のほうが、畏い敬けいしているはずだ。

「なぁんかさぁ……嫌いやになるわよね、絶対に、私はみんなより先に死ぬと思ったのに。長生きできるはずの連中が、ばたばた死んでいく。ままならない世の中よね」

　そして香美と同じように、彼女も念を押してくる。

「伊依くん、君は若いんだから。せめて死ぬんじゃないわよ」

「死にませんよ」

　即そく答とうすると、宇宙木は肩かたを竦すくめた。

「どうかな。みんなそう言うわよ。それであっさり死ぬの。見み飽あきたわよ。たくさんよ。あんたの父さんは早死にしたわよ？　殺しても死にそうになかったのに」

「あたしは父さんとはちがいます」

　入学試験のときも口にした台詞せりふを繰りかえすと、宇宙木は微笑んだ。いつもの嫌みったらしい笑え顔がおではなく、純じゆん粋すいな──教育者としての、大人としての表情だった。

「伊依くん」

　宇宙木が初めて見せるその素す顔がおに、伊依は当とう惑わくする。

　気にせずに、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは両手を広げて役者のように語った。

「私はね、教育者としてはあまり褒ほめられたものじゃない。でもね、生徒を可愛いとは思っている。死んでほしくないし、未来をつくっていってほしい。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に取り憑つかれ、長生きできないこの命──私は君たちを育てるためにぜんぶ使うと決めたの。だから君の父さんと決別した。真逆の道を歩いた。そのことを後悔はしない。あのひとのことが好きだったけど。あのひとのために死にたかったけど」

　いつも傲ごう岸がん不ふ遜そんな宇宙木とは思えない、蚊かの鳴くような小声で、ほとんど聞きとれなかった。でもなぜか、伊依は胸がどきどきした。哀かなしいとも切ないともちがう。不思議な気持ち。ひとりの女性の内心をぶつけられ、伊依のまだ若く、未発達な自我は揺ゆれる。

　乱れる伊依に、宇宙木は元どおり、大人の仮面をかぶり直す。

　いつものにやにや笑いが、今だけはどこか儚く見えた。

「私の寿じゆ命みようはあと一年。君の卒業まで保もつかどうか。できれば、晴れ舞台を見せてよね。君たちひとりひとりを、私の子供だと思っているわ。私はお母さんになれなかったけど、そういうふうに子供をつくることもできると、教えられたから」

　ほとんど独り言みたいに。

「しかしまぁ、この私が先生だものね。留る名なが聞いたら呆あきれるわね。でもまぁ、努力して、できるかぎりでやってみた──たぶん、死んでも後悔はしないわ。うん、うまく言えないな。噓ばかりついてきたから。でも、私はそれなりに満足できたかな」

　つぶやいて、宇宙木は上着のポケットに手をつっこむ。

　そしておもむろに取りだされたのは、不気味な髑どく髏ろの首くび飾かざりだった。それを、無造作にこちらへ放ほうり投げられる。伊依は慌てて受けとって、思考を真っ白にして叫さけんだ。

「と、父さん!?　どこ行ってたの馬鹿!!」

　何も考えずに怒ど鳴なってしまった。

　この気持ちの悪い首飾りは、伊依の父──空すかい井い滅めつ作さくの魂たましいが封ふう入にゆうされたそれだろう。魔ま軍ぐんとの戦争が始まったあたりから姿が見えず、なかば存在を忘れかけていたのだが、今さら帰ってくるとは思わなかった。

　伊依は目を白黒させつつ、滅作を掌てのひらの上にのせて語りかけた。

「し、心配させないでよね……黙だまってどっか行ったらだめじゃない！」

『悪い。でも俺のせいじゃねぇぞ、そこの性しよう悪わる女おんなに誘ゆう拐かいされてな』

　滅作の声は触ふれているものか怪モン造ス生タ物ーにしか聞こえないので、今の宇宙木には届いていないだろう。だが伊依がじろりと睨にらむとおおよその内容は察したのか、そっぽを向いて口笛を吹ふく。どうも宇宙木が伊依から盗ぬすんでいたらしい。いつのまに。

「ずっと借りてて悪かったわね」

　宇宙木が悪びれずに告げてくる。

「でもまぁ、君にはもう必要ないんじゃないかな？　鬱うつ陶とうしいだけでしょ、あれこれ口出しされてさ──まったく、昔から子供には甘いんだから。未練たらしくそんな姿になってまでさ、見苦しいったらないわ。さっさと成じよう仏ぶつすればいいのにね？」

『うるせぇよ。おまえは昔からまるで性格が変わらんな……いや、昔より可愛げがなくなったぶん最悪です。おまえこそ殺しても死なねぇよ』

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちを零こぼしつつ、滅作は伊依に居い丈たけ高だかな口調で語りかけてくる。

『おい伊依』

「な、なぁに、父さん」

　久しぶりなので調子がおかしい。再会できたのは嬉うれしかったりもしたのだが、つっけんどんな態度になってしまう。親子とはそういうものだ。

　だが──長々とした会話も必要はない。言葉を尽つくさずとも、気持ちは通じる。伊依はもはや滅作への屈くつ託たくはない。伊依の人生は、自由だ。

『殊しゆ勝しようなのは性にあわねぇから、単刀直入に言うぜ──相手は魔王だ。あれの恐おそろしさは身を以もつて知っている。本来なら、俺がけじめをつけておくべきだったんだが、てめぇにお鉢はちを廻まわしちまったのが不ふ甲が斐いねぇよ』

　吐き捨てるように告げて、滅作はすなおな気持ちを吐と露ろした。

　遠い昔に思える幼いころ、ごくたまに、伊依は哀しいくらいに父が大好きだった。期待を寄せ、裏切られ。愛すれば、踏ふみにじられ。信しん頼らいは憎ぞう悪おに。親愛は嫌けん悪おに変質していったが。たとえば伊依を寂じやく憐れん院いんの土地から救いだしてくれたとき。それ以前にも、ほんのたまにだが、伊依は彼を心から愛していた。

　そのとき感じた温かさが、今の滅作にはあった。

　尊敬できない人物だが、それでも彼は伊依の父だった。

『死にに行けとは言えない。だが勝手な願いだとはわかっちゃいるが、終わらせてくれ──伊依。俺は届かなかった。秘ひ依よりを殺した怪造学っていう化け物に、食い散らかされて終わった。でもおまえは、何かができる気がするよ』

「うん。がんばってみる」

　伊依は気負わずに断言した。

「大だい丈じよう夫ぶ、父さんが築きあげて、導いてくれた位置から勝負できたんだもん。余裕だよ。それに、言われるまでもないよ。あたしが最初に助けたかったのは母さん。その母さんを、父さんも救いたかったんだってわかってる。父さんの気持ちを、夢を、あたしがちゃんと叶かなえるから」

　髑髏を真っ直すぐに見つめて、伊依は微笑ほほえんだ。

「だからぜんぶ終わったら、母さんのところに行ってあげてね。あたしはもう、大丈夫だから。ね、父さん」

　にっこりすると、滅作は安あん堵どしたらしい──急に照れくさくなったのか、ぶっきらぼうな口調でぼやいた。

『へん、お利口さんに育ちやがって。ほんとに俺の娘むすめか？　俺はおまえにこの場で叩たたき壊こわされることも覚かく悟ごしたのにな。自分の尻しりくらい自分で拭ぬぐえ糞くそ親おや父じ、ってな』

「壊せるもんならとっくの昔に壊してるってば。無む駄だに頑がん丈じようなんだから」

　首飾りの紐ひもを指に引っかけ、その勢いで宇宙木に放ほうる。

　驚いて、宇宙木は受けとめつつも首を傾かしげた。

「もってかないの？　いちおう役にたつんじゃない、こんなのでも」

「馬鹿な」

　伊依は肩を竦すくめ、首を振って大おお袈げ裟さに慨がい嘆たんした。

「せっかく呪のろいのアイテムから解放されたのに、また装備はしませんって。逆に荷物だし。宇宙木先生にあげます。そのうち成仏するだろうから、それまで仲良く──ね。宇宙木先生の寿命がくるまで、黙もく認にんしちゃうから。うちのろくでもない父親でも役にたつなら嬉しいし……まぁ、浮うわ気きだとは思わないでおいてあげる」

　悪いた戯ずらっぽく言うと、宇宙木は珍めずらしい表情を見せた。

「ち、ちがうのよ？　私はべつに──」

　真っ赤になって、慌てふためいて、かなり焦あせった様子で。

　滅作と会話しているのか、何やら口元でごにょごにょと言って。

「ま、まったく気づいてなかったのね……君らしいけどね、はぁ……」

　がっくり肩を落としていた。

　そんな初うい々ういしくも可愛かわいらしい校長先生と、阿呆な父親を置き去りに──伊依はもはや振ふりかえらずに真っ直ぐ未来へと、いつものように駆かけていく。
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　宴うたげはそれなりに盛せい況きようのようだった。

　来きたるべき総力戦に先んじて、後こう顧この憂うれいを断たち戦意を高めるための催もよおしである。悲ひ愴そう感かんが漂ただよっている一角もあるが、暗い表情をしていても仕方ない。空元気でも元気。お酒も入ってしだいに自や棄けになってきたのか、あちこちで騒さわぎが発生している。

　どこかへ消えていた伊依もついさきほど戻もどってきて、今は魅み神かみ香か美みをはじめとした友達にもみくちゃにされていた。美み咲さき次じ郎ろう花はな。魑ち魅み寺でら屍かば丸まる。駒こま崎ざき学まなぶ。山やま田だ魔ま夜や。意い固こ地じにこの地に残っていた彼女らも、さすがに疎そ開かいすることが決定しており、ちょっとしたお別れ会のような雰ふん囲い気きである。

　次郎花はぎゃんぎゃん泣きわめき、屍丸は自棄になったように食べ物を食い散らかし、学が無表情にそんな親友を殴なぐっている。魔夜は人混みが嫌いやなのか着ぐるみ姿で蹲うずくまっており、香美がそんな彼女にもたれかかってうとうと微睡まどろんでいる。狂きよう乱らんである。ふだんは落ちついている連中まであの調子なのだから、いかに切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようなのか推おして知るべしといったところか。

　そんな馬鹿騒ぎの渦か中ちゆうにいる伊依は、主役のくせにやたらと気を回し、愚痴につきあったり料理を運んだり、忙いそがしく働いている。今日ぐらいはだらけてもいいのに、でもまぁ伊依らしいか──と戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは溜ため息いきをついた。

　白い髪かみに深しん紅くの瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、背が高く姿勢の正しい少女である。伊依の戦友たる侍さむらい少女にして、決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》の使い手となった怪造学会の虎とらの子だ。こういう宴えん席せきには何を着ていったらいいか不明だったので、とりあえず和装である。芸げい妓ぎの母に厳しく躾しつけられた舞弓は、こういう西洋的な文化に疎うとい。

　どこで何をしたらいいかわからず、独り壁かべの花となっていた。伊依たちの狂きよ態うたいをちょっと離はなれた位置から見守りつつ、立ち食いははしたないからと振る舞われている料理にも手をつけず、きちんと背筋を伸のばして立ち尽つくすのみ。

　賑にぎやかなのは苦手だ。

　それに性しよう分ぶんなのか、迫せまる総力戦を前に武む者しや震ぶるいが抑おさえられず、とてもほかのみんなのように楽しむことができない。顎あごの先まで緊きん張ちようし、押しつぶされそうな不安に耐たえている。ほんとうはこの宴席に参加するつもりもなかったのだ。けれど自宅の部屋で引きこもり、座ざ禅ぜんを組み精神統一していたら養父母に叩きだされた。厳しい。こういうときは独りでいても気が滅め入いるだけとわかってはいるが、だからといってこの空気には馴な染じめない。

「私は未熟者だ……」

　上手に振る舞えない己おのれを恥はじ、瞑めい目もくし、ただ時が流れるのを待っていた。

　伊依たちの談だん笑しようの輪に交じることも考えたのだが、ひとりだけ引きつった顔をしていては場の和を乱すだけ。自じ粛しゆくし、途と方ほうに暮れていると──。

　ぴとっ、と額に何やら冷たい感かん触しよくがあった。

　気配を感じなかったので、舞弓は驚おどろいて両目を見開いた。

「もうちょっとリラックスしないと、疲ひ弊へいするばかりでございますよ」

　こちらの額に手を当てて、そこでひとりの女性が優ゆう雅がに笑っていた。

　闇やみ宮みや血ち影かげである。

　わずかに緑色がかった金きん髪ぱつ。舞弓と同色の瞳。舞弓よりわずかに年上に見えるが、まだ若い。いつもどおりの寮りよう母ぼの服装で、ちょこんとスカートをつまんで挨あい拶さつしている。

　どこか人形めいた、浮うき世よ離ばなれした人物である。彼女は虚アン界ダカの重じゆう鎮ちん、虚きよ無む大公の断だん片ぺんであり、決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》を構成する重要な存在だ。個人的にも舞弓とは以前から面識があり、また舞弓の母──戦たたか橋はし危あやう香かの血肉から再構築されたという彼女は、他人とは思えない。

　お母さん、と呼びかけそうになって、舞弓は無意味に口を開閉させた。

　いまだに血影を前にすると、ぎくしゃくする舞弓だった。

　血影は厳密な意味では母そのものではないが、それでも深い愛情と信頼があるし、何より現在は運命共同体ともいえるたいせつな仲間だ。素っ気なくするのもどうかと思い、どうにか笑みを浮うかべて語りかける。

「血影さんもきていたんですね」

「恥ずかしながら」

　血影はちょっとお酒をいれているのか、わずかに頰ほおを赤らめていた。

　およそ人間らしい感情とは無む縁えんに見える彼女でも、酔よっぱらうらしい。わりと上じよう機き嫌げんなようで、三白眼に紅あかい瞳を浮かべて呪いの人形みたいに笑っている。

　知人に語りかけられて、舞弓の緊きん張ちようも和やわらいだ。

　虚無大公との戦いにて、血影は自らをその本質である虚ブラツ無クホ断ール片パールに戻し、決戦兵器と融ゆう合ごうした。そのときは今こん生じようの別れかと思っていたのだが、戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごにはふつうに分ぶん離りし元どおりになったのだ。嬉しかったものの、拍ひよう子し抜ぬけではある。

　しみじみそんなことを考えていると、血影はほっこりと微笑んだ。

「今日の舞弓さんはとても可愛かわいらしいですね。その服装、似合っておりますよ」

「そ、そうか？」

　慣れない賛さん辞じに戸と惑まどい、舞弓は照れて首を振った。

「これは普ふ段だん着ぎだぞ？　私はべつに可愛くない……血影さんのほうがよほど可愛い」

「いえいえ。滅めつ相そうもございません。わたくしなど──」

　言いながら、血影はおもむろに自らのスカートをまくりあげた。

「わざわざ服の下にスクール水着を仕し込こんできたのに、誰だれにも気づいてもらえませんし」

「血影さん!?　ちかごろのあなたはおかしい!!」

「……何か問題が？」

　はしたない姿勢のまま、その凹おう凸とつのある肢し体たいを見せつける血影だった。酔っている。間ま違ちがいなく悪い方向に酔っている。舞弓はあうあうと真っ赤になって困こん惑わくし、血影の姿を他のものから手を振って隠かくそうとした。

　西洋人形の服の下にスクール水着という頭のおかしい格好をした血影は、「ひっく」と子供っぽくしゃっくりをし、満面の笑えみで問いかけてくる。

「前回の猫ねこ耳みみメイドさんが伊依ちゃんたちに不評でしたので、今回はもうちょっと思いきってみたのでございます」

「思いきっちゃだめだ血影さん!!　昔の清せい楚そなあなたはどこへ行ったのだ!?」

「似合っておりませんか？　ご主人様？」

「いやご主人様ではない」

　母と慕したっている人物に主あるじと呼ばれるなど、倒とう錯さく的だし意味がわからない！

　だが血影を見ると不安そうにこちらを見つめている。目を潤うるませているし、舞弓は困る。彼女を哀しませたくない。だがしかし、どうしたらいいのだ。ぐらぐら揺れていると、血影はそのままの姿勢でにじり寄ってきた。

「何か問題があるでしょうか？　決戦兵器は舞弓さんが主しゆ軸じくで、我らはそれを補ほ佐さする従者。ならば舞弓さんは我らのご主人様でございます。わ、わたくし、舞弓さんに喜んでもらうために──恥はじを忍しのんでこんな格好までしたのに……」
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　俯うつむいてしまう血影に、舞弓は彼女の手を握にぎりしめて叫んだ。

「な、泣かないでくれ血影さん！　大だい丈じよう夫ぶだ！　似合っている！　とても可愛いぞ！　私が男なら放ほうっておかないところだ!!」

「嬉うれしゅうございますご主人様!!」

「…………」

　はしゃいでいる血影に、舞弓はだいぶ何もかもどうでもよくなって肩かたの力を抜ぬいた。がっくりと頭を垂れ、自然な笑みを浮かべる。たぶん天然でやっているのだろうが、血影は舞弓の胸のしこりを溶とかしてくれた。ありがたい。

　だがまぁ、吞のん気きにしていてもしょうがない。

　宴席では不作法だと思うが、舞弓には気を緩ゆるませ楽しむ心の余よ裕ゆうはない。せっかく血影に会えたのだ、今後の方針などを決めておこう。

「ともあれ、血影さん。気持ちはありがたいが、楽しんでばかりもいられない。最終兵器の伊依とは別の意味で、我らには魔軍との戦いにおいて果たすべき役目があるし、まだまだ不安も多い。私たちはとても不安定な決戦兵器なのだ。再度、合体できるかどうかも不明なのだからな──何があっても対応できるよう、意思の統一くらいはしておきたい」

「合体できるか不安って、巨きよ大だいロボットのアニメみたいですね……」

　いまいち緊きん張ちよう感かんのない血影は、何やら楽しそうに笑っていた。

　気が抜けるが、この血影の態度は触ふれれば切れそうな今の舞弓にはありがたい。ちょうどいいバランスともいえた。舞弓は苦く笑しようしつつ、ひとつひとつ懸け念ねんを提示していく。

「作戦会議は必要だろう。伊依も魔ま姫きとやらと融合しているから条件は同じだが、魔姫とやらは従順だし、一対一の関係だ、意思の統一は難しくない。伊依はそういうのが得意だしな。だが我らは五人だ。先んじての戦いでは共通の目的のもと手を組んだが、戦争が激化し状況が混こん沌とんとしたとき、我らはばらばらになる可能性すらある」

「その心配は、あるかもしれませんね」

　血影もちょっとだけ真ま面じ目めになった。

「虚無大公殿でん下かが無力化された今、わたくしの主は舞弓さんです。その意思に従いますが、舞弓さんが危険に晒さらされたとき、その気持ちを無視して緊きん急きゆ避うひ難なんを行う可能性があります。それは舞弓さんに逆らうということですよね？」

「そうそう、そういう予想できない動きをほかのものがする危険性があるのだ。血影さんはまだいいが、ほかの連中はよくわからぬからな。鬱うつ宮のみやは怪造学会のものとはいえ怪造モン生物スターだし、《走ナ馬イ燈ト処刑メア・騎士ナイト》は私を軽かろんじているというか……独断専行するきらいがある。高たか橋はしは信頼できるが、あくまで生命ではなく怪造学ロボットだ──思いもよらない行動をする可能性もある。不安要素は山盛りなのだ」

　舞弓は拳こぶしを握り、誠実に語った。

「私とて、万ばん全ぜんではない。決戦兵器は私の肉体に食いこみ、生命力を搾しぼりとる。戦せん闘とうが長引けば、この身体からだが保もつかどうか。無論、歯を食いしばって踏み留とどまろうとは思うが、限界はあるからな。私が失神するなり死んだりしたとき、決戦兵器がどうなるかも知っておく必要がある」

「死ぬなどと、そんなことを言ってはいけません」

　血影は心配そうに諫いさめながらも、思案げに言葉を並べた。

「決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》はあくまで虚マテ界リ呪ア具ルである高橋様を最大限に活用するもの。わたくしと勇者さん、鬱宮様は虚ブラツ無クホ断ール片パールとして補佐するのが本ほん懐かいでございますし、舞弓さんは『物ぶつ造ぞうの使い手』として全すべてを制せい御ぎよするのが役回り。補佐の虚ブラツ無クホ断ール片パールならまだ失われても行動不能にはならないでしょうが、舞弓さんと高橋様のどちらかが欠けたら決戦兵器は崩くずれるでしょう。意思の統一は──なるほど、必要でございますね」

「うむ。自惚うぬぼれるわけではないが、決戦兵器は貴重な戦力だ。思うがままに戦いぬき、怪造学会と人類に勝利をもたらす。それが亡なき母と、まぁ……あれの、望みだろう」

　父とは呼べない虚アン界ダカの大公を、脳のう裏りに思い浮かべて。

「少なくとも、我らが足を引っぱってはいけない。大将首を刈かりとって声高らかに凱がい旋せんしよう、などとは望んでいない。私は、せめて役目を果たしたい。……うん？」

　静かに舞弓が心意気を吐はきだすと、同時に噂うわさのものどもが姿を現した。もしかしたら最初から聞いていたのかもしれない。どいつもこいつも気配がない。

　決戦兵器の面々である。

　舞弓が見あげるほど背が高い、全身甲かつ冑ちゆう。この世にふたつしかない虚マテ界リ呪ア具ルにして、舞弓の母の夢が詰つまった怪造学会防衛部長──決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》たる高たか橋はし十とう。

　真っ黒な不定型生物。ぶくぶくと泡あわを吹ふきながら、高橋の身体を這はいまわっているのは怪造学会研究部長──虚ブラツ無クホ断ール片パールにして、伊依の父とも深い関かかわりがあるらしい鬱うつ宮のみや噓うそ。

　高橋に比べれば小こ柄がらに見えるが、それは姿勢が悪いせいで、体格的には同等の真っ赤な包帯で身体を隠した木ミ乃イ伊ラ男。香美を幼いころから助けてきた、あの悲ひ哀あい大公すらいちどは屠ほふった《走ナ馬イ燈ト処刑メア・騎士ナイト》。

　異い形ぎようの面々の登場に、舞弓は鼻白みながらも、気負わずに囁ささやいた。

「良かった」

　努めて朗ほがらかに。

　ともに戦う仲間たちに、余計な気を遣つかわせないために。

「君たちまでスクール水着で現れたら、私は危あやうく決戦兵器チームの解散を宣言するところだったぞ」

「お望みなら変形するけど……？」

　冗じよう談だんの通じない鬱宮の横で、《走ナ馬イ燈ト処刑メア・騎士ナイト》が物々しく頷うなずく。

「拙せつ者しやで良ければ善処しよう。ふふふ、見た目より特とく殊しゆな趣しゆ味みでござるな」

「冗談を真に受けるな!!　ほんとに着るなよ着たら絶交だぞ!!」

　騒ぐ舞弓に、化け物どもはげらげらと笑った。

「あっはっは。この御ご仁じんはからかうと面おも白しろいでござるなぁ」

「可愛いわよ……ご主人様……」

「ご主人様言うな！　どうして決戦兵器チームはこんな連中しかいないのだ……!?」

「ギ」

　類は友を呼ぶのだ、というように高橋が肩を叩たたいてきた。

　血影も「皆みなさん仲良しでございますね！」とご満まん悦えつである。

「もうやだ……」

　舞弓はとても疲弊し、できるなら交代してくれ伊依、と思いつつも──腹を決めて、周りの仲間たちを見回した。どんな阿呆でも素すっ頓とん狂きようでも、これが自分の仲間だ。力だ。最大限に活用し、協力し、己おのれの信じる正義を奉ほうじるのだ。

　最後の精神的支柱である正義の二文字を思いだし、舞弓は目を輝かがやかせる。

　心に理想と夢を燃やし、仲間たちに宣言する。

「とにかく、最後の戦いが近い。悔くいのないよう、私は全力を尽つくしたい。それには君たちの協力と、我らの意思の統一が必要不可欠だ。主のように命令はしない。友のように言葉を尽くす時間もない。だからこそ、虚無大公の子供たちよ──我らは同志として、家族として、同じ宿命を抱いだくものとして、ともに轡くつわを並べて死地に臨のぞもう」

　共通する深しん紅くの瞳を、互たがいに交差させて。

「虚無大公の行動原理は私し怨えんだった。だが私は、その憎ぞう悪おすら糧かてとして平和のため、正義のために尽くしたい。友のため。仲間のため。この世界のため。信じる夢のために。守りたい全てのために、真しん剣けん勝負で戦いぬこう。黙だまって私についてこい、とは言わぬ」

　戦いくさに挑いどむ武士団のごとく、侍さむら い少女は咆ほう哮こうした。

「ともに命が燃え尽きるまで──えい、えい、おう！」

「「「「了りよう解かいしましたご主人様ぁ！」」」」

　声を揃そろえる馬鹿どもに、舞弓は膝ひざから崩れて床ゆかに手をついた。

　気が抜ける……。
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　その日の夕刻である。

　朝からつづいている宴うたげはぐだぐだのまま延長戦に突とつ入にゆうしているようだし、ほとんどのものは古こ頃ころに泊とまりこむようで、舞弓は長居せずに帰宅することにした。総力戦により命を落とす可能性もあるのだ、お世話になった養父母のいる自宅にいたいと思った。

　崇すう敬けいする義あ兄にの魂たましいが眠ねむる、舞弓の原風景。

　迷めい惑わくをかけてばかりで、育ててもらった恩も返せてはいない。ならばせめて、最後かもしれない時間くらいは養父母に捧ささげたい。

　そう決めた舞弓は、早々に宴を辞し、古頃から実家へと車で移動していた。

　戦時中であり、疎そ開かいも徹てつ底ていされているので、窓の外にほかの車はない。

　機能していない街灯や自動販はん売ばい機きも多く、死んだ町のようだ。

　舞弓は和服のまま後部座席にきちんと腰こしかけ、ぼうっとそんな風景を眺ながめていた。

　決戦兵器チームや伊依の友人たち、怪造学会のみんなと別れ、これから総力戦が始まるまで──舞弓は家族と暮らすことに決めている。そう長い猶ゆう予よはない。決戦兵器のみんなと心をかよわせるほかは、舞弓にやることもない。

　あの陽気な宴の雰ふん囲い気きのおかげで、余計な不安も緊張も取り除のぞかれた。舞弓は、不思議なほど静かな気持ちだった。油断も危険な昂たかぶりもない。落ちついている。ちょっとは成長できたのか。否いな、油断禁物。この心持ちを維い持じし、決戦に臨もう。

　だが気き疲づかれしたのか、どうも頭がふらつく。

「屋や敷しきにつくまで寝ねていてもいいですよ、舞」

　右へ左へ揺ゆれていると、運転席の倉くら波なみ無な楽らくが声をかけてきた。

　相変わらずきっちり固めた髪かみ型がたと、怜れい悧りに煌きらめく眼鏡めがねが無機質な印象だ。宴に参加していたのに空気を読まないいつもの白衣姿で、酔っている様子もない。舞弓の幼なじみで、義兄の親友だった。いちどは敵対したが、現在は改心しているはずの彼を、舞弓はもはやどうとも思っていない。まだ多少の軋あつ轢れきは残っているが、それは仕方のないことだ。

　自宅までの運転を買ってでてくれた倉波は、危なげなく車を進ませながらも、優やさしさの欠片かけらもない声で忠告してくる。

「あなたも疲つかれているんでしょう。楽な姿勢になっていなさい」

「うるさいな……」

　ぶつくさ文句を垂れながらも、舞弓は背もたれに体重を預け、すんなり目を閉じる。彼の前では気持ちが楽だ。幼なじみというものは良くも悪くも肩かた肘ひじをはらない存在でいい。彼には自分の弱いところも情けないところもみんな知られている。格好つけなくてもいい。気負わなくてもいい。それは幸せなことだ。

　思いつつも、だからこそ気き兼がねなく文句も言える。

「寝たら、ほんとうに寝てしまう。養父母が食事を用意してくれている。それを無む駄だにしないためにも、帰るまでのちょっとの時間くらい起きている」

「到とう着ちやくしたら起こしてあげますから」

「君は信用ならん」

「その程度の約束は守りますよ。失礼ですね」

　どうでもいい会話をしていると、ほんとに眠くなってきた。

　疲ひ労ろうと、幼なじみといる安あん堵どが睡すい魔まと化して襲おそってくる。舞弓は船を漕こぎ、額に手を当てて頭を傾かたむけた。

「あぁ、もう無理だ──睡魔恐おそるべし。私は寝るぞ。ほんとうに、到着したら起こすのだぞ……きっとだぞ。うぅむ、頭が重い」

「はいはい。お休みなさい」

　その声は優しかった。

　そうだ。昔から、倉波はいつでも、自分には優しかった。

　何だか嬉しくなって──眠気にとろけていた舞弓はつい、言っていた。

「ありがと……おにいちゃん」

　車が危あやうく事故りそうになったことを、安あん眠みんに落ちていく舞弓は知らない。
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　海かい鮮せん料理だ。

　醬しよ油うゆと山葵わさびと海の幸。白い飯に味み噌そ汁しる。焙ほうじ茶ちや。

　穏おだやかな夢から叩き起こされ、舞弓は実家にて夕ゆう餉げを振ふる舞われていた。まだ眠いのでうつらうつらとしており、粗そ相そうをするたびに叱しかられている。

　舞弓が預けられた陸りく戦せん坂ざかの家は裕ゆう福ふくで、住居も立派なお屋敷である。障子が開け放たれた座ざ敷しきにて、月を眺めながら箸はしを進めている。広い部屋だが寂さびしい雰囲気はない。舞弓は養父母に蝶ちようよ花よと愛されている。特別ではないこの雰囲気が心ここ地ちいい。血の繫つながりはないが、家族だと思っている。

　義兄の遺い影えいが眠る仏ぶつ壇だんは別室だが、この屋敷にいると常にその魂を感じる。心が落ちつき、気持ちが引きしまってくる。やはり古頃でなく、安らげるこの屋敷を選んでよかった。養父母には正直に現状を伝えているが、余計な気き遣づかいはなし。

　総力戦の前に、一いつ般ぱん人は夢ゆめ追おい坂ざかから強制的に避ひ難なんさせられることが決定している。養父母もかなり抵てい抗こうしていたが、ぎりぎりには避難するだろう。彼らに自分の立場を理解してもらい、説得するのには骨が折れた。義兄のこともあるし、とても心配されたが──実の母の遺志でもあり、自分の意志でもある。舞弓の本気を理解して、養父母はただ見守ってくれた。

　別れの瞬しゆん間かんまで、この穏やかな時間がつづけばいい。

　当たり前のことを積み重ねることが、何よりも──舞弓の気持ちを支えてくれる。

「……もう食えぬ」

　見た目より舞弓は食べない。とりあえず自分の膳ぜんだけ片付けて、早々に箸を置いた。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　しみじみ焙じ茶をすすっていると、目の前の茶ちや碗わんにご飯が盛られた。じろりと正面を見ると、巨大な釜かまを片手に養父の千せん槍そうが笑っている。

　自由な芸術家である千槍だが、見た目は傭よう兵へい崩くずれかと思う筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ体たいである。小柄でお淑しとやかな養母の盾たて乃のとは好対照だ。ふたり並ぶとそれがより引き立つ。

　千槍はしゃもじを揺らしながら、歌うように告げてきた。

「生意気を言うな舞弓ぃ……盾乃の飯が食えんとぬかすか？　あぁん？」

「自分の胃い袋ぶくろが平均的なものだと思うのは、大いなる誤解だぞ養ち父ち上うえ。どれだけ美う味まくても四杯はいも五杯も飯をおかわりするあなたが変なのだ」

「そうですよ千槍さん」

　盾乃は行ぎよう儀ぎ悪くお釜を抱き寄せている夫に苦く笑しようした。

「舞弓さんは女の子なのですから」

「ま、舞弓は女の子だったのか……!!」

「今さら何を言っているのだ。殺すぞ。本気だぞ。もしかして喧けん嘩かを売っているのか養父上？　思えば本気で喧嘩をしたこともなかったな──よし、お相手しよう」

　腕うでまくりをして養父に跳とびかかる舞弓だった。

　繊せん細さいさとは無む縁えんの舞弓だが、それでも許せない発言はある。

　食後の運動とばかりに暴れだしたふたりから膳などを避難させている盾乃に、ついでだからと無理に引きずりこまれ、困り顔で食事をしている倉波がぼやいた。

「この家は相変わらずですね……」

「いえ、こんなのは久しぶりですよ。やっぱり倉ちゃんがいるせいかしら」

「倉ちゃんは勘かん弁べんしてください、盾乃さん……」

　倉波は困り顔で酒しゆ杯はいを傾けている。

　彼はこの家にいられない理由があるが、盾乃に捕ほ獲かくされてしまったのだ。盾乃や千槍がどこまで倉波について理解しているかは不明だが、見た目にはどこも悪意はない。亡なき息むす子この久しぶりに訪おとずれた親友を、すなおに歓かん迎げいする雰囲気のみがあった。

　倉波も道から外れた男だが、堂々とこの屋敷で振る舞えるほど厚顔無む恥ちではない。針の筵むしろだろうが、まぁこの程度は甘んじて罰ばつとして受けてもらおう。舞弓はそう思う。居心地悪そうに身じろぎし、ちいさな子供みたいに倉ちゃん倉ちゃんと連呼されている倉波を眺め、舞弓はすなおにそう思える自分に気づいた。

　倉波が許される日はこないかもしれない。舞弓も養父母も、笑って何もかもなかったことにはできない。だが、ともに酒を吞のむことはできる。ひとつひとつ償つぐなうこともできる。無む為いに時間をすごすより、それは前向きだ。

　ちょっとずつ、喪うしなわれたおおきなものを埋うめていこう。

　自分たちは生きているのだから。

　盾乃に次々とお酒をつがれ、自や棄けになったように吞んで潰つぶされた倉波が寝こけるまで、その不思議な酒しゆ宴えんはつづいた。しばらく歓かん談だんし、盾乃は膳を片付け、千槍は熟じゆく睡すいしている倉波を寝ね床どこに運んでやっている。舞弓も手伝おうと思ったのだが、子供が余計な気を回すなと一いつ喝かつされ、仕方なく夕ゆう涼すずみのため縁えん側がわにでた。

　もう日が暮れている。楽しい時間は流れるのが早い。

　まだ蒸むし暑く、虫の音が喧かまびすしい。

　それでも涼しい風が吹いていて、団扇うちわもいらない。蚊か取とり豚ぶたが煙けむりを吐はきだすそばで、舞弓はのんびり月を眺めていた。

「善よき哉かな、善哉♪」

　鼻はな唄うた気分で足を揺らしていると、不意に気づいた。

　何かが軒のきから垂れている。

　糸だ。否いな、釣つり糸いとか。ほとんど視し認にんできないほど細く長い。闇やみ夜よにまぎれ、気づくのが遅おくれた。本来なら発見できなかっただろうが、ご丁てい寧ねいにもその尖せん端たんに餌えさらしきあんパンがぶらさげられており、わりと目立った。

「……何だこれは」

　ぶらぶら揺れているからには、釣り糸を垂らしている誰だれかがいるのだろう。目的は謎だが、曲くせ者ものであることは間ま違ちがいない。舞弓はひとまず座敷に戻もどって飾かざられていた日本刀を手にし、縁側に戻った。よくわからんが斬きっておこう。

　つっかけを履はいて庭にでる。

　見あげて、啞あ然ぜんとした。

「おっす」

　そこに鬼おにが座っていた。

　舞弓にあわせているわけでもないだろうが、和装の少年である。ただし歌か舞ぶ伎き者もののように女物を着き崩くずしており、かなり不作法だ。彼は屋敷の屋根に堂々とふんぞりかえり、下げ駄たを揺らして釣り竿ざおをさげていた。長く伸のばした髪かみに、鬼の角飾り。

　八や重え歯ばをにっと露ろ出しゆつさせ、無む城じろ鬼き京きようが笑っていた。

「ひとん家ちの屋根で何をしているのだ、鬼京先せん輩ぱい」

　呆あきれながらとりあえず問いかけると、鬼京はきりきりきりと糸を巻きとってぼやく。

「あぁん？　見てわかんねぇのか舞ちゃんよォ──野球でもしてるように見えんのかい？　釣り竿振ふるってホームランたぁ小こ粋いきなやつもいたもんだ」

「いや正直よく意味がわからん」

　舞弓は首を傾かしげながらも、思いっきり屈くつ伸しんしてから跳ちよう躍やくした。庭の樹木を足がかりに三角飛び。一息に屋根へと躍おどりあがる。衝しよう撃げきを殺しながらも、鬼京のそばに舞い降おりる。舞弓の身体能力ならこの程度は容易たやすい。

　そんな舞弓に驚おどろきもせず、鬼京は愉たのしげに笑っている。

「おまえん家は広くていいなァ。忍しのびこむにゃちょうどいい。この鬼京さんには小せぇ小せぇと言いたいところだが、俺の現在の住み処かは爺じいちゃんのボロいベニヤ小屋だからな。おまえがどうしてもって言うならここに住んでやってもいいぜ？」

「むう。蹴けり落とそう」

　考えるのが面めん倒どうになっている舞弓だった。

　ただここから落とせば死にかねないとかろうじて判断し、上げかけた足をおろすと、鬼京の顔面に指をつきつける。

「相変わらず意味のわからん男だな。我が家は君のような人間の屑くずを養う余よ裕ゆうはない。義理もない」

「いいよ。生いけ簀すの鯉こいを勝手に釣りあげて食料にするし。あ、意外と快適に暮らせそう」

「ひとん家の鯉を釣るな。君を生け簀に叩き落として餌にするぞ」

「俺たぶん毒があるぜ。養ってくれよ舞ちゃん～俺と結けつ婚こんしようぜ～」

「じょ、冗じよう談だんでもそういうことを言うな……」

　はぐらかされているのがわかって、舞弓は溜ため息いきをついた。

「いったい今日は何の用なのだ、鬼京先輩。しばらく見なかったが──何をしていたのだ？　虚無大公の出来事から、音信不通だったが」

　ちなみに虚無大公の侵しん攻こうから、まだ多くの時間は流れていない。一週間も経たってはいないのだ。最終兵器の効果が発揮されているうちに決戦を仕し掛かける。それが唯ゆい一いつの勝算である。虚無大公の攻撃は時間稼かせぎだったという説もあるし、素す早ばやく反撃にでる用意がされていた。

　怪造学会の戦力には大きな打撃があったので、立て直しに時間がかかったが、総力戦のため早さつ急きゆうに作業は進められている。穏やかな時間はもうすぐ終わってしまう。

「あぁ、俺なら入院してた」

　あっさり鬼京は言ってのけた。

「入院？」

　舞弓は心配になって、鬼京をまじまじと眺めた。

「どこか悪かったのか、先輩？　頭か？　頭が悪かったのか？」

「うわぁ……むかつく……べつにぃ？　誰かさんが決戦兵器起動のときに高熱を放ちやがったせいで、鬼京さんは名めい誉よの負傷をしたらしいんだよ。あれ悪くすれば死んでたらしいぞ、全身火傷やけどで。怪造学会の病院だったから疵きず痕あとも残らなかったが」

「そうか」

　あのときは慌あわてていたが、そうだ、鬼京は決戦兵器起動の現場にいたのだ。

　そして真実を明かされ、絶望の底に沈しずんだ自分を鼓こ舞ぶしてくれた。

　覚えている。忘れない。

「ありがとうよ」

　感謝の言葉を口にしかけた舞弓を、遮さえぎるように鬼京がつぶやいた。

　この天あまの邪じや鬼くにしては珍めずらしく、すなおに。

「これでも感謝してるんだぜ、爺ちゃんの夢を叶かなえてくれて。俺だけじゃ無理だった。いちおう誉めてやろうかなってな、この俺様がよ。泣いて喜べよ？」

　すなおに感謝できんのだろうか。

　舞弓は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になって、それから苦く笑しようした。この厄やつ介かいな先輩にも、だいぶ慣れてきた。曲がりなりにも感謝をしてくれただけで、このひとにとっては希け有うなことだ。曲解せずに、真しん摯しに受けとっておこう。

　舞弓は鬼京のそばにちょこんと腰かけて、月を眺めた。

「私は何もしていない。母の遺志と、みんなの支えがあってこそだ」

　今ではそう思える。猪ちよ突とつ猛もう進しんで、孤こ独どくだった侍さむらい少女はもういない。

　ちょっとずつでも、変わっていける。成長して、進んでいける。

　鬼京も、背中を押してくれたひとりだ。感謝するなら、こっちのほうだ。

「謙けん遜そんすんなよ。似合いもしねぇよ。高笑いすりゃいいんだよ」

　けけけ、と小こ憎にくらしく笑って、鬼京は屋根に手をついて安楽な姿勢になった。

「おまえは大したやつなんだからよ」

　頭を摑つかまれて、ぐしぐしと撫なでられた。

　他人に触ふれられるのは好きではないが、不思議と受けいれられた。

　なぜだろうか、義あ兄にのことを思いだした。ずっと見つめていた、その背中。誇ほこらしい、あの生き様。ちょっとでも近づけただろうか、舞弓の天使。否いな、追いこす気持ちで進んでいこう。それをたぶん、義兄も望んでいる。

「ちゃんと帰ってこいよ」

　鬼京は何が楽しいのか舞弓の頰ほおを引っぱり、ぐにゃっと弄もてあそびながら告げてきた。

「怪造モン生物スターとの戦争なんて失敗の産物をよ、後ご生しよう大事に長引かせる必要は何もねぇ。怪モン造ステ学イス者トの仕事じゃねぇんだぜ。ここからが楽しいんだ。ここからが俺の仕事なんだよ。たいせつな虚マテ界リ呪ア具ルに傷をつけんなよ？　まだまだ調べたいことがたくさんあるんだからよ──間違っても壊こわすなよ？　わかってるか？」

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせる鬼京に、何か胸がざわついた。

　子供のころに戻ったように、自分の気持ちがよくわからない。なぜだか、気にいらない。拗すねている。どうにも、苛いら々いらする。

　すぐちかくにある鬼京の顔を睨にらみつけ、舞弓は尋たずねた。

「決戦兵器の心配だけか？」

　らしくもないことを、言ってしまった。

　総力戦を前に──気弱になっているのか。

「私の心配は、してくれないのか？」

　どきどきする。何か途と方ほうもない言葉を告げてしまった気がする。訂てい正せいしようと思った。胸の鼓こ動どうが速まる。顔が熱くなる。静かな夜。月夜の下もと。呼吸が触れる距きよ離り。鬼京はきょとんとしていたが、やがて笑うと、顔を近づけてきた。

　あ。しまった。

　目を閉じた。ちがう。逃にげるべきだ。

　肩かたを摑まれた。

　──義兄上！

「心配はしてねぇよ」

　どういう意味なのだろうか。ちょっとでも、信しん頼らいしてくれたのだろうか。失敗ばかりの自分を。それよりも。この状じよう況きようは。どうしてこんな危険人物と、ふたりっきりで。こんな雰ふん囲い気きで。頭が混乱しているうちに、額に熱いものの感かん触しよくがあった。

　額？

　慌てて目を見開くと、鬼京は月を背景に、大おお泥どろ棒ぼうのごとく屋根を走って去っていた。

[image: ]

　額。額か!?　生しよう涯がい全すべての勇気を振りしぼったのに!!

　舞弓が羞しゆう恥ちと、何かわからない感情に身体を震ふるわせていると、気に食わない先輩は舌をだして笑ってきた。

「生意気言ってんじゃねぇぜ、百年早いんだよお子様が！　美人になって帰ってこいよ──そっから先は後のお楽しみにな！　あばよ！」

　それは余よ裕ゆうぶっているというより、どこか照てれ隠かくしのようで。

　舞弓は燃えるような額を指でさすり、真っ赤な顔のままその場を動けなかった。

　空には流れ星。
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『あー……今回の総力戦、っつか便べん宜ぎ的に『魔ま城じよう攻こう略りやく作戦』と呼ぶけどよぉー……その何か作戦を指揮することになった怪かい造ぞう学がつ会かい執しつ行こう部ぶ長ちよう、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎだ。とはいえ、今さら自己紹しよう介かいの必要はねぇよなぁー……うー……』

　あきらかに人前に立つのが苦手という顔で、ひとりの若い女が語っている。

　場所は怪造学会の要よう塞さいと化した古こ頃ころ怪造高等学校、その広い校庭である。全校集会などに用いられる朝礼台に突つっ立って、彼女は眠ねむそうに欠伸あくびをしながら語っていた。血色の三つ編み。獣けものの瞳ひとみ。健康的に露出した肌はだには不ふ吉きつな刺いれ青ずみが刻まれている。これから総力戦だというのに気負いもせず、武器ももたない爆川嫌凪だ。

『超ちよう眠ねみぃ……』

　マイク片手に目元を擦こする彼女の目の前は、さすがに物々しい。完全武装した怪造学会の精せい鋭えいが、秩ちつ序じよをもって整列している。怪造学会は軍隊ではないが、危険な怪造モン生物スターを相手に奮ふん闘とうしてきた歴史がある。訓練され、士気も高い彼らは戦意を揚よう々ようと漲みなぎらせ、出しゆつ撃げきのときを今か今かと待っていた。

　人数はおよそ数百。怪造モン生物スターの大軍を相手にするには決して充じゆう分ぶんとは言えないが、これがかき集められる最大戦力だった。正面からぶつかっても勝ち目はない。奇き襲しゆうによる電撃作戦が肝きもである。運が悪ければ全ぜん滅めつもありえる。だが不安も恐きよう怖ふもその表情にはない。

　この世界のため。人類のため。夢と断じ、理想として抱いだいてきた怪造学の全すべてをかけて──魔軍との決着を。その決意を胸に、牙きばを研とぐように彼らは戦意を充実させていた。

　そんな火の玉のごとき精鋭たちを、白衣姿の怪モン造ステ学イス者トたちが後方から見守っている。攻撃には参加しない、研究部などの荒あら事ごとは苦手な連中である。宇う宙つ木き氷ひ蜜みつをはじめとして、怪造学会に協力している古頃の教師もいる。誰だれもが厳げん粛しゆくな面おも持もちで、死地へと赴おもむく同どう胞ほうたちを眺ながめている。涙なみだぐんでいるものもいる。

　学まなび舎やに相応ふさわしくないその景観を前に、嫌凪はぼんやりしていた。

　整列した部隊とは対照的に、その態度はどうにも気け怠だるげである。

　嫌凪は攻撃的な性格の女性だ。来きたるべき決戦を前に、がなり散らして部下たちを鼓こ舞ぶするものと思われたが、まるで覇は気きがない。すでに何かに手痛く敗北したかのようだ。良くも悪くも常に荒あら々あらしい彼女の物もの憂うい態度に、何人かが怪け訝げんそうな顔をする。

　だが嫌凪は気負っていないわけでも、不ふ真ま面じ目めなわけでもなかった。

　肉にく食しよく獣じゆうのごとく、狩かりの瞬しゆん間かんまでは吞のん気きにしている。それは気を抜ぬいているのではなく、落ちついているだけだ。嫌凪はまた大きく欠伸をすると、千切れそうなほど張りつめている血気盛さかんな集団を見回す。つまらなそうに目を細め、溜息をついて。

『まぁ正直なところ、俺たちは戦う前から負けている』

　その発言に、さすがにざわめきが起きたが、嫌凪は頓とん着ちやくしない。

　うるさそうに手を振ふってから、朝礼台のそばにいた伊い依よりを手招きする。出撃前なのでまだ制服姿の伊依は、「？」と首を傾げてぺこぺこしながら段をのぼった。そんな彼女の背中を叩たたき、嫌凪は大口を開く。その瞳に熱が生じ始める。

『こんな餓が鬼きんちょによぉー、人類だの世界だのおっかぶせてよぉー──俺たち全員地じ獄ごく行きだぁ、そうだろ？　勝っても負けても愚おろかもんだぁー……てめぇら、それを自覚しろよ。俺たちゃ英えい雄ゆうじゃない。自惚うぬぼれんな、俺たちは戦う前から負けちまったんだ』

　力の強い嫌凪に圧おされて蹈鞴たたらを踏ふんだ伊依を、咄とつ嗟さに手を引いて支え、嫌凪は笑う。本日初めての笑え顔がおだった。嚙みつきそうな、獰どう猛もうな笑み。

『とはいえ、悔くやしいことに頼たよらなきゃいけない。だが弁わきまえとけよ、これは本来あっちゃいけない事態だ。世界中の戦争じゃ、子供の兵隊なんざ珍しくねぇって？　珍しくないなら良いのか？　俺はそうは思わない。子供を殺しあいの場に立たせた瞬間に、俺たち大人は地獄に堕おちる。報むくわれることはないし、褒ほめられることもない。それを覚えておけ』

　ひとりひとりに視線をあわせ、執行部長は吐き捨てた。

『命を捧ささげても許されるとは思うなよ。結果として勝利しても、それは俺たちの勝利じゃねぇ。最初から敗北してんのを、その帳ちよう尻じりをあわせるだけだ。俺たち全員が死んでも、迷めい惑わくかけちまった子供らに、ちゃんとした未来を返してやろうぜ。そのための戦いだ』

「……誰も死なせないよ」

　伊依がちいさくつぶやく。

　それを聞きとがめたわけではないだろうが、また嫌凪が伊依の背中を叩いた。行ったりきたりして、伊依は慌てふためく。そんな彼女を見下ろし、嫌凪は唇くちびるを尖とがらせた。

『あらためて紹介ってわけでもねぇが、このお嬢じようちゃんが俺たちの最後の希望だ。どんな手をつかっても、最終兵器の効力があるうちに彼女を魔王のもとへと送り届ける。難しいことは何もねぇ。子供のお使いと大差ねぇ。その程度のこともできない能無しか、てめぇら？　ちがうだろ？　信じてるぜぇ』

　単純明快な、特とつ攻こうじみたその作戦。

　だが異論を差しはさむものは、誰もいなかった。

『総力戦だ。敵さんも必死だろうよ。生きて帰れるとは思うな。何も考えるな。地獄で待ってるぜ野や郎ろうども──気合いをいれろ』

「質問」

　空気を読まない倉くら波なみが、群衆の後方で手を挙げた。

　彼は怪造学会にて、後方支し援えんをする。実際に魔城に突っこむのは執行部の精鋭であり、それ以外の戦せん闘とう能力に劣おとるものは古頃に居残りである。

　倉波は弱いわけではないが、あくまで研究部であり犯罪者。今回の作戦には組みこまれなかった。同様に、不ふ動どう霧きり晴はるも戦力よりも危険度を重要視され、居残り組だ。

「勝利条件と敗北条件を明確にしてほしいですね。あなたがたが全滅したとき、こちらも身の振りかたを考えておかなくちゃいけませんし。そのあたりが曖あい昧まいなままだと、私たちも援えん護ごも対応もできませんし」

『うるせぇなぁ……』

　面めん倒どうくさそうに、嫌凪は顔をしかめた。

『勝利条件は魔ま王おうに最終兵器をぶつけて無力化すること。そのために魔王を守護する魔城を攻こう略りやくする。防衛のための怪造モン生物スターが現れるだろうが、そのあたりは無視してもいい。長期戦になればこっちが不利だからな。魔王にぶつけるのは決戦兵器でもいいが──』

　こちらもまだ合体はしていない舞まい弓ゆみを、嫌凪は一いち瞥べつして。

『最終兵器とちがって、魔王を確実に損そん壊かいできるかは不明だ。あくまで最後の手段になる。とにかく何としてでも魔王をぶち倒たおせばいい。虚アン界ダカそのものであり、現界カナイを侵しん略りやくしようとしている主体が魔王だ。あれを討とう伐ばつすりゃ終わる。簡単なもんだ』

　そして嫌いやそうに、付け加える。

『そして敗北条件だが、もっと簡単だ。最終兵器と決戦兵器が魔王に通じなかったらお終しまい。打つ手がない。ふたりが死亡しても同じだ。そこで勝機はなくなる。俺たちが全滅したらおまえらは古頃に籠ろう城じようするか、ちりぢりになって逃げろ。世界が完全に滅ほろぼされるまでに、ほかに反はん撃げきの手段を考えて最後まで諦あきらめずに戦え。全滅するまで負けじゃねぇ──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》なら魔王の上位存在となりうるが、あれは協力してくんないだろうし』

　あっさりと悲ひ惨さんな可能性を示し、嫌凪はさらに不安要素を並べた。

『さらに、俺たち精鋭が留守にしている間、怪造学会は手て薄うすになる。相手にとっても最大の好機だ。狙ねらってくる可能性は高い。もちろん大事な俺たちの本ほん拠きよ地ちを丸まる裸はだかにするつもりはねぇ──不動は居残るし、いちおう総長もいる。あれ？』

　周囲を見回し、頭を搔かいて。

『……今はいねぇが。どこ行ったあいつら？　そもそもこういう挨あい拶さつも総長さんの役目だろうよぉ……ともあれ、留守番している戦力でなるべく対応してくれ。魔城は遠い。危険に気づいて引きかえしても、俺たちは間にあわない』

　攻せめるも守るも命いのち懸がけ。長く過か酷こくな戦いになるだろう。

　だから一刻も早く、決着をつける必要があるのだ。

『町民や一いつ般ぱん人じんの避ひ難なんは終わってるし、俺たちが全滅するまでは被ひ害がいは怪造学会のものだけで済む。よそには迷惑がかからねぇから、そこは安心してくんな。今の状況をちょっとでもふつうの連中に申し訳ねぇと思うなら、死ぬ気で踏んばれ。以上だ』

　素っ気なく告げて、ほかに質問はないようだと判断し、嫌凪は手を挙げて号令した。

『よぉし、つまらん話はこれで終わりだ！　時間がねぇから出発すんぞ!!　忘れものはねぇな!?　心残りもねぇだろうな──化け物退治に行くぜ馬鹿野郎ども!!』

　その宣言に沸わきたちながら、怪造学会は進撃を開始する。
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　空を飛んでいる。

　翼つばさをもたない人間としては、とても不自然な状況だ。

　伊依は慣れない。乗り物は苦手だ。自分の足で歩くのがいちばんいい。空を行くなど、傍はたから見ていると優ゆう雅がにも思えるだろうが──鳥が異常に発達した背筋をもつように、重力に逆らうというのは生っちょろいものではない。

「うううう」

　伊依は唸うなりながらも、姿勢を低くして不格好に踏んばっていた。

　怪造学会本部たる古頃を出発してから、どれほど時間が流れたか。ひたすら満員電車に揺ゆられるような耐たえ難がたい移動で、伊依は戦う前から困こん憊ぱいしていた。

　その姿は純白の花はな嫁よめ衣い装しようである。

　染みひとつない穢けがれなき乙おと女めの戦いくさ装束は、怪造学会の切り札──最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》たる魔ま姫きが変化した姿だ。見た目どおりの布きれではなく怪造モン生物スターと同様の機能を有しており、伊依の肉体となかば同化している。風が触ふれるごとに光の粒りゆう子しが零こぼれ、さながら伊依は流星のようだった。

　手には巨きよ大だいな黄金色の弓矢。これに光の矢をつがえ、虚アン界ダカ全すべてに効果のある絶対命令権を解き放つ。怪造モン生物スターに対しては万ばん能のうにして最強の武器だ。ただし、魔王への効果があるかはわからない。魔王が魔姫への恋こい心ごころを消し去れば、その脆もろい能力は水の泡あわとなる。

　急がなくてはいけない。

　とはいえ、焦あせってみても伊依は速度をあげられない。

《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》には飛行能力がないので、それを補うために倉くら波なみ無な楽らくが開発した呪具《飛円ＢＡＲＮ》に足を乗せ、高速で飛行しているのだ。この世にも珍めずらしい飛行型の呪具は虚きよ無む大公との激戦を経た後、伊依とともにかなりの高度から墜つい落らくしたのだが、倉波が見事に修復してくれた。

　魔姫が補ほ佐さしてくれているとはいえ操作性は悪いし、何より身体からだを保護するものが何もないのでとても怖こわい。終わることなくつづくジェットコースターを想像すればいい。

　高所恐きよう怖ふ症しようというわけではないが、何度も空から落ちたいわけでもない。

　伊依は気を紛まぎらわせるために、己おのれの衣装を指先で撫なでた。

　それに反応するように、ちょっと弱気な声が響ひびいた。

〈顔色が優すぐれませんが、大だい丈じよう夫ぶですか……伊依ちゃん？〉

「ちょっと大丈夫じゃないけど、我が慢まんするよ」

　伊依は無理に笑った。これでも緊きん張ちようはしているのだ。

　いつだって戦うのは怖いし、喧けん嘩かは嫌だ。怪け我がをするのは御ご免めんだし、死にたいわけでもない。代わってくれるものなら、誰だれかに代わってほしいくらいだ。だが、伊依はそれを望まない。怖いからといって逃げていたら、どこにも行けない。進んだ先に天国があるとは思わないけど、やるべきことを放ほうりだして、いつか後こう悔かいしないために。

　無様でいい。誰にも褒められなくても、馬鹿なことをしていると罵ののしられても。

　伊依は行動する。

　蹲うずくまって目を逸そらしても。傷つかないかもしれないけど、何も変わらないのだから。

「魔姫さんこそ大丈夫？　声が震えてるよ？」

〈あ、はは、はは〉

　魔姫は空笑いをした。無理をしているのがわかる。伊依は彼女と同化しているのだ。その精神の動きはそれなりに伝わってくる。

　怖くないわけがない。

　彼女はとても弱々しい、儚はかなげな女性なのだ。本来、戦場に立つような人格ではない。それでも無理をして、伊依を守り導いてくれる。

　魔姫について、伊依は多くを知っているわけではない。

　未来視を専門とする噓うそつきの一族、寂じやく憐れん院いんの初代──つまり伊依のご先祖様。伊依が彼女の力を扱あつかえるのは、その子孫だからだ。だが根本的なところが理解できない。寂憐院の初代というなら、それは人間のはずだ。そんな彼女がどうして虚アン界ダカに囚とらわれ、魔王によって幽ゆう閉へいされていたのか。どういう理り屈くつなのか。

　その因いん縁ねんの一いつ端たんは、憤ふん怒ぬ大公との戦いにおいて明らかにされたが。

　まだ伊依は釈しやく然ぜんとしないのだ。何か重要なことがひとつ、隠かくされている気がする。誰もが口をつぐむ、とても個人的な事情があるはずだ。伊依はそれを知りたい。世界を救いたいわけではない。関かかわった人々の未来を、ちょっとでも良い方向へ導きたいだけだ。

　魔姫たちの闇やみも何もかも、受けいれ、その人生を輝かがやくものにしてあげたい。

　未来視を苦にした寂憐院初代と、手に手を取って逃にげようとした存在。彼が創つくったのは逃げ場としての異世界──虚アン界ダカと、現界カナイに残す彼らの身代わりたる複製だ。その駆かけ落おちは成功しかけたが、事故が起きた。何か忌いまわしい事故が。

　その結果、魔王は憎ぞう悪おに凝こり固まり──。

　魔姫は泣き沈しずみ牢ろうの底で二百年──。

　現界カナイに残った寂憐院初代は何も変わらず、死ぬまで未来視をつづけ──。

　激げき流りゆう院いん 潮うしお静しずかは怪造学会を創設し、虚アン界ダカを滅ぼす方法を模も索さくした──。

　誰が本物なのか。どれが複製なのか。

　二百年前──虚アン界ダカ創造の時分に、ほんとうは何があったのか。

　魔王を倒すだけでもいい。それで世界は救われる。

　だが伊依は、魔王すら救いたい。

　ならば彼らの秘ひめたる過去に肉にく薄はくし、そのしがらみを理解し、解きほぐさなくてはいけない。そこまで背負いこむ義理も余よ裕ゆうもないが、伊依はそうしたい。哀かなしい戦争の中ちゆう枢すうを、原因を駆く逐ちくし、何の悔かい恨こんもなく憂うれいもなく終わらせる。

　それで初めて伊依の勝利だ。

　困難な道みち程のりだが、伊依には決意があった。

「ついに……だね」

　舞弓のように武む者しや震ぶるいはしないが、不安と昂たかぶりに身体の芯しんが熱くなる。言葉も自然と少なくなったが、喋しやべることが自分の武器だ。気持ちをリラックスさせるために、空を飛びながら語りつづける。

〈ついに、です〉

　魔姫は感かん慨がい深そうに反復して、静かに告げてきた。

〈巻きこんですみません、伊依ちゃん〉

「こっちの台詞せりふだよ、魔姫さん」

　どちらの責任でもない。

「いっしょにがんばろうね」

〈もちろんです。もう、迷いません〉

　内気な魔姫にしては珍しく、堂々と宣言した。永くを生きてきた、年を経たもの特有の醸じよう造ぞうされた雰ふん囲い気き。未来視の女は、母のように笑った。

〈伊依ちゃん。もっと昔に、あのころに──あなたに出会えていたら。ほんとうは、その程度でよかったのに。わたしもあのひとも、それで満たされたのに。だからこそ、哀しい。二百年も恥はじを垂れ流しにした、わたしたちが申し訳ない〉

「……ご先祖様」

　無む駄だ話ばなしはそこまで。魔姫は言葉を言いきらないうちに、厳しく反応した。

〈気をつけてください、伊依ちゃん。《魔ま力りよく》が濃こくなってきました。ここよりは敵地──語るべき言葉は、あのひとの膝ひざ元もとまで辿たどりついてから。わたしが、自分の口で彼に語りましょう。お供していただけますね、わたしの遠い遠い娘むすめよ〉

「うん、いっしょにいこう」

　微笑ほほえみ、伊依は冷や汗あせが背中を伝うのを感じた。

　濃のう厚こうな魔の気配。虚アン界ダカに触れているとき、いつも感じる心細さと恐きよう怖ふが綯ない交ぜになった、特有の雰囲気。魔姫と同化した今、そこに溢あふれた《魔力》は実感となって肌はだを焼いた。周囲を見まわす。全景が海だ。日本列島からわずかに離はなれた位置に浮ういた孤こ島とう。そこがもともと怪造学会本部のあった、現在は敵の牙が城じようと化した目的地である。

　近づくにつれて、どんどん異世界めいてくる。潮の匂においは鉄さびのごとき血の臭においと化し、海が黒ずんでくる。夕刻でもないのに空には赤みが差し、太陽は遠くなる。

「……見えた」

　伊依は掠かすれた声でつぶやいた。

　その眼前。まだ遠いが、見えた。

　魔城である。

　どのくらいの大きさだろうか。遠すぎて伊依にはわからない。だが、近づくにつれてぐんぐん巨大化するような錯さつ覚かくがある。数十メートルはあるだろうか。広大な海のなかでは豆まめ粒つぶのようなものだが、吐はきだされる膨ぼう大だいな《魔力》がその迫はく力りよくを数百倍にも見せていた。

　黒々とした、奇きが岩んじ城ようである。

　遠目からは山に見えた。建物というより、地形である。否いな、生物に見える。巨大な生物が膝ひざを抱かかえ、目を閉じ、眠ねむっているような。途と方ほうもない生命力と、気配。周囲には黒い怪かい鳥ちようが舞い、耳みみ障ざわりな声はここまで届く。溶よう岩がんでも溜たまっているのか、地鳴りがそこかしこから響いた。空気も高熱を帯びる。地じ獄ごくの釜かまだ。伏ふく魔ま殿でんだ。

　とうとう辿りついた。

　伊依は覚かく悟ごを決めて、《飛円ＢＡＲＮ》の上で身構えた。

　弓矢を構え、いつでも絶対命令権を解き放てるよう準備する。

　ここより先は、一秒も気が抜ぬけない。そして一秒でも早く、終わらせるために戦おう。喧嘩は嫌きらいだ。最短距きよ離りを、最短時間で駆けぬける。魔王のもとまで、一直線に。

　それが伊依の意思であり、怪造学会の方針だった。

　電でん撃げき作戦。

　一撃必殺が本ほん懐かいだ。長引けば不利になる。

「みんな、がんばろうね」

　言葉はそこまで。伊依は周りの仲間たちに、真しん摯しに目配せをした。

　怪造学会の陣じん形けいは、いわゆる鋒ほう矢しの陣。矢印のような陣形だ。戦国時代において、少数の戦力で敵を突とつ破ぱするときに用いられた。もちろん物量で劣っているがゆえの陣形だが、ほかにも理由がある。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》は怪造モン生物スターに絶対的な効果があり、また自動的に怪造モン生物スターを感知して軌き道どう修正などをする百発百中の武器だが、意外と命中させるのは難しい。間にほかのものがあれば防がれる可能性はあるし、うっかり舞弓や桃もも子こに当てれば最悪だ。彼女らに絶対命令権が当たることは避さけたい。

　ゆえに矢印の先頭に伊依を配置。伊依を鳥の頭と見立てて右う翼よくに桃子と梅うめ子こを乗せた航空機。左翼に合体した決戦兵器の舞弓。伊依の後方に執しつ行こう部ぶの精せい鋭えいが連なり、しんがりは嫌凪だ。左右の強大な戦力が敵を薙なぎ散らし、討うち漏もらしたものは後方の精鋭が叩たたいていく。伊依は目の前の敵にのみ集中して突破し、魔城へ──それが作戦である。

　特攻に近い単純な作戦だが、敵も総力戦を仕し掛かけてくるだろう。これまで怪造学会は防戦に徹てつ底ていしていたし、攻めのぼるには不安がある。けれど、やるしかない。ここを逃のがせば怪造学会の勝利はない。不安だらけの最終兵器でも、見事、叩きこんでみせる。その役目の重大さに押しつぶされそうだが、光栄だとも思う。

　がんばろう。

　ちゃっちゃと行ってぜんぶ終わらせて、世界を救って、家に帰ってＴＶ見て寝ねよう。

〈伊依ちゃん、敵がきます……！〉

　魔姫の言葉に頷うなずいた。敵という言葉が気にくわないが、そんな議論をしている暇ひまはない。全身にびりびりくる気き魄はく。その威い圧あつ感かんだけで呼吸が止まりそうだ。

　魔城のそば。海面がぼこぼこと泡あわ立だち、水中から何かが躍おどりあがってくる。竜りゆうだ。竜族は憤怒大公との戦いで全ぜん滅めつしたはずなのに。否、竜ではない。海うみ蛇へびか。全身に藤ふじ壺つぼや海星ひとでを貼はりつけた、古代魚のような肌をもつ巨大な海蛇だった。それは紫し電でんを放ちながら隆りゆう起きし鎌かま首くびをもたげ、襟えり巻まき蜥蜴とかげのようなびらびらを広げて威い嚇かくしてきた。周囲の空気が歪ゆがむ。虹にじ色いろの光線。声が響いた。

「上級一位の《旧リヴアイ竜アサン》だ!!　幻げん惑わくしてくるぞ──見るな!!」

　舞弓だった。

　彼女は完全武装している。決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》は虚マテ界リ呪ア具ル高たか橋はし十とうを甲かつ冑ちゆうのごとく装着し、そこに虚ブラツ無クホ断ール片パールを嵌はめこむことで完成となる。

　見た目は武骨な、けれど女性的な曲線もある装そう甲こうである。戦せん闘とう機のごとき翼が屹きつ立りつし、ジェット噴ふん射しやで空を飛んでいる。その両手には同じく虚マテ界リ呪ア具ルである現界カナイ斬ぎりの《朧おぼろ武ぶ朧ろう》と、《走ナ馬イ燈ト処刑メア・騎士ナイト》から譲ゆずり受けた虚アン界ダカ斬りの勇者の剣けん。その豪ごう壮そうな姿は、対する怪造モン生物スターと比しても決して揺るがない。

「舞まいさん、物知りだねぇ」

　伊依は驚おどろいて声をかけた。舞弓は先行しすぎないようにしながらも、油断なく周囲を見回して吼ほえる。

「同化した鬱うつ宮のみやが知識を補完してくれる。油断するな、どんどん来るぞ！」

　周囲の海面が次々と隆起し、神話の怪かい物ぶつのごとき怪造モン生物スターたちが現れる。いくつもの捻ね子じや歯車で構築された機械仕掛けの巨きよ人じん。複眼と黄金の甲冑、蝶ちようの翅はねをもつ貴婦人。海そのもののような圧縮された液体の集合体。蛇の鬣たてがみをもつ緑色の巨大な獅し子し。どれもこちらが虫けらになったように錯覚する巨体だ。周りを取り囲まれ、こちらの全すべてが彼らのつくる影かげのなかに落ちる。津つ波なみが発生し、嵐あらしと雷らい雲うんが渦うず巻まいて騒さわぐ。

　地獄の光景だった。あるいは、やはり神話か。

「神や悪あく魔まと謳うたわれる上級一位が……四体……五体……まだ増えるぞ!!」

　さしもの侍さむらい少女も、悲鳴のような声で叫さけぶばかり。

　伊依の掌てのひらで光が爆ばく発はつする。周囲で鬨ときの声があがり、戦闘が始まる。
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　蛇は古来、神聖視されると同時に、忌まわしいものと疎うとまれる。

　脱だつ皮ぴをし生まれ変わることから死と再生を司つかさどる神として敬われ、また不死性をもつとして血は啜すすられる。だが蛇には毒がある。人間を生かし、また殺すこの生き物は生命の神秘とともに語り継つがれた。

　人間の望みを叶かなえ、生命を生みだす母なる神。

　人間を唆そそのかし、楽園を追わせた狡こう猾かつな悪魔。

　暴れ狂くるい、災害の象しよう徴ちようとして恐おそれられた邪じや神しん。

　二律背反する己おのれの属性すら吞のみこんで、蛇は冷たく這はいまわる。

　魔城である。

　城と呼ばれ、事実、居住空間も存在しないわけではないのだが──その内部構造は外観と等しく人体のそれに近い。内部に空くう洞どうはほとんど存在せず、人間でいえば心臓の位置に魔王の座する謁えつ見けんの間が、そして頭部には魔城を管かん轄かつする悲ひ哀あい大公の制せい御ぎよ室がわずかにあるばかり。

　巨大な魔城に比してあまりにもちいさなその空間は、まるで怪物の口内のようだった。赤黒い隆起がそこかしこにあり、魔城を管理するための白い器官が歯のように整然と並んでいる。暗い。わだかまる闇のなか、その空間の中央では舌のごとくぬらぬらとした生き物が鎮ちん座ざしていた。

　悲哀大公である。

　あるいは寝ね返がえり、あるいは敗走した虚アン界ダカを統すべる四大公、その生き残りの一柱。魔軍の最後の砦とりでともいえる。哀しみや恐怖、裏切りや後悔を顕あらわす彼女は不死の邪神と謳われるが、攻せめ手に欠ける。だが今回は防衛戦であり、知略と罠わなを得意とする悲哀大公の本領発揮である。戦場の昂たかぶりとは無む縁えんだが、それでも漲みなぎるものはあった。

　ようやくお役にたてる。

　悲哀大公はそう思う。

　その姿は美しい女性に見えた。造形だけなら、絵画に描えがかれる女め神がみのようだ。だがその肌は石のごとき灰色であり、無数の切り傷や弾だん痕こんが目立つ。魔城と同じく膝を抱えるような格好で、床ゆかに尻しりをつけただ座っている。

　見るだけで発はつ狂きようするというその顔は〝自主規制〟と記された仮面で隠され、表情は窺うかがいしれない。髪かみの毛は邪じや悪あくな蛇で、床を這いまわりながら互たがいに喰くらいあい、殺しあう。そのたびに再生し、無む為いな生しよう涯がいを繰くりかえす。

　周囲に鬱うつ々うつとした人ひと魂だまを舞わせ、悲哀大公は今か今かと時を待っていた。

〈状じよう況きようを報告せよ〉

　不意に、歯のごとく並んだ器官のひとつが、淡あわい燐りん光こうをまとった。そこからは悲哀大公の敬愛する魔王の声が、魔城内部に張り巡めぐらされた管をとおって届いてくる。

　邪悪なる神は己の主あるじに命じられるまま、声こわ音ねだけは可か憐れんに応こたえる。

〈全て予定どおりです〉

　くっくっく、と喉のどを鳴らして悲哀大公は笑った。

　喜き悦えつの情の欠けた、後ろ暗い哄こう笑しようだった。

〈欠落した喜き悦えつ、虚無、憤怒の軍勢は削けずられ、我らが動かせるのは悲哀の魔軍のみ。合計で七十七体いる上級一位のうち、半数ちかくを魔城の周囲に配置しております〉

〈多すぎるな。減らせ。それよりほかで活用すべきだ〉

〈御ぎよ意いのままに。多少、相手を過大評価していたようです〉

　邪神はぞろりと手を挙げ、己と繫つながる配下の怪造モン生物スターたちに号令をくだす。戦せん況きようは手にとるように把は握あくできる。悲哀の怪造モン生物スターはこの身体からだの一部。ほかの大公が失うせ、戦力が大おお幅はばに削られたのは痛手だが、魔軍を一色に純化できたのはそう悪くはない。

〈少しばかり気前が宜よろしすぎるかと〉

　悲哀大公はすなおな意見を語った。

〈最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》によって七体の上級一位が怪かい消しようされています。例の絶対命令権によって現界カナイへの復帰は不能。現在は《旧リヴアイ竜アサン》と《疫アヴ病ア王ドン》による幻げん覚かくで足止めをしておりますが、怪造モン生物スターの能力は最終兵器に無力化されるでしょう。そう足止めはできないはずです。現在、出しゆつ陣じんしているものどもは長くは抗あらがえないでしょう〉

〈良い。くれてやれ〉

　魔王は素っ気ない。

〈せいぜい、勝ち目があるかもしれない──などと夢想させ、こちらに戦力を集中させるのだ。数の上では有利なのだ、できるだけ長引かせるほど勝機は高まる。怪造モン生物スターなどいくら潰されても構わぬ。代えはいくらでもいるのだからな〉

〈……はい〉

　悲哀大公は頷くしかない。

　怪造モン生物スターは我が身。魔王に忠誠を誓ちかい、命いのち懸がけで戦う子供たち。称しよう賛さんは要いらない。これが自分たちの存在意義。魔王の意のまま命を散らし、最後の一体まで戦いぬく。それは本懐である。だが哀しい。使い捨ての消しよう耗もう品としての機能しか期待されていない自分が、とても哀しかった。

　悲哀大公の内心など無視し、暴君は語りつづける。

〈さすがに最終兵器は厄やつ介かいか──上級一位はたしかに強力だが、相あい性しようは悪いな。単体の強大な戦力では抗こうしえないのは、憤怒大公で実証済みだ〉

〈やはり対抗策は魔ま城じようしかありません〉

〈そのようだな。魔城の覚かく醒せいをどのタイミングで実行するかは、貴様の判断に任せる。戦力の低下を嘆なげくなら、早めに起動させても構わんぞ。可愛かわいい子供らが無む惨ざんにやられていくのを、見ていられないなら──それもいい〉

　悲哀大公すらも、虚アン界ダカそのものである魔王の一部。悲哀大公は気持ちを理解され、共感され、把握されている。部下を喪うしない歯は嚙がみする気持ち。防戦一方の不ふ甲が斐いなさ。その哀しみと悔くやしさを揶や揄ゆするような魔王の言葉に、仮面の奥で唇くちびるを嚙かみしめた。

〈いいえ〉

　床に手をつき、悲哀大公は蛇の髪を戦慄おののかせる。

〈もっと奥まで誘さそいこんでから。それが予定です。上級一位たちによって怪造学会の戦力は削れるでしょう。魔城は最終兵器への切り札と成りえますが、その他のものどもへの対応はあまり期待できません。敵戦力が残存していると、魔城の防ぼう御ぎよが突破され最終兵器を魔城内部に送りこまれるかもしれません。せめて決戦兵器とやらだけでも潰しておかないと──〉

〈虚無大公の忘れ形見か〉

　悲哀大公は寄生虫による間かん諜ちようにて、怪造学会の動きをある程度は把握している。決戦兵器の理論も、その危険度も熟知していた。虚無大公のことを思うと腸はらわたが煮にえるが、ともあれ侮あなどれない存在である。無視はできない。

　悲哀大公は目まぐるしく進行する戦況に、じっと目を凝こらしている。

〈現在、決戦兵器は上級一位の《癌チヤウグナー・フオーン》と交戦中です。見たところ、まだ戦闘に慣れていないようですね。左右の武器と、そのまとう鎧よろいに振ふりまわされている印象です〉

〈今のところ脅きよう威いではないが──油断はするな。虚無大公の執しゆう念ねんが生んだ俺への対抗策だ、その意思は経験を遥はるかに凌りよう駕がする。この戦いのなかで化ける可能性もある。早いうちに押しつぶせ。そもそも俺が虚無大公を追放ではなく始末しておけばよかったのだが、この俺でも我が子は可愛い〉

　魔王は自じ嘲ちようするように笑った。

〈あの《雪クールキ童ユーテイ》もそうだな。あれは亡なき《鳳フエニ凰ツクス》の残ざん骸がいから織りあげ、進化させた存在だ。空すかい井い伊い依よりが早々に死なないよう守るため強化したわけだが、この手で始末した《鳳フエニ凰ツクス》への罪つみ滅ほろぼしもあったのかもしれぬ。だが俺にはもうその甘さはない。怒いかりも愉ゆ悦えつも枯かれ果て、絶望にも飽あいた。俺の哀かなしみよ、全すべてを終わらせるため荒あれ狂くるうがいい〉

〈必ずや、この悲哀大公が〉

　そう応えてみたものの、悲哀大公は内心では釈しやく然ぜんとしなかった。

　一いち抹まつの不安がある。

　魔王のこれまでの戦いは、もっともらしい理由があったものの、全て裏目に出ているような気がする。憤怒大公の奇き襲しゆうも。虚無大公の造反も。それ以前に、喜悦大公を放置したことも。さらに己おのれに仇あだなす空井伊依を守り、現在も消極的ともいえる持久戦に持ちこもうとしている。

　何かがあるのかもしれない。

　魔王には、悲哀大公にすら隠かくしている真の目的が。

　疑うことすら許されないが、悲哀大公はそれを知りたいと思った。それが理想ならともに掲かかげよう。それが痛みならせめて傷を舐なめよう。気持ちを明かしてくれないのが哀しかった。あくまで道具でしかない、自分自身が不甲斐なかった。

〈世界の全てが、この俺に滅ほろべと叫んでいるようだな〉

　魔王は嘲ちよう笑しようをやめない。自や棄けになったようなその雰ふん囲い気きに、悲哀大公は不安になる。こんなに笑っているのに、ちっとも楽しそうではない。

〈陛下は──〉

　悲哀大公は叱しつ責せきも覚悟で、踏ふみこんだ。

　衝しよう動どう的に。

〈滅びたいのですか？〉

〈なぜそう思う〉

　否定ではなく、興味深そうな返答だった。胸むな騒さわぎがして、悲哀大公はまくしたてる。

〈陛下の気持ちのなかで、最後に残ったのは私です！　私は悲哀の化け身しん！　陛下は哀しんでいる！　私は何も生みださない！　悔くい、憂うれい、罰ばつを求め、痛みが失うせるのをただ啜り泣きながら待つだけの気持ち！　陛下は……魔王陛下は、ここで滅んでしまいたいのでは──〉

〈悲哀大公よ〉

　魔王の声こわ音ねに憎ぞう悪おが満ちた。

〈俺を侮ぶ辱じよくするか？〉

　全身に悪お寒かんが走った。暗い波動が世界を押しつぶす。悲哀大公は目の前に魔王がいるわけでもないのに、悲鳴をあげ、身体を放ほうりだすようにして蹲うずくまった。

〈ひぃい！　申し訳ありません！　お、お許しください魔王陛下ぁあ!!〉

　陛下を疑うなど。滅んでしまいたいなどと。恥はじ知しらずな。

　悲哀大公は自らを切り裂さきたい気持ちだった。

　だが魔王は不思議と優やさしく、責めるでもなく言葉をつづけた。

〈俺は、滅びたいわけではない。負けてやるつもりもない。俺が奪うばわれたもの、全てを取りかえすだけだ。それすらも叶わぬなら、俺はこの現界カナイを捻ひねりつぶそう。我こそが魔の王。最後の一いつ瞬しゆんまで、誇ほこり高たかく邪悪なる、化け物の王者〉

　冷れい淡たんに告げて、魔王は独り言のようにつづけた。

〈誰だれに褒ほめられるわけでもない。この世界の全てが、今や俺の敵だ。それは──そうだな、哀しい。だが、俺はもはや止まることはできない。二百年の憎悪を、二百年の怨えん恨こんを、この世界に刻みつけてやる。これは罰でも復ふく讐しゆうでもない、当然の侵しん略りやくだ。俺は全てを奪われた。だから全てを奪うのだ〉

〈陛下〉

　ひねくれものには珍めずらしく、悲哀大公はすなおに語った。

〈ほかの誰だれが裏切ろうとも。あなたを悪と呼ぼうとも。あなたの哀しみを、わたしだけは見捨てません。傷ついたあなたを、悲哀は守り慈いつくしみましょう。この先に破は滅めつしかなくても、寄り添そいましょう──ともに地じ獄ごくの果てまでも〉

　決意は固まった。悲哀大公は返事を待たずに行動を始める。

　少しばかり早いが、準備しておくに越こしたことはない。

　道具でもいい。使い捨てでもいい。最後まで、悲哀大公は裏切らない。敬愛する魔ま王おうの心のなかに、傷つき、涙なみだを流す孤こ独どくな子供を見つけたから。その子供を、守りたいと思ったから。愛したいと決めたから。敵がどのような正当性で向かってこようとも、責められ罵ののしられ石を投げられても、悲哀大公は守りぬく。

　報むくわれることはないだろう。

　だが満ち足りている。

〈さようなら、魔王陛下。できることなら、ほんとうに──いちどは、娘むすめと呼ばれたかった。手を繫ぎ、他愛たわいのない会話、あなたの笑え顔がお……〉

　言葉はかたちにならず、邪悪なる儀ぎ式しきが執とり行われる。

　悲哀大公の髪の毛が、その蛇が、突とつ如じよとして狂きよう乱らんし悲哀大公の全身に嚙みつく。獰どう猛もうな咀そ嚼しやく音と、全身を苛さいなむ激痛。注入される毒素と削られていく肉にく片へんと死んでいく身体。ウロボロスの蛇のごとく、邪神は自らを貪むさぼり喰くう。鮮せん血けつが舞まい、肉片が躍り、奇き怪かいな饗きよう宴えんはつづいていく。究極の自罰にして、これが最後の奉ほう仕し。

　仮面をとった。

　世にも美しい、女の素す顔がおが晒さらされる。

〈くるがいい、怪造学会の蛆うじ虫むしども〉

　徐じよ々じよに自らを貪どん食しよくし、消しよう滅めつしていく悲哀大公。

　その血ち飛沫しぶきが、存在が、魔城のなかに溶とけていく。融ゆう合ごうしていく。悲哀大公の人格が、全すべての能力が属性が、魔城と同化し同調し、一体化していく。悲哀大公の眷けん属ぞくは寄生虫。その主たる己も、他者に取り憑つくことなど造作もない。寄生する対象は魔城。魔軍の切り札にして、怪造学会への挑ちよう戦せん状。侵略兵器。

　虚アン界ダカ四大公の膨ぼう大だいなる存在全てが、原動力となり、推進力となり、破は壊かい力となる。魔姫を利用した最終兵器？　断片を寄せ集めた決戦兵器？　そんなもの、まとめて叩たたきつぶす大いなる力。この力でもって、主の敵を殲せん滅めつする。

　ほかには何も望まない。

〈私こそが怪物！　恐きよう怖ふし戦慄おののき、悲哀に塗まみれよ人間ども！〉

　悲哀大公が、王おう侯こう貴族のように優ゆう雅がな宣戦布告を放つ。

〈目覚めよ我が子よ、絶望と恥ち辱じよくの申し子よ！　母の血肉を啜り吞み、今こそ邪悪な産うぶ声ごえをあげよ！　見よ、人間ども！　畏おそれよ、貴様らが怪物と名づけたのだ！　その言葉の意味、身をもって味わうがいい!!　我が子よ、殺せ！　赤子も老人も男も女も切り刻んで焼きつくして磨すりつぶして喰いつくせ!!〉

　同時に魔城が動きだした。
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　御み剣つるぎ真ま子こはそれなりに上じよう機き嫌げんで、本日の昼食を料理していた。

　まだ世間的には誰だれからも子供と呼ばれる、小学生の女の子である。

　夏らしく涼すずしげな格好だが、暑さを感じさせないほど動作のひとつひとつが大きい。「よっ」とか「はっ」とか言いながら無む駄だに鍋なべを動かして素そう麵めんを茹ゆで、暇ひまを見つけて薬味の葱ねぎを切り刻んでいる。浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、会心の笑えみ。

「今日も絶好調♪」

　ひとつに結んだ髪かみの毛が、踊おどるように揺ゆれた。

　真子はもともと夢ゆめ追おい坂ざかの町で暮らしていた平へい凡ぼんな小学生だが、いろんな偶ぐう然ぜんからほんのちょっぴり怪かい造ぞう学の深いところに触ふれる機会があった。とはいえ冒ぼう険けんを乗り越え経験を積み、真子は心に区切りをつけた。見かぎったのではない。命を捨てて怪造学の未来のため戦うような気き概がいはなかったし、それよりもたいせつなものがたくさんあったから。

　真子は夢追坂から家族とともに疎そ開かいし、この町で新生活を送っている。

　魔ま軍ぐんと怪造学会の総力戦──あるいは、文字どおりの決戦。

　その渦か中ちゆうから遠く離はなれた地方の、ごく平凡な一いつ軒けん家やである。

　真子にとっては、母方の祖母の家だ。過去にもお盆ぼんや正月には帰省していたし、もともと真子はこちらの生まれなので空気も身に馴な染じむ。母などは気ぜわしい都会よりも気楽でいいし、こちらに定住しようかなどと語っている。真子もべつに異論はない。あの町には──そして怪造学には、心のなかで区切りがついている。

　気持ちは晴れやかで、毎日は充じゆ実うじつしていた。

「うん」

　鼻歌交じりに菜さい箸ばしを握にぎり、鍋のなかをかきまぜる。

　この建物はちょっと古びているがそのぶん広く、真子の家族が押し寄せても不自由はなかった。祖母はまだ元気で真子のことを可愛かわいがってくれており、今回の疎開を喜んでくれた。

　そんな細ささやかな幸福を味わいながら、真子は満ち足りた生活を送っていた。

　もちろん怪造学会と魔軍の戦争には興味もあるし、怖こわいのだが、ＴＶを見ても情報規制でもされているのか何もわからない。そのあたり閉へい鎖さ的な学問だというのは、さすがの真子もわかっている。とはいえ現在は怪造学会が奮戦しているのか、こちらに被ひ害がいが及およぶようなこともなかった。

　このまま誰にも知られずに、怪造学が嫌きらわれ、憎にくまれるまでに。

　ぜんぶ終わるかもしれない。

　それだったら良いと思うし、そのためにみんな努力しているのだろう。

「伊い依よりお姉ちゃん、怪け我がとかしてないかな？」

　お世話になったひとたちのことを思おもい浮かべ、手早く料理を終える。

　これまでも真子は母を助けて家事をしてきた。見た目より家庭的なのである。

　麦茶も用意し、お盆に載のせ、えっちらおっちら歩く。

　陽光の照りつける庭に面した縁えん側がわまで、そのまま移動して。

「ご飯できましたよっ」

　真子は知人とも友人とも呼びづらい、何とも不明確な関係の相手に呼びかけた。

「已い己こ巳みお姉ちゃん、影かげ文ふみくんもっ」

　光の溢あふれた庭である。

　祖母が趣しゆ味みで庭いじりをしているとかで、各種の植物が生おい茂しげった美しい景観だ。

　そのさほど広くはない庭にしゃがみこみ、ふたりの人物が草むしりをしている。

　少年と少女だ。

　真子に気づくと顔をあげ、まずは少女がのどかに応こたえた。

「やぁ真子ちゃん、お疲つかれ様さま」

　巴ともえ已い己こ巳みという不思議な名前の彼女は、喜き悦えつ大公と呼ばれる虚アン界ダカの重じゆ鎮うちん、その一柱である。魔軍との戦争以前に虚アン界ダカから離り反はんし、陰かげながら活動して伊依たちを助けていたのだが、虚きよ無む大公との戦いで消しよう耗もうし──今は、戦線から離脱して真子と行動をともにしている。

　怪造学会に協力したかったようだが、彼女が消滅すると虚アン界ダカのバランスが激しく揺れ動く。不確定要素を増やすよりは、身を潜ひそませていたほうがいいと判断したらしい。

　そんな已己巳はいくつもの姿をつかいわける奇き妙みような性質をもっており、現在は真子にも馴染みの少女の姿をとっている。真子よりも背は高いが、小こ柄がらな人物である。ひっつめた髪かみの毛に瓶びん底ぞこ眼鏡めがね。さすがに真夏に長なが袖そでの制服は一いつ般ぱん人じんに怪あやしまれると気づいたのか、涼しそうなワンピースである。ちゃんと女の子に見える。

　彼女ともうひとりは已己巳が暗示でもかけたのか、するりとこの家に居いそ候うろうして生活をしていた。ただ居座っているのに負い目があるらしく、このように草むしりなどの労働に勤いそしんでいるのだが。

　兄きよう姉だいが増えたみたいで、真子には嬉うれしい。

「真子ちゃんは器用だね。僕も料理というものをしたことがあるけど、あれは難しいものだ。人間というのは、君たち自身が思っている以上に優すぐれたところが多々あるんだ」

　浮うき世よ離ばなれした言動なのは、目を瞑つぶるしかない。一いち人にん称しようが男性のものなのも、慣れた。人間とは異なる生き物なのだ、これでも会話が成立するだけましなのである。

　已己巳は軽かろやかに立ちあがると、ぽんぽん、と腰こしを叩いて。

「影文くんも、いったんお休みにしよう？　ご飯だって」

「馴染んでおるのう、喜悦の」

　その傍かたわら、汗ひとつかいていない已己巳とは対照的に、暑さに舌をだしている少年がいる。彼の名前は闇やみ宮みや影かげ文ふみ。虚無大公として怪造学会に敵対し、猛もう威いを振るった彼だが、最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》によってそこらへんの子供と変わらないくらい弱体化している。

　だがそんな自分の現状が不満なのか、照れ隠しなのか何なのか、已己巳とちがって愛想が悪い。拾われてきた猫ねこみたいに警けい戒かい心しんばりばりである。

「それは貴様の唯ゆい一いつの長所じゃな。どこにでもいつのまにか潜もぐりこんでおる」

「褒めてくれて嬉しいよ。でも影文くん、その口調はどうかと思うよ。『喜悦の』もやめとこうよ。僕らは訳あって別の姓せいを名乗っている仲良しの姉きよう弟だいという設定なんだからね」

　楽しそうに笑う已己巳に、影文は死にそうな溜ため息いきをついた。

　彼は真子と同い年くらいの男の子に見える。緑色が混じったような金きん髪ぱつと、深しん紅くの瞳ひとみ。平凡な住宅街では目立つ外見だが、まぁ『外国人かしら』ですまされる程度には人間と差異がないので困ったことにはなっていない。彼は已己巳とちがってほんとうに人間並みかそれ以下の能力しか残っていないので、軽装に帽ぼう子しに団扇うちわと暑さ対策はばっちりだ。

　だが已己巳ほど演技力もなく、現状を受けいれてもいない彼は、常にぶちぶちと愚ぐ痴ちを零こぼしている。深く考えずに流されれば楽なのに。

「ふ……ふふ……ふはは……」

　スコップで地面を掘ほりかえしつつ、影文は陰いん鬱うつに笑った。
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　自や棄けである。

「これはいったい何の茶番じゃ。虚アン界ダカにその名も高き四大公が、その半数も集まって何をしているかと思えば、民家の草むしりとは！　あの魔ま王おうとて思うまい！　この事実を知ったときのあやつの表情が見物だわ！　ふはははは！」

「影文くん、言ってて虚むなしくないですか？」

「放ほっといたほうがいいよ、真子ちゃん。影文くんはね、あぁやって自尊心を保っているんだ。必死なんだ」

「喧やかましいわ」

　真子と已己巳の憐れん憫びんの視線に、影文はいじけてそっぽを向いている。

「老兵は死なずただ去るのみ。こんな生き恥はじを晒すくらいなら、やはりあのとき死んでおればよかったのじゃ。惨みじめじゃ。とても惨めじゃ」

「そんなこと言っちゃだめですよっ」

　真子はやたら腕うでを振ふって主張した。

「もうっ、お爺じいちゃんみたいなんだから。前向きに生きてくださいよ。それよりほら、ご飯できたって言ってるでしょう？　食べて笑って元気百倍ですよ！」

「子供は単純で良いのう……。それと我わが輩はいは二百年は生きておるのじゃが……」

　もう面めん倒どうくさくなったのか、影文はおとなしく真子に従って、みんなで縁側に移動した。

　中央に真子が座り、足をぶらぶらさせながら隣となりに腰かけたふたりに語りかける。

「今日もめちゃくちゃ暑いですね！　干ひ上あがりますよ！」

「日干しになっても真子ちゃんは可愛かわいいよ」

「……ありがと……う!?　それは褒めてるんですか!?　わかりにくいよ！　そういう已己巳お姉ちゃんはぜんぜん暑そうに見えませんね！」

「影文くんとちがって、僕はまだ枯こ渇かつしたわけじゃないからね。それにこの見た目はあくまで仮のものだし、外見とちがってそれほど人間と同じってわけじゃないのさ」

「羨うらやましいです！　真子はこんなに暑いのに！　已己巳お姉ちゃんも夏を感じるがいい！」

「ちょっ……真子ちゃっ……ご飯が零れっ……」

「元気じゃの──」

　ずず、と麦茶を啜すする影文だった。

　真子に押し倒たおされていた已己巳は、眼鏡めがねをしっかり直してからぼやいた。

「でもまぁ、僕らがほとんど力を失っているのは事実だ。現在、魔軍との戦いはおそらく最終局面を迎むかえているだろうが、僕らにできることは何もないね。時間をかければそれなりに回復するだろうけど、その時間がない。影文くんもがんばって不幸になって確率貯金をしているようだけど、焼け石に水だろうし」

「べつに力を蓄たくわえたくて不幸になっとるわけではないが……」

「君の能力は最強に近いけど、日常生活が不便そうだよね。まぁバランスってことなのかな。敵のときは最強なのに、味方になったら途と端たんに弱くなるというのは漫まん画がみたいで面おも白しろい。とはいえ魔軍との戦争では、もう僕らは……あ」

　ふと気づいたように、已己巳が申し訳なさそうに囁ささやいた。

「あ、ごめん。戦争の話はしないほうがいいかな？」

「いやいや？　ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「真子ちゃん、『ぜんぜん大丈夫』は日本語としておかしい」

「細かい!?」

　真子は目を丸くしながら、素麵を飲みこむ。

「でもＴＶ見るかぎりでは何もかもわかりませんよね。どっかが被害に遭あったっていう情報もありませんし。蚊か帳やの外ってかんじです」

「むしろ蚊帳の外なのは彼らのほうだろうがね。怪造学会はこの国のお偉えら方がたに絶大な影えい響きよう力があるし、戦争のことが他国にばれて困るのもこの国だ。口裏をあわせて、深刻な状じよう況きようになるまでは知らぬ存ぜぬで通すんだろう」

　已己巳の意見に、影文も頷うなずいた。

「人類の軍隊では魔軍に抗こうせぬし、へたに恐きよう慌こうを起こされるよりはいい。戦せん況きようがどちらに傾かたむくかはわからぬが、渦中に巻きこまれんかぎりあの戦争は一般人の生活に影響がない。このまま終わるのが最善じゃが、怪造学会はどこまでやれるかのう」

「誰も傷つかないうちに、早く終わるといいんですけどね」

「そうだね」

　溜息をつく真子に、已己巳が優やさしく微笑ほほえんだ。

「それが、いちばんだ」

　彼女はちびちび素麵を一本ずつ啜りながら、世間話の調子で語る。

「手出しができないのだから語るだけ意味はないのだけど、影文くん、正味な話──どちらが勝つと思う？」

「断然、怪造学会じゃな」

　影文は草むしりで喉のどが渇かわいていたのか、ひたすら麦茶を飲んでいる。

　已己巳は首を傾かしげた。

「意外だね。つい先日まで魔軍にいた君の台詞せりふとも思えないが」

「だからこそ、じゃ」

　影文は目を細めた。あまりそこに触れられるのは面白くないのだろう。

「魔軍の余力を、我輩は間近で実感として知っておる。虚アン界ダカ最強の憤ふん怒ぬ大公を失い、我輩も貴様も離反した。残る戦力は悲ひ哀あい大公のみ。対して、怪造学会は最終兵器に我輩の謹きん製せいたる決戦兵器。執しつ行こう部ぶもまだ健在じゃ。戦力差は歴然としておろう」

　淡たん々たんとした口調だった。

「悲哀大公の能力は厄やつ介かいじゃが、もはや搦からめ手てでどうにかなる段階ではないじゃろう。あとは叩たたきつぶされるのみよ。ふん、波乱がなくてつまらんがな」

「どうかな……」

　それこそ意外なことに、已己巳がその意見に異論を差し挟はさむ。

「僕も眷けん属ぞくをあちらに残して、ちょこまかと情報を集めているけどね。どうもうまくいきすぎている気がするんだよ。もちろん、杞き憂ゆうだったらいいのだけど。あの憎ぞう悪おに満ちた魔ま王おうが、そしてし執ゆう念ねん深い悲哀大公が、手をこまねいて滅ほろびを待つかな？　そこまで彼らは殊しゆ勝しようだろうか？」

　のどかな夏の真っ昼間に、似合わない話題。

　真子はなぜだか寒気をおぼえた。

　その視線の先で、已己巳はどこか遠くを眺ながめている。

「何かを見落としている。このまま終わるわけがないんだ。怪造学会──ううん、伊依ちゃんたちのことは信じているし、僕は祈いのることしかできないのだけど。ほんとうに、このまま何事もなく終わるのかな？」

　その疑問に、誰だれも答えをだせないまま。

　時間のみが、焦しよ燥うそうをのせて流れていく。
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　最初に〝異変〟に気づいたのは、何の因果か──不ふ動どう霧きり晴はるだった。

「何やねん」

　ぼやきながら、魔軍との総力戦、その熱に浮かされた古こ頃ころを歩きまわっている。手当たりしだいに扉を開けたり、屈かがんで匂においを嗅かいでみたり、平素なら不ふ審しんすぎる態度だ。ただ怪造学会は人員不足なうえ、現在は大おお忙いそがしで誰もが働いている。不動を見て一いつ瞬しゆんはぎょっと驚おどろくものの、すぐに慌あわてて駆かけ去ってしまう。おかげで誰かにものを聞くこともできず、難なん渋じゆうしている。

　不動は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、戦うために生まれてきたような体格の男だ。そのうえ額を〝斬ざん〟と銘めい打うたれた鉢はち金がねで隠かくし、腕も同様の質感と色の手てつ甲こうで防護している。背と腰と肩かたに三本もの刀を帯びているので、完全武装ともいえる。

　仮にも平へい凡ぼんな学び舎やを元にしている古頃だ、その姿だけでも充じゆう分ぶんに目立つのに、誰もがばたばたと忙しくしているのに独りだけうろついている。暇ひまそうともいえる態度は大いに目立ち、不ふ真ま面じ目めなその姿に通りかかるものは眉まゆをひそめたりもしていた。

　だが怪造学会きっての怠なまけものは、その類たぐいの視線にも陰かげ口ぐちにも慣れている。

　ひたすら傍ぼうじ若やく無人に、周囲をきょろきょろ見回しながら歩いていた。

「ちぇっ」

　子供っぽく舌打ちをして、不動は苛いら立だちまぎれに置いてあった消火器を蹴けり飛ばした。

「どこ行きくさったんや、あの総長は──」

　不動は肩かた書がき上、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アという怪造学会の最高幹部である。

　といっても学術的に何か成果をあげたわけではない。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは怪造学会総長の腹心として怪造学を表から裏から動かしていくのが本分だ。不動は総長に絶対服従の護衛として、戦力としての役割のみを求められている。協調性がなく勤勉でもない、おまけに倉くら波なみ無な楽らくなどと同じ犯罪者あがりの不動は、仲間内からも疎うとまれているが、自分ではべつにそれを不満に思ったことはない。

　殺せればいい。

　ただ、あの忌いまわしくも憎にくたらしい怪造モン生物スターどもを殺せさえすればいい。

　その点、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アという肩書きは便利だった。仕事に対しては満足している。不動の欲求と衝しよ動うどうは考えうるかぎり最高の純度で満たされつづけている。だが今回のこの騒そう動どう──魔軍との戦争においては、不動は常に矢やお面もてに立たされることはなかった。

　攻こう撃げき部隊は嫌や凪なぎが率いている。そんな彼女と折りあいが悪い自分がいれば、まとまりに齟そ齬ごが生じる。へたに地位としては同格なだけに、不動は嫌凪の命令に従う義理はないし、仲間割れなどの可能性が高まる。

　あるいは、本来の怪造学会本部が消しよう滅めつし、総長の身の安全が脅おびやかされる可能性が高まったせいか。防衛部長であった高たか橋はしは決戦兵器として出撃しなくてはいけないし、総長を守るために不動が居残りを命じられるのは理り屈くつではわかる。

　総長には恩がある。人格的にも好ましいとは思っている。

　あのいかれ具合は最高だ。自分の同類だと感じている。

　だが今回にかぎっては、不満たらたらであった。

「それでも、魔軍が攻せめてきたらおれの出番もありそうなもんやけど、総長がおらんところで勝手に戦うとうるさいやろうしなぁ。いっちょ文句つけたろと思ったのに、ほんまどこ消えよったあのオッサン。面倒やなぁ……」

　朝から不動は総長を捜さがしているのである。

　見当たらないのだ。

　やたら目立つ人物なので、ちょっと捜せばすぐ発見できると思ったのだが。時間は無む駄だに浪ろう費ひされ、すでに昼時。前線に飛んでいった嫌凪たちはもう魔城への攻撃を開始しているだろうに、総長は古頃の中ちゆう枢すうである司令部にもいないらしいのだ。

　お手洗いにしては長すぎるし、この大事なときに自分探しの旅でもあるまい。暗殺されたにしては敵も味方も何も言ってこないし、また迷子になっているのかあの方向音おん痴ち。そう思って捜しまわっても、どこにもいない。

「…………」

　不動は歩きつづける愚おろかさを悟さとり、立ち止まって黙もつ考こうする。

　これでも子供のころは怪造学会期待の神童と謳うたわれたものだ。考えるのは苦手ではない。ふだんは攻撃本能に身を浸ひたらせていたほうが楽だから、思考を投げだしているだけだ。

　どうも変だ。おかしい。

　総長が行方ゆくえ不明な理由を、不動は薄うす々うすと察してしまった。

「あのオッサン……」

　むしろ嬉しそうに、不動はつぶやいた。

「抜け駆けするつもりやな」
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　不動霧晴は無む情じよう洞どう事件の生き残りだ。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が起こした連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件や、怪造学の黎れい明めいをつくりあげた火山のない町での火山噴ふん火か事件、空すかい井い滅めつ作さくの魔ま王おう怪造などとともに語り継つがれる、歴史的にも規模的にも異常で無む惨ざんな出来事である。

　当時の最さい先せん端たんだった怪造学の研究所が土ど砂しや降ぶりの雨のなか事故により埋まい没ぼつした。地じ盤ばんが崩くずれたのである。もともと世間から隠すために僻へき地ちに設立された研究所だったが、怪造学による防備で事故は未然に防がれているはずだった。

　その怪造学による機能が停止したため、容易に土ど砂しや崩くずれを招いたともいえる。

　正確には、研究所は内側から壊かい滅めつした。埋没したのは二次的な被ひ害がいでしかない。生き埋うめになる前に、すでに研究所で生きて動いている人間はほとんどいなかった。

　現在でも原因は不明とされている。

　研究所にいた全すべての怪モン造ステ学イス者トが、そして事務員や無関係な来客も含ふくめて全ての人間が同時に互たがいを殺しあった。最後のひとりになるまで。それが無情洞事件の陰いん惨さんな内実である。信しん頼らいしあった仲間が互いを切り刻み、研究所は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化した。流れる血で床ゆかが見えない部屋も多かった。

　不動はその地獄を生き抜いた。

　当時、優ゆう秀しゆうな父につれられて研究所の見学をしていた不動は、生まれて初めて握にぎりしめた料理用の包丁で、自分の身を守り抜いた。今でもあの日のことは夢に見る。最初は正当防衛だった。三人目から何も感じなくなった。最後は動くものを探しまわって研究所を徘はい徊かいし、生き物は全て敵だと判断して自ら殺しにいった。

　無む邪じや気きで陽気だった不動霧晴少年は、そのとき鬼おにとなったのだ。

　土地名から無情洞事件と名付けられたその悲劇は、怪造モン生物スターの仕し業わざとされている。あきらかに不自然な、突とつ発ぱつ的な事件だったからだ。何らかの実験が失敗し、人間が凶きよう暴ぼう化するような怪造モン生物スターの能力が発動した。そう解かい釈しやくされている。

　それゆえ不動は怪造モン生物スターを憎む。

　ほかの何よりも憎み、嫌きらい、全て滅ぼしたいと欲ほつする。

　不動が最初に殺したのは、大好きだった実の父だ。あのときの感かん触しよくを忘れない。父の最さい期ごの表情も忘れない。あらゆる幸福を捨ててでも、怪造モン生物スターに復ふく讐しゆうをしなければ。

　それだけが不動の望みだった。

　ほかには何も考えていない。

　不動は壊こわれてしまっている。

　だが怪造モン生物スターへの憎悪でねじれてはいるが、人類への悪意はない。怪造学会には恩義もある。魔軍との戦争は願ってもない好機だ。命じられれば我が身を捨ててでも戦うのに。それが許されない。ジレンマに身を焦こがしそうになる。

　そろそろ我が慢まんできない。

　暴れたい。殺したい。切り刻みたいのだ。

　あの化け物どもを。

「……しゃあないな」

　不動はしばし黙考してから、最短距きよ離りで古頃の司令部まで歩いた。

　日本の城じよう郭かくに似た校舎の、最上階──天守閣である。ここには総長の私室と、有事の際に中心となる司令部が存在している。延々とつづく廊ろう下かと階段を経て、不動は溜ため息いき交じりにそこへと踏ふみこんだ。

　どうも騒さわがしい。

　さきほど総長がいないかと訪おとずれたときは、慌ただしかったものの統制はとれていたのに、現在は混乱している。大声を張りあげている怪モン造ステ学イス者トが右往左往していて、ぽつん、と入口で立ちつくした不動には誰だれも見向きもしない。

　この部屋は古頃の校長室だったとかで、移動の便がいいように改造されてはいるが、上品な調度などはそのまま置かれている。取り除いている暇がなかったのだろう。多数の計器や通信機器が配置されており、さながら秘密基地の様相を呈ていしている。

　溢あふれかえるのは怒ど号ごうじみた声と、騒そう音おん。いくつもの画面に映像や数字などが表示されているが、状じよう況きようがよくわからない。同じ怪造学会とはいえ、ただ戦うだけの不動や嫌凪は例外なのだ。こういう分野では役にたてない。

　それなりの広さがある空間だ。機材は多いが、人数はさほどではない。どこも人手不足なのだ。詰つめている怪モン造ステ学イス者トは十数名か。そのなかに見知った顔がいくつかある。

　目立つのは鉄仮面を嵌はめた少女。暑さと状況からお洒落しやれなどしている余よ裕ゆうがないのか、愛想のない白衣姿だ。だが年配のものが多いなか、その若い姿と声は浮ういていた。おそらく前線にいる伊依や舞まい弓ゆみと、年がちかく個人的な付きあいもあるということで、連れん絡らく役を一任されているのだろう。入ったばかりの新人としては異例の抜ばつ擢てきといえる。

　同様に平時なら司令部という中枢には踏みこめないだろう存在に、倉波無楽がいる。彼は不動と同じく罪を犯おかした者だが、その免めん罪ざいを条件に、人手不足の怪造学会にて働かされている。不動とは境きよう遇ぐうが似ているものの性格は逆なので、疎うとまれているだろうが。

　彼は呪じゆ具ぐの開発・管理を統とう括かつする部門を任されているらしく、機械だらけの部屋で唯ゆい一いつ、怪あやしげな呪的な物品が散乱するなか冷静に行動している。いくつかの呪具を起動させ、また部下にてきぱきと指示を飛ばし、精力的に働いているようだ。仕事はきちんとやる男なのだろう。

　そして──。

「あら霧晴くん、どうしたの？　総長は見つかったのかな」

　司令部の中央、豪ごう奢しやな机に腰こし掛かけているのは宇う宙つ木き氷ひ蜜みつだった。司令部──というか古頃への居残り組の指揮、そして責任は総長に任されているが、彼が行方不明なので宇宙木がまとめているらしい。余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした女だが、さすがに表情が暗い。夏場とはいえ寒いのか。あるいは疲ひ労ろうゆえか。

　この女も底知れなくて信しん頼らいできないが、不動の立場を知りながら態度を変えることもない。話し相手には好都合かと思い、不動は近づいていった。

　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしながら。

「『霧晴くん』はよしとくれ」

「だって君はせいぜい嫌凪くんと同い年か、ちょい上くらいでしょ？　私から見たらどっちもチビっこだわ」

「年と齢しがばれるで、校長先生」

　揶や揄ゆするようにそう呼んで、この暑いなか紅茶を啜すすっている宇宙木のそばに立つ。

　溜ため息いきをつきながら。

「総長、おらへんのか？　やっぱりか──しゃあないなぁ」

　朝から今まで司令部に顔をださないということは、不動の推測が正しかったということになる。司令部も忙しく、人数を割さいてまで総長を捜す余裕はさすがにない。自由に動けるのは不動くらいだろう。その不動が校舎内をくまなく捜したのに、発見できない。現状では打つ手なしといっていい。

　極きよく端たんな話、作戦が動きだした今、総長は必ずしも優先されない。作戦終しゆう了りようまでの手順はきちんと構築され、そこでは総長とて歯車のひとつにすぎない。代わりがきかないわけでもないし、事実、司令部は宇宙木が彼の代わりに率いている。

　たしかに怪造学会の最高意志が不在なのは士気にも指揮にも影えい響きようがあるが、彼が何者かに殺害され、目の前に転がされても動きつづけるのが怪モン造ステ学イス者トたちの覚かく悟ごだろう。魔軍とちがって指揮官が倒たおされたからといって総そう崩くずれにはならない。むしろその身み柄がらが確実に戦況に影響を及およぼす、最終兵器の空すかい井い伊い依よりのほうを優先して保護するのが当然である。

　ゆえに総長のことは、とりあえず不動に任されて棚たな上あげされていたのだが──。

「さすがに変ね」

　当たり前だが怪しまれている。

　総長は奇き妙みような人格の持ち主だし、同じ人間とは思えないような価値観や思考を有しているが、責任感はある男だ。全すべて放ほうりだして逃にげだしたとは思えないし、ただで殺されるほど警けい戒かい心しんが薄うすくはない。立場も弁わきまえているだろうし、この局面で消える理由もない。

　誰もが口にはださないが、内心は首を傾げているだろう。

　総長は、いったい何ど処こに？　どうして行方不明に？

　不動にはわかる。総長の気持ちが、手にとるようにわかっていた。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにすら知らされていない総長の個人的な事情を、不動は彼自身から語られている。総長の生しよう涯がいは、まさに今回の騒動のために今日までつづいてきたのだ。今さら立場や肩書きに固こ執しゆうはすまい。周囲にどれほど迷めい惑わくをかけようとも、個人的な事情を優先させる。

　そんな彼を誰も責められまい。

　二百年も鋳ちゆう造ぞうされ、熟成された彼の意志と感情を、誰が批判できる。否いな、できない。少なくとも不動には。気持ちは理解できるし、共感する。羨うらやましいとすら思える。感動していた。人間は、ここまで強い感情を抱いだくことができるのか。それは無情洞で人格の全てを摩ま耗もうさせた不動には、きらきらと眩まぶしい煌きらめきに思えた。

　ゆえに総長の行方についての推測を、誰だれにも語らず胸に秘ひめて。

　不動は話を変えた。

「それより、いったい何の騒ぎやのん？　総長がおらんだけで、ここまで大混乱はせんやろ。どないしたん？　最終兵器が撃げき破はでもされたんか？」

「……いいえ、前線の攻撃部隊は優勢といっていいわ」

　不動の態度に眉をひそめつつ、宇宙木はそれでも教えてくれた。あんた何か知ってんでしょ、という顔でこちらを睨にらみつつ。

　それは奇妙な話だった。

「問題はこっちよ。古頃でね、連絡がとれない部署がいくつもあるの」

　当然、怪造学会で活動しているのはこの司令部だけではない。それぞれの部署で連絡や補ほ佐さをしつつ、全力で攻撃部隊の援えん護ごをしたり、古頃の防備を固めたり、国の政府や一いつ般ぱん人じんへの情報統制や対応を分割して行っている。

　部署をひとまとめにしないのは、万が一、頭を潰つぶされたときに機能が停止しないようにだろう。それぞれの部署が潰されていけば、それは四し肢しをもがれたに等しい。この混乱にも頷うなずける。聞けばたしかに各部署に連絡しているのか、応答を求める声が繰くりかえされている。

　不動はそれを眺ながめつつ、首を傾かしげた。

「連絡を絶ちきられたんか？　魔ま軍ぐんの攻撃やろうか？」

「いえ、連絡自体は繫つながるのよ。情報攻撃を受けているわけじゃないわ。でも、まるでどこの部署も無人になっちゃったみたいに、誰も受話器をとらないっていうか──反応がないのよ。何かあって、連絡にまで手がまわらないのかな？　あちこち機能停止すると、さすがに全体の活動にも支障をきたすんだけどね」

　不動でもわかる。おかしい。それこそ全員が総長のように抜け駆けでもしていないかぎり、司令部から応答を求められたら誰かが応じるはずなのだ。

　不動は悲観的な例を提示してみた。

「怪造モン生物スターが侵しん入にゆうしてきて、各部署の連中を皆みな殺ごろしにしたとか──」

「ありえない話じゃないけど、ちょっと無理があるかな」

　宇宙木は冷静である。

「全員まとめて瞬しゆん時じに殺されないかぎり、非常信号くらいはこっちに届くでしょ。警報もないし、連絡もなくいきなり沈ちん黙もくしたのよ？　怪モン造ステ学イス者トたちも自衛はしていたし、むざむざ殺やられるかなぁ？　それも同時に、複数の場所で？　そもそも怪造学的に無敵の防護を施ほどこされたこの古頃に、魔軍の怪造モン生物スターがどうやって侵入を？」

〈宇宙木先生！〉

　己おのれの席で機材に向き合っていた罠わな奈なが、宇宙木の声を遮さえぎるように絶ぜつ叫きようした。

　宇宙木は目を丸くし、紅茶を飲みこんでから。

「『先生』はやめなさい。『防衛司令官代理』ね。で、どうしたの？」

〈すみません。代理、緊きん急きゆう事態です！〉

　言いながら、罠奈が弄いじくっていた機械をこちらに見せてくる。宇宙木の居場所は司令部の奥だ。罠奈の席も動かずに覗のぞきこめる。どうも監かん視しカメラの映像を繫いだのか、監視用の呪具を飛ばしたのか、荒あらい映像が表示されている。

　その内容を見て、さすがの宇宙木と不動も絶句した。

　周りで活動していた怪モン造ステ学イス者トたちも同様で、なかには悲鳴をあげるものもいた。

　表示されたのはどこかの部署か。この部屋と同様だが小規模な空間に、いくつもの機材が置いてある。だが混乱しながらも統制がとれた動きをしている司令部とちがって、その部署は惨さん状じようの渦か中ちゆうにあった。

　飛び散る血けつ痕こん。叩たたきつぶされ、火花をあげる機材。倒れ伏ふした怪モン造ステ学イス者トたち。互いに摑つかみあい、何事か叫さけびながら嚙かみつきあっているもの。機材を持ちあげ、暴れ狂くるうもの。惨さん憺たん悲ひ愴そうの極きわみ。狂きよう乱らんの様相であった。

　音声は聞こえない。だがその悪夢のような光景に、司令部は水を打ったように静まった。その間にも画面のなかでは地獄が展開している。魔軍との戦争に恐きよう慌こうをきたし、精神的に追いつめられてしまったのか？　それとも何かの攻こう撃げきか？

　事情は把は握あくできないが、これで各部署が沈黙していた理由がわかった。

　全員が暴れ、あるいは傷つき倒れ伏し、司令部からの連絡に応こたえられなかったのだ。あきらかな異常事態である。宇宙木が凄すさまじい形相になって、倉波に叫んだ。

「倉波くん、部下をつれてこの部署に急行して！　暴れている怪モン造ステ学イス者トたちを無力化、拘こう束そく！　責任は私がとるわ！　終わったら他の連絡の取れない部署もまわって！　同じ状況だとすると、非常にまずいわ！　何がなんだかわからないけど──」

「それより先に」

　常に泰たい然ぜん自じ若じやくとした倉波が、引きつった声をあげた。

　同時に手元にあった呪具を手にし、放ほうり投げる。投と網あみのような呪具だ。それは室内にいたひとりの怪モン造ステ学イス者トを目指して宙を舞い、見事に絡からみついて無力化する。だがその怪モン造ステ学イス者トは身み悶もだえし、絶叫し、獣けもののように吼ほえた。

　目が血走っている。正気ではない。

「この司令部だけ例外、という話でもなさそうですよ」

　倉波の発言に、今度こそ本物の悲鳴があがった。

　見る間に司令部でも──そこかしこで怪モン造ステ学イス者トが暴れだし、さきほどまで家族のように息があっていた連中が錯さく乱らんし、物品を破は壊かいし、他人を傷つけ、ひたすら言語になっていない声で喚わめきだす。一いつ瞬しゆんで司令部の機能は停止し、恐慌が押し寄せてくる。
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「何よこれは……」

　呆ぼう然ぜんとする宇宙木の横で、不動は激しい既き視し感かんに襲おそわれていた。

　これは、見たことがある。こんな地獄は、記き憶おくにある。何度も悪夢に見てきた。この心を破壊し、人生を蹂じゆう躙りんした──あの忌いまわしい混こん沌とんと悪意の坩堝るつぼ。

　同じだ。あのときと。あの悲劇と。

　無情洞事件と。

「は。ははは。はははは」

　不動は乾かわいた笑い声をあげて、三本の刀を同時に抜ばつ刀とうした。

　二百年の時を待ちつづけた総長と同様に、不動はこの瞬しゆん間かんのために生きていたのだ。
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　美み咲さき次じ郎ろう花はなは拗すねていた。

　わがままを言って夢追坂に残っていたのは次郎花だけで、ほかの家族──花屋の両親と姉し妹まいはすでに田舎いなかへと引っこんでいる。現在は、さすがに決戦のため一般生徒などは避ひ難なんを強制され、渋しぶ々しぶと次郎花も移動中なのである。

　もちろん理解している。

　あの場に留とどまっても、自分にできることは何もない。

　それを納なつ得とくできないほど、次郎花は物わかりが悪くなかった。自分が足手まといになるのだけは、堪たえられなかった。だからこうして話題の中心から遠ざかろうとしている。

　次郎花は魑ち魅み寺でら屍かば丸まると駒こま崎ざき学まなぶ、いつもの三人組で一台の高級車に乗っていた。

　屍丸の実家が所有している車らしい。やっぱり金持ちなのだ。前からお坊ぼつちゃんっぽいとは思っていたが。あくまで一般家庭の次郎花には、羨ましいやら疎うとましいやら。屍丸のくせに生意気である。でもまぁ、これから離はなればなれになるのだ、三馬鹿といえども、今日ばかりは次郎花もふざけて生意気を繰りかえしたりする元気はなかった。

　みんな押し黙だまっている。

　屍丸が静かなのは寝ねているせいだが、神経が太いのか馬鹿なのか。馬鹿なのだろう。思うとむかついてきて、目を開けたまま寝ている屍丸の頰ほおを無意味につねった。

　それにも飽あきて、次郎花は深々と溜息をつく。

「でもさ」

　次郎花は足を伸のばし、桃もも色いろの髪かみを指で弄いじった。

「こういうさ、訳のわからない事態は──やっぱり、あちゃしは嫌きらい。事件なんてなくていい。みんなで学校に行って、くだらないお話ししてさ、勉強するのも悪くないべさ。それだけで幸せだったのにね、伊依ちゃん」

　指先を伸ばすようにして、腕うでを正面に向けた。

　手首で輝かがやくのは、純白の腕輪──《門ＧＡＴＥ》である。

　いちどは、全すべてを棄すてようと思った。弱気になっていた自分を、助けてくれたのは友達だった。夢を潰つぶし、悲劇を生みだすだけの学問なら、このまま終わってもいい。だけど毎日には幸福があった。たいせつな友と夢を追いかける、充じゆ実うじつした日常があった。

「勝っても負けても、どっちでもいいべや」

　次郎花は祈いのった。祈るしかなかった。

「みんな、死なないでね」

　次の瞬間、車体が傾かたむいた。

「────!?」

　同時に、激しく車が振しん動どうする。

　次郎花は見ていた。運転席。怪モン造ステ学イス者トだという運転手が、あきらかに異常だった。首を真後ろに倒し、口からは泡あわをぶくぶくと吐はいている。両目のなかでは瞳ひとみが忙いそがしく暴れまわり、そのくせ両手はしっちゃかめっちゃかに動いている。

　当然、車は正常な動作を失い、大きく跳はねた。

　対向車がいない閑かん静せいな道だったのが幸いしたが、この調子ではすぐにどこかへ激げき突とつする。あるいは引っくりかえる。ぼうっとしていた次郎花には、時間が許されていなかった。

「うおぉおっ、何事だ!?　美咲の体重で車が潰れたのか!?」

「死ねバカ丸!!」

　目覚めた屍丸が寝ね惚ぼけたことを叫んだせいで、奇くしくも次郎花は冷静になった。

「運転手のひとが──おかしいべさ!!」

　ほかに言いようがなかった。振動とタイヤの摩ま擦さつ音で、会話すら困難だ。屍丸が涙なみ目だめになり、ぎゃあぎゃあ騒さわいでいる。学は冷静だったが、さすがに対処が遅おそくなった。習慣で、《門ＧＡＴＥ》を構える。だが怪造をしている余裕はない。

　いつだって最後に頼たよれるのは、怪造の技術ではない。

　努力と根こん性じよう、決断力。

　そして腕わん力りよくだった。

「えぇいっ」

　次郎花は怪造の技能に関しては、さほど褒ほめられたものではない。集中力がないのだ。けれどそれを自覚し、訓練をしてきた。伊依に励はげまされ、懸けん命めいに。基き礎そからやり直したのだ。その積み重ねは、次郎花のなかで確実に力となっていた。

　足あし下もとに忍しのばせておいた、護身用の金属バットを振ふりかぶって。

　座席などに当たらないよう、揺ゆれ動く車内では奇き跡せき的なほど完かん璧ぺきに、豪ごう快かいに、運転手の頭めがけてフルスイング。怪造学では劣れつ等とう生せいだが、体力にはわりと自信がある。

　嫌いやな手て応ごたえと音を感じながらも、次の瞬間に手を伸ばす。

　光が弾はじけ、手首の《門ＧＡＴＥ》で色しき彩さい豊かな輝きが生じた。次郎花特有の、今でも消せない、不格好なその煌めき。純白であるべきその光に色がつくのは未熟さの証明だが、どうせ効果は同じなのだ。気にせずに、次郎花は今こそ大声で叫んだ。

「──怪かい消しよう！」

　通じるかどうかは、賭かけだった。

　最近は怪造の難易度が上じよう昇しようしている。技量の未熟な次郎花では、怪造よりも簡単とはいわれる行こう為いだが、怪造モン生物スターを虚アン界ダカへ送りかえす怪消が成功するかどうかは不明である。殴なぐって衝しよう撃げきを与あたえたものの、一か八かなのは否いなめない。

　けれど、予想外なことに。

　次郎花の放った輝きに重なるようにして、ふたつの純白が弾けた。見ると屍丸と学が、次郎花に揃そろえるようにして左右で《門ＧＡＴＥ》を動かし、呪じゆ印いんを刻んでいる。三段重ねの怪消が、運転手に直撃した。

　何だ、息ぴったりじゃないか。

　伊だ達てに三人でいつも行動していたわけではない。

　同時に車は道沿いの溝みぞに嵌はまり、上下に揺れ動きながら停車する。悲鳴をあげ、倒たおれた次郎花を屍丸が咄とつ嗟さに支えた。目をまわし、次郎花は屍丸に抱き寄せられるという屈くつ辱じよくにしばらく耐たえねばならなかった。男に。男に触さわられている。

「何だったのかな」

　学が恐おそる恐る、運転席を確認した。

　そこでは白目を剝むいた運転手が失神し、エアバッグに押しつぶされるようにして動かないでいる。これ以上は、車で進むのは無理そうだ。

「レスキューを頼たのむしかないかな」

　学が無難につぶやき、携けい帯たい電話を操作し始める。いつもは目立たないが、やっぱり緊急時には頼りになる少年だった。感心している次郎花は、そこでふと思いだす。屍丸がこちらを見下ろしている。その両手はしっかりとこちらを抱きしめている。

「おい美咲、大だい丈じよう夫ぶか？　しかし驚おどろいたな、咄嗟に怪消を仕し掛かけるとは──」

「触るな変態!!」

　殴った。

「理り不ふ尽じん!?　何をするか美咲!!　私は貴様を助けてやったのだぞ!!」

「うわぁぁん、馬鹿に抱きしめられたぁあ!!　もうお嫁よめに行けないぃい!!　ごめんね伊依ちゃん──あちゃしは汚よごれてしまったべさぁあ!!　腐くさる!!　腐れただれる!!」

「…………」

　屍丸は泣きわめく次郎花に耳を塞ふさぎ、「やっぱりさっきのはまぐれだったか」と失礼なことをつぶやくと、後方を見み遣やった。

「おそらく先日のほら、美咲が私の寝ね床どこに忍しのびこんできたときと同じだな、運転手はあきらかに正気ではなかった。怪造モン生物スターに憑つかれていたのだろう」

「あちゃしが？　バカ丸の寝床に？　そんな出来事は物理的にありえないべさ！　うんうん、バカ丸──夢でも見たんじゃないべや？」

「うわ。見事に記憶から抹まつ消しようしている」

　レスキューを頼んだ学が、感心したようにつぶやいた。

「ま、どっちみち車は使いものにならないだろうね。どうする？　疎開先まではまだ距きよ離りがあるし、怪造学会に保護を求める？　怪造モン生物スターの被ひ害がいを受けたなら、さすがに見放さずに古頃に避難させてくれると思うけど」

「んー……」

　ある意味では大人物なのだろう、もう平然としている屍丸が顎あごに手を当てた。

「私たちが怪造モン生物スターに憑かれなかったのは、その例の美咲が私を押し倒した事件のあと、検査を受けて寄生虫を除去されたからだろう。おそらくあのときに、夢追坂を中心にして寄生する怪造モン生物スターがばらまかれていたのだろうな」

　学年では二番目に優ゆう秀しゆうと謳うたわれた怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは、きっぱりと断言する。

「これが、今回の怪造モン生物スターとの戦争と無関係とは思えない。おそらく敵の攻撃なのだろうな。だとしたら、私たちへの影えい響きようなどおまけだ。本命は怪造学会だろう。古頃ではさらに深刻な被害がでているはずだ。あちらへ向かうのは危険だな」

「おぉ、馬鹿がそれっぽいこと言ってるべさ！」

「すごいよ屍丸くん、成長したね……馬鹿じゃないように見えるよ！　これで旦だん那なさまも安心する！　僕ですら君が馬鹿じゃないと勘かん違ちがいしそうになったもんね……！」

「…………」

　屍丸が傷ついた表情をしたが、次郎花と学に悪意はなかった。

「ともかく」

　次郎花は前向きに。この三人組らしく、明るく和なごやかに。

「古頃に戻もどっても意味はないし、足を引っぱるだけ。それなら、事態が収束するまで動かないほうがいいべさ。邪じや魔まになるくらいなら、せめて君子危あやうきに近寄らず──だべさ」

「つまり何か、事態が解決するまで私たちはここで一休みか？」

「まぁ、てきとうにお喋しやべりでもしてるべさ。暇ひまつぶしに」

　屍丸のぼやきに、次郎花が得意げにつぶやいた。

　自然と笑えみを浮うかべ、三人組は潰つぶれかけの車のなかで、平へい穏おんを享きよう受じゆする。

「何か十年後とかも同じこと言ってそうだよね。暇つぶしだって。腐れ縁えんでさ、僕らはずっとこんな調子だよ。まぁ、べつに悪くはないけどね」

　学が珍めずらしく感情をのせて囁ささやくと、次郎花と屍丸が不服だというように文句を言い始めた。

　いつもどおりのその時間が、次郎花たちにとっての戦いだった。
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　爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは歯は嚙がみしていた。

　自分たちの生命線──古頃の状じよう況きようが一変したのだ。宇宙木氷蜜からの報告によると、事態が沈ちん静せい化するまで彼らの援えん護ごは望めそうにない。古頃は全ぜん滅めつする危険性すらある。背水の陣じんだ。嫌凪たちは戻る場所を失ってしまった。

　無論、そう易やす々やすと全滅はしないだろうが、後ろ盾だてを失ったのはいかにも心細い。戦争が終結するまでに、古頃が完全復活することはないだろう。侮あなどっていたつもりはないが、よもや魔軍がこんな隠かくし球を放ってくるとは。

　痛手を憂うれいつつも、嫌凪には気き鬱うつに落ちこんでいる暇はなかった。

　状況は現在進行形である。

「なるほど。わかったぜ」

　嫌凪は通信機を耳に当て、血色の三つ編みを握にぎりしめる。

　場所は最前線の執しつ行こう部ぶヘリコプター機内。操縦は相変わらず部下に任せ、嫌凪はさきほどまで外を飛びまわって奮戦していた。上空であるとか、敵が上級一位であることは関係ない。嫌凪はこの状況でも肉にく弾だん戦をする覚かく悟ごと実力があった。事実、敵の首をいくつも討うち、ちょっと休きゆう憩けいしようとヘリコプターに帰ってきたところなのである。

　そうやって常に矢やお面もてに立っていた嫌凪だからこそ、経験則がものをいう。

「そりゃたぶん、悲哀大公の寄生虫だな」

『どういうこと？』

　通信機の向こうにいる宇宙木は冷然としたものだが、これはこの女が図太いだけで、状況はかなりまずい。古頃にいる怪モン造ステ学イス者トの何割か──せいぜい半分ほどだろうが、彼らが暴れ狂くるっているのだ。援護どころか、正気な怪モン造ステ学イス者トたちも身の安全を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだろう。

　完全に、してやられた。

「以前、虚無大公との戦いで、うちの連中が何人か錯さく乱らんしただろ。状況を見てると、あれと似ている気がするんだよなぁ。もちろん断定はできねぇけど、身体検査や怪造学的な防護を徹てつ底ていしている古頃の怪モン造ステ学イス者トたちに、こっそり取り憑き──操あやつるなんてこと、凡ぼん百ぴやくの怪造モン生物スターには無理だ。可能だとしたら、そりゃ悲哀大公くらいだろう」

『迂う闊かつだったわね』

　宇宙木もさすがに声を引きつらせている。

『虚無大公のとき錯乱した執行部の連中は、身体検査と怪造学的な治ち療りようで元どおりになったはず。だから最前線の執行部は寄生虫を除去されて、錯乱する危険性は低いはずだけど』

「それも、楽観はできねぇけどな。そっちよりはマシだろうぜ」

　嫌凪は周囲を見回す。今のところ怪あやしい動きをしているものはいないようだが。

　疑心暗あん鬼きに陥おちいり、互たがいに警けい戒かいするだけでも戦力は大おお幅はばに落ちる。自由自在に動き、一丸となって攻こう撃げきすることなど望めない。蟻ありの一穴堤つつみを崩くずすの譬たとえのとおり、身内の裏切りは総力戦において深刻な被害をもたらす。関ヶ原の合戦を思いだすといい。

　嫌凪は自分の掌てのひらを殴りつけ、吐き捨てた。

「虚無大公との戦いに参加しなかった連中もいるし、悲哀大公の寄生虫だ──こっちの身体検査をすりぬけて残留している可能性もある。しかし、どんな規模なんだ？　古頃はほとんど全滅か？」

『操られているみんなが正気に戻れば、復活する部署もあるでしょうけど。現状、七割は活動できないわね。司令部もこの状況だし』

　電話の向こうから、破は砕さい音と悲鳴が響ひびく。吞のん気きに会話している状況でもないのだろう。だが宇宙木は平然として、建設的な意見を述べてくる。

『こちらは取り急ぎ、寄生虫に取り憑かれた怪モン造ステ学イス者トを無力化するわ。このままじゃ内側から崩ほう壊かいしちゃうからね。この様子だと、いくつかの部署は切り捨てたほうがいいかもしれないけど──』

「いいや、そりゃ、やっちゃいけねぇことだ」

　嫌凪はすなおに告げた。

「身内を見殺しにしてまでよ、勝つ必要はねぇんだよ。俺たちゃ化け物じゃねぇ。それは俺たちの勝ちじゃねぇ。宇宙木は錯乱した連中の無力化を優先、どうにか助けてやってくれ。その代わり、俺たちもおまえらのために役目を放ほうりだして引き返したりはしねぇからさ」

『そうね』

　宇宙木は楽しそうに笑った。

『お互い役割を果たしましょう』

「なぁに。苦しまぎれの奇き策さくなんぞ、人間様には通じないって教えてやろうぜ。俺たちの強さをよ。一方的なのも面おも白しろくねぇしな、このぐらい仕掛けてくれたほうが張りあいがあるってもんだ。そうだろ？」

『死ぬんじゃないわよ』

「お互いにな、宇宙木ちゃん」

　昔の呼こ称しようで彼女を呼んで、嫌凪は通信機を切る。武む者しや震ぶるいし、獣けものの瞳を金色に煌きらめかせる。さぁ、正念場だ。味方も必死。敵も必死。これぞ総力戦。これぞ戦争である。

「こっちもこっちで、お祭り騒ぎだしよぉ──」

　嫌凪は煙草たばこを口にくわえ、火はつけないまま前方をにらみつけた。

「楽しいねぇ」

　視界の先に、異様な存在が屹きつ立りつしている。

　周囲で今も威い圧あつ感かんを放っている上級一位たちが豆まめ粒つぶに思えるほど、とにかく巨大で威い風ふう堂々としている。周りが海なので距きよ離り感かんも、大きさも摑つかみづらいが、これは先んじて戦った憤怒大公と同程度かそれ以上だ。間ま違ちがいなく単純な質量でいえば、最大級。

　それも当然だ。

　二本の足で立ちあがり、朗々と咆ほう哮こうを放ったのは──魔ま城じようだった。

　魔王の居城。目的地。攻こう略りやくすべき牙が城じようとしか判断していなかったその建築物が、噓うそのように動きだしたのだ。憤怒大公が怪かい獣じゆうとしたら、これは巨大ロボットか。冗じよう談だんにもならない。周囲で大質量が動いたことにより津つ波なみが発生し、轟ごう音おんが溢あふれる。

　魔城。

　最後の敵は──魔城、そのものだった。

　見た目は不格好とすらいえる。ちいさな子供がいたずらにこねくりあげた粘ねん土どのようだ。頭部らしきものがある。二本の足と腕うでがある。だがそれは人間らしい輪りん郭かくをかろうじて形成しているからこそ、逆にその異様さを際きわだたせた。

　手足をつけた巨大な山。あるいは城。そんな化け物である。

　さらに目をこらして──嫌凪はさすがに眉まゆをひそめた。

「ちがう、でかいんじゃねぇ。こいつは……」

『──何なんですかあれは!?』

　もっとも前方にいる伊依が、通信機から声を放ってきた。彼女は虚無大公のときと同様に、インカムによってほかのものと連れん絡らくがとれるようになっている。今回は団体行動なのだ。だがこちらの要かなめの最終兵器の使い手が、恐きよう慌こうをきたしては士気にも関かかわる。嫌凪は舌打ちし、必死で思案しながら声をかけた。

「落ちつけ伊依ちゃん。ただの怪造モン生物スターだ」

『で、でもっ、これ、これって……！』

　間近で見ているのだ、伊依は嫌凪よりも先に魔城の奇き妙みような特質に気づいたのかもしれない。遠くから眺ながめても、わからない。すぐちかくから観察しないと把は握あくできない、狂きよう気き。

　魔城はどうやら無数の怪造生物の集合体らしい。

　種類も色彩も見た目も様々な怪造モン生物スターが、まるで戯ぎ画がのごとく寄りあわさり、なかば融とけあい混ざりながらも密着しているのだ。何千、何万という規模だろう。途と方ほうもない《魔力》と、あまりにも常じよう軌きを逸いつしたその見た目に誰だれもが怯ひるんだ。

　何だ？

　何だこいつは？

　何の意味があるんだ？

「危ねぇ伊依ちゃん！　あんまり近づくな！」

　嫌凪は肌はだ身みで魔城の《魔力》が集中し、高圧を帯びたのを察した。何かするつもりだ。観察している暇もない。今は戦せん闘とうの真っ最中だ。無数の怪造モン生物スターを融ゆう合ごうさせるという行為の意味は計りかねるが、これも魔軍の切り札のひとつと見ていいだろう。

　侮ってはいけない。

　だが嫌凪のその警戒は、あまりにも遅おそすぎた。

　魔城の頭部──と呼んでいいかも不明な、頂点の部分。そこに砲ほう塔とうらしきものがいくつも並び、禍まが々まがしい光を迸ほとばしらせた。夕暮れの色に似ていた。そこに充じゆ塡うてんされていく、おそらく身体からだを構築した怪造モン生物スターたちから絞しぼりあげたのだろう大量の《魔力》。

　その総量を察して、嫌凪は悲鳴をあげた。

「総員、死ぬ気で回かい避ひしろ！」

　刹せつ那な、魔城から破は壊かい光線が解き放たれた。

　真っ赤な真っ赤な、死の閃せん光こう。

　海を抉えぐり空気を貫つらぬき、それは奮戦していた怪造学会に襲おそいかかる。

　ヘリコプターでは回避のしようがない。施ほどこされた無数の防備も、こんな途方もない破壊力の前には無意味だ。焼き尽つくされ、消しよう滅めつする。耐えきれるわけがない。本能的にそれを悟さとった嫌凪は、思わず息を吞のんだが。

　奇き跡せきのごとき光景を見た。

　こちらを蹂じゆう躙りんすべく放たれた悪意の前に、立ちふさがる少女がふたり。

「伊依、私につづけ！」

　決戦兵器を身に帯びた完全武装の舞弓が、虚アン界ダカを切り取る勇者の剣けんで破壊光線をまっぷたつに切り裂さいた。噓みたいな情景である。聖書に描えがかれる海を断たち割る預言者のようだ。破壊力は拡散し薙なぎ散らされ、周囲の大気を焦こがし、海面を蒸発させ水蒸気爆ばく発はつを生じさせる。激しい風圧に、ヘリコプターは大いに揺ゆれた。

　だが、被害はほぼ皆かい無む。

　あの攻撃を一刀で防ぎきったのだ！

「舞さん、どいて！」

　伊依が息のあった動きで、呪じゆ具ぐ《飛円ＢＡＲＮ》を震わせて舞弓の前に飛ひ翔しようする。空中での激しい攻こう防ぼうは、虚無大公との戦いを経た彼女らにとって初めての経験ではない。動きに恐きよう怖ふはなく、躊躇ためらいもなかった。頼たのもしい、と嫌凪は思った。

「えぇいっ！」

　伊依が光の矢を紡つむぎ、最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》を解き放つ。光にこめられた絶対命令権は魔ま王おうを含ふくめたあらゆる怪造モン生物スターを無力化する。魔城がどれほど巨大であろうとも、これで撃退できるはずだったが──。

「…………？」

　伊依が目を丸くし、慌あわてて身構えた。

　矢は直撃した。自動的に相手を捕ほ捉そくし命中する百発百中の一撃だ。的は大きいし、この距離から外すわけがない。たしかに弓矢は直撃し、いくつかの怪造モン生物スターを怪消──虚アン界ダカへ強制的に吹ふっ飛ばしたように思えた。

　だが魔城そのものは、平然と立っている。

　見る間にまたも頭部に光が集中し、《魔力》の濃のう度どが高まっている。

　最終兵器が効いていない!?

「いや……」

　嫌凪にはわかった。

　通信機を握りしめ、せめて声で応おう援えんする。

「伊依ちゃん、落ちつけ。最終兵器が無力化されたわけじゃねぇ。ほかの怪造モン生物スターには──強大な上級一位にすら、まだ《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》の効果は通用したわけだしな」

　魔王が二百年の恋こい心ごころを克こく服ふくし、絶対命令権を突つっぱねたわけではない。

　最終兵器、いまだ効果あり。

　それでも魔城が揺るがないのには、単純な理由があった。

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》のときを思いだせ。あいつは身体に内包していた怪造モン生物スターを解き放ち、弾だん幕まくのように周囲に散らばらせて最終兵器を防いだ。それと同じだ。魔城は無数の怪造モン生物スターの集合体──一部を吹っ飛ばしても、まだまだ残りがいるってことだ！」

　最終兵器の弱点をつかれた。

《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》は怪造モン生物スターに対して絶対的な効力をもつ呪具だが、万ばん能のうではない。矢が直撃した部分にしか命令を届かせることができないのだ。おそらく最終兵器に対たい抗こうするため、魔軍が時間をかけてつくりあげた対最終兵器の超ちよう巨きよ大だい融ゆう合ごう怪モン造ス生タ物ー──。

　それが魔城だ。

　非常に相あい性しようが悪い。

　無数の怪造モン生物スターが集まっても、本来はまともに動けるわけがないが、見たところきちんと統制された動きをしている。おそらく悲哀大公が中心となり、核かくとなり、ほかの怪造モン生物スターを無理やり従属させて文字どおり手足にしているのだ。絶対的な主従関係がある怪造モン生物スターだからこそ可能な、群体としての集合体である。

「一億総火の玉ってことか。敵さんも必死だねぇ」

　嫌凪の背中に冷や汗あせが伝う。状じよう況きようはまずい。非常にまずい。

　見る間に最終兵器で怪消された部分にも新たな怪造モン生物スターが補ほ充じゆうされ、魔城は元どおりになる。総力戦。文字どおり、ほとんど無む尽じん蔵ぞうに再生するだろう。きりがない。超巨大な《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》といったところか。あれと異なって多様な能力を使用する器用さはないようだが、それでも充分に脅きよう威いだ。規模がちがいすぎる。

　それに、急がなくてはいけないのだ。

　時間をかける余よ裕ゆうはない。最初から持久戦ではこちらの不利なのだ。戦力を削けずられれば、いずれ限界を迎むかえるのは怪造学会のほうが早い。古頃の援えん護ごも絶たれているし、兵ひよう糧ろう攻ぜめといったところだ。逃にげ場なし。打つ手なし。

　だが、嫌凪は諦あきらめない。

　危機的状況だからこそ、選べる道は限定され、嫌凪の迷いを吹っ切らせた。

「戦橋ちゃんよぉ──」

　通信機を握にぎりしめ、お遣つかいでも頼むように。

「伊依ちゃんを抱かかえて魔城に突っこめ」

『何だと!?』

　舞弓の凜り々りしい声が返ってきたが、嫌凪は努めて冷れい淡たんに語った。

「このまま消しよう耗もう戦をつづけたら間違いなく負けるだろ。特とつ攻こうしろって言ってんじゃない、魔城は複雑に融合した集合体──急きゆう拵ごしらえのようだし、動きも対応も鈍にぶくなるはずだ。その隙すきをついて戦橋ちゃんが伊依ちゃんを抱え、魔城のなかに突っこむんだ」

『なるほど』

　舞弓も戦場においては聡さといらしく、素す早ばやく判断してくれた。

『良い判断だと思う。私の決戦兵器なら、多少の被ひ害がいはあるだろうが敵の攻撃をかいくぐって肉にく薄はくできる。その作戦、了りよう解かいだ』

「あぁ、頼んだぜ。古頃もちょいとまずい状態らしくてな、悠ゆう長ちようにデカブツの相手してやる暇ひまはねぇんだ。伊依ちゃんも、いいな？　俺たちの命運、おまえに託たくしたぜ」

『でも……』

　ごねる伊依に、嫌凪は微笑ほほえんだ。酷こく薄はくなくらい、凄せい絶ぜつに。

「あんたの父ちゃんは、迷っているうちに失敗した。あんたは、同じ轍てつを踏ふんじゃいけないよ。いいや、俺が踏ませないね。たまには格好つけさせてくれ、ここは任せて先に行け──って、いっぺん言ってみたかったんだ」

『爆川さん』

　伊依もわかってくれたのか、でも寂さびしそうにつぶやいた。

『ありがとう』

　こっちの台詞せりふだよ、伊依ちゃん。

　その言葉を心のなかに吞のみこんで、嫌凪はくわえていた煙草を吐はきだす。獰どう猛もうな笑えみを浮うかべ、執しつ行こう部ぶの敬礼をする。大人から子供へ。過去から未来へ。受け継つがれていく魂たましいがある。彼女の父親から譲ゆずられたものを、自分は無事に託せただろうか。

　伊依を抱え、飛翔していく決戦兵器を遠目に眺め──。

「和なごんでる場合じゃねぇな」

　ここは戦場。

　嫌凪は両頰を叩たたき、自分のできる精一杯を果たすことにした。

　最さい期ごの一いつ瞬しゆんに、後こう悔かいしないために。できれば生き延びて、子供たちがつくっていく夢の溢れた未来を眺めるために。執行部長爆川嫌凪は、命を燃やして戦いぬく。

　前方を見ると、舞弓たちを迎げい撃げきしようと破壊の煌めきを放ちながら、魔城がゆっくりと歩きだしていた。進軍しているのだ。否いな、侵しん略りやくか。古頃はあんな状態だし、魔城が接近して攻撃を仕し掛かければお終しまいになる。時間的な余裕が、またも消え失うせた。

　魔城を進ませてはいけない。ここで踏ん張る必要がある。

　背水の陣。

「歯ぁ食いしばるぜ野や郎ろうども！」

　嫌凪はともに戦う仲間たちを、喉のどよ潰つぶれよとばかりに鼓こ舞ぶした。

「一分一秒でも時間を稼かせげ！　俺たちの未来を、世界を、俺たちが守るんだ！」

　敵も味方も乾けん坤こん一いつ擲てき。

　勝利の女め神がみがどちらに微笑むかは、まだわからない。
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　失神していたようだ。

　頭部と全身に鈍どん痛つうをおぼえつつ、伊い依よりの意識はゆるやかに覚かく醒せいしていく。

　ちょっと記き憶おくが飛んでいるが、何がどうなったんだったか──伊依は痛みに眉まゆをひそめつつ、記憶を反はん芻すうする。

　動きだした魔ま城じよう。嫌や凪なぎからの指示。舞まい弓ゆみに抱かかえこまれ、伊依は近づく怪造モン生物スターや魔城からの砲ほう撃げきを最終兵器で散らしながら、魔城へと突とつ入にゆうしていった。あまりにも激しい衝しよう撃げきと勢いに脳が揺ゆさぶられ、恥はずかしいことに失神していたらしい。魔ま姫きがある程度は攻こう撃げきを防ぼう御ぎよしてくれるとはいえ、伊依自身が貧ひん弱じやくすぎる。

　生きているということは、魔城突とつ入にゆうは成功したのか。

　ここは──魔城なのか。

「うっ。痛ぁっ……と、我が慢まん、我慢」

　涙なみ目だめになりながらも、伊依はどうにか立ちあがった。痛みに呻うめき声をあげたが、寝ね転ころがっている暇はないのだ。誰だれが助けてくれるわけでもないし、伊依がもたついているうちに戦せん況きようはどんどん悪くなっていく。痛みなど、今だけでも我慢しなければ。

　自分を鼓こ舞ぶし、周りを見回した。

　赤黒い岩がん盤ばんが露ろ出しゆつした、洞どう窟くつみたいな雰ふん囲い気きの場所だ。魔城の内部なのだろう。伊依たちが突入してきたらしい亀き裂れつ──舞弓が切断したらしい、巨きよ大だいな切り口が見える。そこから外の風景が覗のぞけるが、爆ばく風ふうや水蒸気で戦況は判然としない。

　インカムも突入の衝撃で壊こわれてしまったのか、あるいは魔城内部では電波も届かないのか、うんともすんともいわない。伊依は溜ため息いき交じりに取り外し、なお目を凝こらした。魔城内部は薄うす暗ぐらいが、伊依自身が発光しているので周囲の状況ぐらいはわかる。ただ奥は暗くて見えない。どのくらいの空間なのかは、よくわからない。

　延々と広がる赤黒い世界。けれど意外にも魔城内部はきちんと建築物の様式も保っていて、床ゆかは石造りで歩きやすそうだ。あちこちに窓らしきものも発見できた。この調子だとどこかに照明などもあるかもしれないが、探している余裕がない。

　伊依は深呼吸し、状況を確かく認にんする。

　魔城に突入はできたらしい。ならば自分がするべきことは、一刻も早く魔王に接せつ触しよくし、この無益な戦争を終わらせることだ。最終兵器は無事だし、効果の程ほどは確認できている。絶対命令権を魔王にぶつけることができれば、勝機はある。

　その希望を頼たよりに、今は進むしかない。

　だがそれよりも、伊依には気になっていることがあった。

「舞さんは……？」

　伊依は光り輝かがやく花はな嫁よめ衣い装しように手をやって、魔姫に呼びかけた。

「ごめん魔姫さん、ちょっと聞いていい？」

〈はい〉

　言葉と同時に、宙空には光でかたちづくられた立体映像が浮かびあがる。地味な和服を着た、泣き癖ぐせのついたような弱々しい印象の女性だ。伊依のご先祖様にして、最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》そのものといっていい存在──虚アン界ダカの姫、通つう称しよう魔姫である。

　他人がいるときは、引っ込み思案な彼女は姿を現さないが、今はふたりっきりなので顔を見せてくれたのだろう。魔姫は空中を幽ゆう霊れいのように浮ふ遊ゆうしたまま、張りつめた表情で頷うなずいている。

〈ついにここまで辿たどりつけましたね、伊依ちゃん。悔くいのないよう、今のうちに聞けることはなんでも聞いてくださいませ。魔王はすぐ近くにいるでしょう──わたしも全力で協力いたします。ともに、未来を勝ち取りましょう〉

「うんうん」

　ぎゅっと魔姫の手を握りしめ（相手は映像なので、その仕草をしただけなのだが）、伊依は気楽に笑ってから語った。

「それより魔姫さん、舞さん知らない？　あたし気絶してたみたいで、状況がよくわからないんだよね。申し訳ない話だけどさ」

〈え？　あ、はい〉

　魔姫は慌てながら、周囲を見回した。

〈わたしも伊依ちゃんと同化していますから、あなたが意識を失っているときは同様に失神してしまって……待ってください、《魔力》を捜してみます〉

　言いながら、床に顔を近づけて真しん剣けんな表情をする。

　伊依は微笑んだ。

「魔姫さん、犬みたいだね」

〈はぁ、えっと、そうですか？　ごめんなさい──と、謝るべきですか？　というか伊依ちゃんは、どうしてそんなに吞のん気きなのですか？〉

「緊きん張ちようしててもしょうがないじゃない。ほんとは声もだせないくらい怖こわいけど」

　足も震ふるえっぱなしだ。同化している魔姫は、もちろん気づいているだろう。伊依はそれでも無理に微笑み、前向きに語る。

「がんばってるんだよ。魔姫さんもがんばろ」

〈はい。それが伊依ちゃんの強さですね。……見つけました、こちらです〉

　魔姫の映像が先導して、空中を滑すべるように飛んでいく。伊依は慌あわてて追いかけた。よく見ると足あし下もとに粉々に壊れた《飛円ＢＡＲＮ》が転がっていて、自分で感じた以上にぎりぎりの突入だったのだと知ってぞっとした。間ま違ちがっていたら、ばらばらになっていたのは自分だ。

　《飛円ＢＡＲＮ》を壊して、倉くら波なみに怒おこられるな。そもそも帰りはどうしよう、などと考えつつ──伊依は小走りで進んでいく。光の粒りゆう子しが飛び跳はねた。舞弓は伊依を抱えて魔ま城じように突入し、その勢いのまま転がるか滑るかして前方へ行きすぎてしまったらしい。伊依はその途とち中ゆうで舞弓の手から離はなれたせいで、突入口の付近に寝転がっていたわけだ。

　見ると進んでいく方向に、決戦兵器の破は片へんや魔城の壁材、それと血けつ痕こんが転々と残っている。滑ったときにできたのか、摩ま擦さつの跡あとらしきものも。それを辿るうち不安になってきて、伊依はほとんど全速力で走った。

「舞さん！」

　悲鳴じみた声で叫さけんだ。

　発見した舞弓は、満身創そう痍いだった。

　全身装そう甲こうの決戦兵器が、なかば砕くだけてあちこち肌はだが露出している。その肌に滲にじむのは血の朱あかだ。戦せん闘とう機のような翼つばさも片方は折れている。落下した天使。そんな雰ふん囲い気きだった。舞弓はその白い髪かみを血で濡ぬらし、うつ伏ぶせに倒たおれていた。

　暗くら闇やみで、発見が遅おくれてしまった。

　伊依は瞬しゆん間かん的に青ざめて、舞弓のそばに跪ひざまずいた。

「舞さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　大丈夫なわけがない。血まみれだ。手を触ふれたが、熱を帯びた舞弓は決戦兵器のぶん重く、抱かかえ起こすこともできない。医い療りようの知識がない伊依には、動かしていい状況かもわからなかった。すがるように魔姫を見たが、彼女は怯おびえて首をふるばかり。

　たぶん、伊依を抱だきかかえて、魔城に突入し──その際に、かなりの無理をしたのだ。敵の攻撃をくぐりぬけ、搔かきわけるようにして、決死の覚かく悟ごで飛びこんだのだろう。伊依は目に涙を浮かべ、友の勇気とその行動に感謝し、嗚お咽えつをあげた。

　生きてはいる。

　すぐに死にはしないだろうが、危険な状態だ。

　舞弓はこれ以上、進めない。

〈頭を打っています。動かさないほうが、いいでしょうね〉

　魔姫がとぎれとぎれにつぶやいた。伊依も迷ったが、強く頷いた。

　ここで舞弓を抱えて、安全なところまで運んだら、たぶん舞弓は怒る。その行こう為いを無む駄だにしてはだめだ。彼女の意志を蔑ないがしろにしてはいけない。誇ほこり高い侍さむらい少女は、ここで伊依が右往左往することも、引きかえすことも望んでいないだろう。

　香か美みや友達は、温かく送りだしてくれた。

　怪かい造ぞう学会のみんなも、自分を信しん頼らいしてくれた。

　嫌凪たちは我が身を犠ぎ牲せいにして、必死で魔城の進軍を食い止めてくれている。

　そして今、最後まで隣となりにいてくれた相棒が、その夢と誇りを託たくして倒れた。

　ならば伊依はどうするべきだ。

　泣きじゃくり、蹲うずくまるべきか？

　目の前の舞弓を助けるために、彼女らの決意を踏みにじるのか？

　ちがう。そうじゃない。

　心から血を流し、拳こぶしを握りしめ、伊依はそれでも告げた。

　いまだ意識を失っている相棒に、正直な気持ちをこめて。

「ありがとう、舞さん。ここで待ってて」

　いつもそうだ。

「舞さんがいるから、あたしは戦えるんだよ」

　倒れ伏した舞弓の熱い額に、己おのれの額をあわせて。熱を交こう換かんして、気持ちを受け継ついで。

　伊依は立ちあがり、真っ直ぐに前を見た。

「行ってくるね、舞さん」

　ここからは独りだ。

　否いな、みんなの気持ちもいっしょだ。独りじゃない。

　だから負けない。

　負けられない。
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　周囲を警けい戒かいしながら歩く。

　伊依たちが突入した場所は広い空間で、そこから奥へと廊ろう下かが延びていた。ほかに道はなく、進むにつれて濃のう厚こうになる《魔力》に導かれるまま歩いていく。外では今も苛か烈れつな戦闘がつづいているのだろうが、魔城内部は奇き妙みようなほどに静かだ。母の胎たい内ないのように、鼓こ動どうじみた地じ響ひびきが断続的につづいている。

　そう、魔城のなかは誰だれかの体内に酷こく似じしていた。

　足場は石造りだが、骨のごとき質感と色だし、壁などは生温く柔やわらかい。臓物のようだ。臭しゆう気きも酷ひどく、鼻が麻ま痺ひする。伊依は生理的嫌けん悪お感かんをおぼえつつ、周囲を見回しながら歩を進めていった。

「魔姫さんがいてよかった」

　油断するつもりはないけれど、気持ちを平静に保つため──伊依はお喋しやべりをやめない。

　唯ゆい一いつの話し相手は、己と一体化した魔姫だ。何があっても対応できるようにか、険しい表情で身構えている。常に穏おだやかな彼女のそんな表情を、伊依は初めて見た。緊張しているのか。あるいは、決意の表れなのか。

　どちらにせよ、力をいれすぎたら簡単に折れてしまう。

　臨機応変に対応するためには、しなやかさが必要である。

「魔ま王おうさんに会ったら、何を喋ろうか」

〈え？〉

　相手は遠いご先祖様だが、伊依には気き後おくれも遠えん慮りよもない。同年代の友達のように、彼女のことを純じゆん粋すいに信じ、また心配している。できれば、協力してあげたいのだ。

　伊依は微笑ほほえんで、囁ささやくように告げた。

「伝えたいこと、たくさんあるんでしょ」

〈はい〉

　魔姫は言葉少なに、けれどしっかりと頷いてみせる。

〈今度こそ、わたしは逃にげません。真っ向から、彼と向かいあう。そして、彼の闇やみを払はらいます。そのために、わたしは全すべてを捧ささげましょう〉

　でも、と魔姫は不安を吐と露ろする。

〈恐おそろしい。彼のなかに、どれほど人間性は残っているのでしょうか。わたしには、彼の気持ちがわからない。二百年経たって、今もなお。否、わかろうとしてこなかった。逃げてきました。だから、もう二度と──逃げません。彼の心に、触ふれたいです〉

「じゃ、いっしょに行こう」

　伊依は気楽に応こたえて、いろんなことを思いだしていた。

　古こ頃ころの入学試験の帰り道で、香美に励はげまされたこと。

　恋こいに悩なやみ、罠わな奈なの車のなかで、彼女の本音を聞いたこと。

　たくさんの友達が。教師が、親が。支えてくれた人々がいた。

　独りで歩いてきたわけじゃない。

　誰だって、きっと同じ。

　だからこそ、困っているひとがいたら手を伸のばそう。

　伊依はそう思う。

〈では、ともに参りましょう。魔王の心のなかへ〉

　徐じよ々じよに《魔力》が濃のう密みつになる。近づいてくる。魔城の中心が。ラストダンジョンだ。邪じや魔まするものは誰もいない。まるで招待客のように、伊依の歩みを阻はばむものはいなかった。ほんとうに、招かれている。そんな雰ふん囲い気きがあった。

　魔王も、自分たちに会ってくれる気持ちがあるのだろうか。だとしたら嬉うれしいが、どうも胸のなかに凍こごえた風が吹ふく。不安感。奈落の底に向かって歩いていくような、心ここ許ろもとなさ。伊依は湧わきだしてくる恐きよう怖ふ心しんを堪こらえ、進んでいく。

　やがて辿りついた。重厚な扉とびら。豪ごう奢しやな紋もん章しようが彫ほりこまれた、巨大な入口。

　伊依は迷わず手を伸ばした。

　大きく開いて、宣言する。

「空すかい井い伊い依よりです」
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　謁えつ見けんの間らしきその空間は、荘そう厳ごんとすらいえた。

　神しん殿でんのごとき静せい寂じやくと肌を刺さす冷気が充みち満ちて、沈ちん殿でんした闇の全すべてがちっぽけな伊依を凝ぎよう視ししてくる。けれど怯ひるまずに、伊依はわずかに首を傾かしげた。

　自分の言葉を笑うように、口元を緩ゆるませて。

「あたしの名前は、空井伊依です」

　再度、告げると──今度はすぐに返答があった。

　気楽な、けれど圧のしかかるような重々しい声だった。

「名乗る必要はねぇよ」

　骨の玉座に腰こしかける男は、魔王は、笑えみすら浮うかべて出で迎むかえている。

「俺とおまえの仲じゃねぇか」

　互たがいに微笑んでいたが、反対に場の空気はゆっくりと緊きん張ちよう感かんに満ちていく。

「いちおう褒ほめておくぜ、伊依ちゃんよ」

　けれど攻撃を仕し掛かけるでもなく、魔王は愉たのしむように会話をつづける。

「正直、間にあうとは思ってなかった。自分でもわかってると思うが、おまえは超ちよう人じんでも怪かい物ぶつでもない、つまらない人間だよ。おまえの父親と同様にな。だがおまえは辿りつけた。執しゆう念ねんと狂きよう気きが理由ではない。その程度なら、空すかい井い滅めつ作さくも有していた。だがあいつは、俺にまでは辿りつけなかった。おまえがこの場に立っている理由は何だ？」

「父さんは、父さん」

　顔を伏せ、声をあげて笑ってから、伊依は真っ直すぐに前を見る。

「あたしは、あたし──うんとね、父さんは、あなたを利用しようとしていた。母さんを助けるためにね。今ではわかる。父さんは最低だった。愚おろかで、大だい嫌きらいだった。でも知っている。今ではもう、理解している。あのひとをもう憎にくんじゃいない。でもね、やっぱり、あのひとと比べられるのは嫌いやだな。あたしは、父さんとはちがう」

　気が緩んでいるのではない。落ちついている。

　恐怖を感じていないのではない。受けいれているのだ。

「あたしはね、魔王──あなたを助けにきたんだよ」

「なるほどね」

　魔王は膝ひざを叩たたき、呼応するように指し摘てきした。

「『助ける』ね。そういえば、おまえはそうだったな──噓うそだと思っていた。だが噓や冗じよう談だんでは、ここまでは辿たどりつけねぇ。本物だよ伊依ちゃん。おまえは本物の馬鹿だ。そして俺も、おまえ以上の馬鹿だ。そこまでの親愛を、まだ疑っている。怖がっている」

　場所が異なれば。あるいは互いの立場が魔王と、それを撃げき退たいしうる最終兵器というものでなければ、どこかに遊びにいくような気楽さそのもので。まるで談だん笑しようしているようだ。

　魔王は両手を広げ、無邪気に笑った。

「やれるもんならやってみろ。助けられると思うなら、助けてみるがいい。俺は全力で抵てい抗こうする。疑い恐れ逃げ惑まどう。それでも死ぬ気で助けにこい。勇者でも英えい雄ゆうでもない、けれど魔王の心に辿りついた、語り継がれるべき少女よ」

　その瞬間、伊依の表情が曇くもった。

「おまえがこの世に生まれたときから、おまえを待っていたぜ」

　その一言が、和なごやかな雰ふん囲い気きに亀き裂れつをいれる。

「空井伊依──俺の、愛いとしい花はな嫁よめよ」
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　花嫁？

　どういうことだ？

[image: ]

　伊依は魔ま王おうから視線を逸そらさずに、必死に思案した。何か胸むな騒さわぎがするのだ。花嫁。見た目をそのまま指摘したわけではないだろう。何か含ふくむものを感じた。足あし下もとから凍こおりつくような恐怖と、とても嫌な鳥とり肌はだをおぼえた。

「俺はずっとおまえを見ていた」

　そんな伊依の様子には頓とん着ちやくせず、魔王は独白するように語りつづける。

　否、それはまるで演説のようだった。

　何かの宣言のようだった。

「最初は挫ざ折せつした父に命じられて、嫌いや々いやながらに俺を呼ぶおまえを見た。過か酷こくな修行に心も身体からだもすりきれ、血の泡あわを吐はきながら呪じゆ文もんを唱えていた。そのときおまえには憎ぞう悪おしかなかった。だが内側に、輝かがやくものがあった。おまえの父親になかったもの。俺が欲しいと思ったもの」

　暗く笑みを浮かべたまま、魔王はその場を動かない。

「ずっと届いていた、ずっと見つめていた、おまえの気持ちと人生を。憎悪はやがて固こ執しゆうとなり、しだいに習慣となり、そして幾いく多たの経験を経て愛情となった。全ての怪造モン生物スターを慈いつくしむ、その思想は歪ゆがみの果てに行きついたひとつの狂気かもしれないが、だからこそ、魔お王れの心に手が届いた」

　両手を広げて。嬉しそうに。

　瘦やせ衰おとろえた顔がん貌ぼうで、こちらを注視したまま。

「魔王研究の志し田だ桐ぎりは、だめだった。誰ひとりとして俺の気持ちを理解しなかった。滅作も同様だ。あれは優ゆう秀しゆうだったが、俺を見てはいなかった。目的として、利用しようとしただけだ。おまえだけだ、空井伊依。俺を救おうとしてくれたのは。癒いやそうとしてくれたのは。俺のことを見てくれたのは、全ての怪モン造ステ学イス者トのなかで、おまえだけだ」

「魔王さん」

　その孤こ独どくな魂たましいに、伊依は同情する。

　二百年独りぼっち。それはどんな拷ごう問もんだろう。数多くの怪モン造ステ学イス者トが虚アン界ダカに触ふれ、怪造モン生物スターを取りだした。だが、誰だれひとりとしてその奥にいる魔王の心を想おもわなかった。虚アン界ダカを知るための怪造学。けれどいつしか怪モン造ステ学イス者トは目的を見失い、怪造学を手段とした。

　魔王は待ちつづけた。そして期待は裏切られつづけた。

　だが絶望の底にいる彼のもとに、伊依は辿りついた。

　伊依は言葉をなくし、悲痛に顔を歪ゆがめている魔姫を眺ながめ、その気持ちを代弁する。自分の心ものせて。何よりも、魔王の空くう虚きよを救いたくて。

「ねぇ魔王さん、もうやめよう」

　説得ができるかもしれない。

　魔王は、みんなが思っているほど化け物じゃない。会話ができるなら、伊依は諦あきらめない。暴力は、誰も助けられない。何度もそう思って失敗してきたけれど、誰かを殺す結末なら、失敗以下だ。伊依は真っ直すぐに前を見る。

「交こう渉しようをしよう」

「面おも白しろいな」

　魔王は玉座で傲ごう岸がんに踏ふん反りかえる。

「正直者だ、空井伊依。甘かん言げんを弄ろうして俺を誑たぶらかすこともできるだろうに、噓をつかない。交渉？　いいだろう。おまえは何を望む？」

　根源的な、その問い。

「何を求めて怪造をしてきた？」

　全すべての怪モン造ステ学イス者トが、いつも考えて、いつしか忘れてしまう本質。

「何を知るために？　何を求めて？　何を得るために？」

　伊依は忘れていない。

　失敗するたびに気持ちは補強されて、伊依の人生を支える思想になっている。

　当たり前のように宣言した。

「人間と怪造モン生物スターが、仲良く暮らせる未来のために」

　手を伸ばした。これまで、ずっと届かなかった。

　共感を得られないことのほうが多かった。否定され、罵ば倒とうされて傷つき疲つかれはてた。それでも伊依は諦めなかった。失敗したからって憎みあって、怪造学の全てを、虚アン界ダカの全てを悪と断じて切り捨てるのは、間ま違ちがいだ。それは自分の人生を否定することで、怪造学に関かかわってきた過去の全ての人々を蔑ないがしろにすることだ。

　そして何より、怪造モン生物スターたちへの裏切りだ。

　千切れかけた人間と怪造モン生物スターの絆きずなを、あらためて結ゆい直そう。時間はかかるかもしれない。難しいことだらけかもしれない。だが、伊依はそれを恐れない。

　伊依は必死で考えて、最善の未来を選びとる。

「えぇと、まずは戦争を終わらせようよ。暴れている怪造モン生物スターにもうやめようって魔王さんから言ってあげて。怪造学会にはあたしから連れん絡らくする。絶対に何とかするから。そうして戦せん闘とうを終わらせて、あとはゆっくり時間をかけて交渉を重ねてさ、お互いに遺い恨こんが残らないように、これからは仲良くできるように話しあっていこう」

「交渉と、戦後処理ね。それでまた元どおり、と？　それでみんな納なつ得とくするとでも？」

　揶や揄ゆするような魔王の言葉に、伊依は首をふった。

「元どおりじゃないよ。より良い関係をつくりたいって言ってるんだ。暴力で力ずくに言うこと聞かせるより、よっぽど平和で建設的だよ。このまま戦争がつづけば、どちらかが滅ぶしかない。それが解決なの？　それが勝利？　くだらない勝利だね。難しいからって放ほうり投げて、相手を全否定して、暴れまわっただけで勝ちとはね！」

「耳が痛いな」

　魔ま王おうは微笑ほほえんでいる。否、ずっと彼は上じよう機き嫌げんだった。

　何だろうか、この余よ裕ゆうは。

　伊依が遅おそまきながら違い和わ感かんに気づいた、その直後だった。

「だがな、伊依ちゃん。考えてみろよ」

　魔王は表情を変えないまま、吐き気を催もよおすほどの悪意を迸ほとばしらせた。

　二百年も熟成された、それは純じゆん粋すい無む垢くなる憎悪だった。

「おまえの意見はわかる。同意もできるし、偉えらいと思うよ。だがな、俺はもう待てない。これまでずっと裏切られてきた。おまえのことも、根底では信じちゃいないのさ。暴力でしか解決できないのはくだらない？　わかっている、くだらない男さ──だがな、俺はもう期待するのにも、待つのにも、おまえら全ての行動にも飽あきたのだ」

〈伊依ちゃん！〉

　ずっと黙だまっていた魔姫が、金切り声をあげた。

〈逃にげて、伊依ちゃん！　こ、このひとは、何も──何も変わっていない！〉

　見苦しく、魔姫は美しい顔を歪めて喚わめき散らした。

〈それは愛ではない、愛ではないのです、魔王!!〉

「俺を魔王と呼ぶな、秘ひ継つぎ」

　寂じやく憐れん院いん初代の、本名を呼んで。

「変わらないだと？　変われるものか。俺の時間は停止している。歪み、凝こり固まり、蹲うずくまっている。俺をそんな醜しゆう悪あくな生き物にしたのは誰だれだ？　俺に誤った愛情を植えつけたのは誰だ？　俺を魔王にしたのは誰だ？　答えてみろ、秘継！」

〈謝れというなら謝ります！　死ねというなら死にましょう！〉

　魔姫は涙なみだすら零こぼし、必死になって訴うつたえた。

〈伊依ちゃんを巻きこまないで！　わたしを憎んでいるなら──〉

「秘継」

　その言葉が、決定打だった。

「憎んではいない。怨うらんではいないのだ。だからこそ、俺はおまえを許せない。謝罪は必要ない。おまえの命も。それが、どうしてわからない……？」

　悲ひ哀あいに満ちた魔王の、懇こん願がんじみた態度に──。

　伊依の片手が跳はねあがる。伊依自身の意志ではない。肉体となかば同化した魔姫が操あやつったのだ。その掌てのひらに最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》の輝きが溢あふれる。同時に放たれる絶対命令権は、狙ねらい違たがわず魔王のもとへと飛来する。

「魔姫さん!?　何するの!?」

　今までにない事態に、伊依の反応はわずかに遅おくれた。慌あわてて意志の力で片手を押さえこんだが、すでに征そ矢やは放たれたあとだ。純白の流れ星は、常とこ闇やみの玉座に食くらいつく。

「無ぶ粋すいな女だ。秘継よ、おまえの気持ちはよくわかった」

　けれど──。

「けっきょく、おまえは俺など見てはいない。おまえでは、だめだ。期待はしたが、裏切られた。二百年も待ち、何かが変わるかもしれないと夢想したが、それにも倦うみ疲れた」

　魔王が立ちあがる。その手には、見覚えのない黒色の鏡が握にぎりしめられていた。その鏡が光を弾はじき、絶対命令権を無力化したのだ。

「どうして……!?」

　虚アン界ダカのものには絶対的な効力を放つ最終兵器が、こうも簡単に。何の防ぼう御ぎよ策も準備していないとは考えていなかったが──いったいどういう理り屈くつで、原理で？

「虚アン界ダカのもの全すべてに影えい響きようを与あたえる絶対命令権。だが、虚アン界ダカのもの以外には効力を発揮しない。それは虚きよ無む大公との戦いで実証済みだろう」

〈伊依ちゃん〉

　魔姫の声が震ふるえている。

〈あの鏡は虚マテ界リ呪ア具ルです！〉

　虚マテ界リ呪ア具ル。虚アン界ダカに存在する、異物。魔王が現界カナイから持ちこんだ私物。怪造学における物造理論は、そんな虚マテ界リ呪ア具ルを盗ぬすみだし、現界カナイに持ちだすという荒あら技わざだった。

　魔王の私物──あぁそうか、と伊依は合点がいく。鎧と刀だけではなかったのだ。

　虚無大公が盗みだせなかった、数多くの私物。

　虚マテ界リ呪ア具ルは、魔王の宝物として、私物として──彼の周りにまだ存在したのだ。

　元は現界カナイの物品だ、最終兵器では効力を及およぼせない。通常攻こう撃げきでは破は壊かいできるのだろうが、伊依にそんな腕わん力りよくはないし、手段もない。どうする。考えなくては。状じよう況きようがわからない。魔王の目的は何だ？　魔姫はどうして急に警けい戒かいを強め、伊依に逃げろと告げてきた？　それを把は握あくし、解決策を見いだして──。

「残念だが時間切れだ」

　魔王は鏡を膝の上に置いて、にやにやと笑っている。

　少年のような、ある種、無む邪じや気きな表情だった。

「おまえとのお喋しやべりも楽しかった。生まれて初めてだ、騙だましあいでも、命令でもない会話というものは。秘継よ、おまえの言葉も身に染しみた。おまえらは間違ってはいない。愛いとしいとすら思える。だが残念だ、俺は改心しない。言葉ごときで、俺の二百年を無にできるものか。俺には誰の言葉も届きはしない」

　そしてほかの誰よりも、邪じや悪あくな声こわ音ねで。

「おい、おまえら。誰に向かってものを言っている。俺は魔王。おまえらがそう名づけたのだ。化け物の王者。虚アン界ダカの支配者。おまえらの最悪の敵としてな。伊依ちゃん、おまえはよくやったよ。期待以上にな。だが、それすらも予想の範はん囲い内だ」

　ぼたっ。

　魔ま王おうの言葉に集中していた伊依は、反応が遅れた。

　ぼたぼたぼたっ。

　異音とともに、奇き妙みような感かん触しよくが頰ほおに、肩かたに伝わってきた。生ぬるい液体を垂らされたような。痛みがない、出血のような。頭の上で怪かい物ぶつが口を開け、涎よだれを垂らしているような。それは曰いわく形容しがたい気持ちの悪い感覚だった。

　伊依は寒気を覚え、恐おそる恐る真上を見あげた。

　そして悲鳴を口のなかで押し殺す。

　天てん井じようが溶とけていた。

　否いな、壁かべも床ゆかも、どろどろと腐ふ敗はいし、液状化している。零れ落ちた壁材が垂れて、伊依の身体を漆しつ黒こくに塗ぬりたくる。花はな嫁よめ衣い装しようが抵抗するように、何度も明めい滅めつした。

　これは……？

「ここが、どこだか忘れたのか？」

　魔王はうろたえる伊依を、やはり愉たのしそうに眺めている。

「ほんとうに、ご苦労様だ。まんまと俺の腹のなかまで、健けな気げにも辿りついてくれたのだからな。感謝し、ありがたく頂ちよう戴だいしよう。おまえの全てを。秘継ごとおまえを取りこみ、意志を奪うばい、隷れい属ぞくさせ、俺のものとする。おまえの言葉は信じない。思想も、感情も、信用できない。期待を裏切られつづけた二百年──もはや、誰だれも俺を変えられはしない」

「魔王さん」

　どろどろと滴したたってくる黒い液体に、顔を汚よごし、懸けん命めいにそれを拭ぬぐって視界を確保して。

　伊依は泣いた。泣くしかなかった。

　魔姫の危き惧ぐがわかった。魔ま王おうの目的も。

　そして同時に、たぶん、自分の敗北も。

「信じて、くれないんだね」

「俺はもう誰も信じない」

「こんな方法しか選べないの？」

「俺をそこまで追いつめたのは誰だ」

　最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで、伊依は言葉を紡つむぐしかなかった。

「……可哀かわい想そうなひと」

　全身を、黒い濁だく流りゆうが埋うめ尽つくしていく。

　意識が途と絶だえた。
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　伊依は黒く暗い世界に落ちていく。

　自じ我がが散り散りになって、まるで自分がばらばらに砕くだけ散ったみたいだ。宇宙に放ほうりだされたように、伊依は拡散していく。しだいに思考も摩ま滅めつし、自我も曖あい昧まいになり、夢見るように伊依はどこかの世界を漂ただよいゆく。死んだのかと思う。その自覚も、思考もすぐに溢れた黒色に吞のまれて消える。自分の身体からだの輪りん郭かくが、感覚が思いだせない。徐じよ々じよに切り刻まれ、自分という概がい念ねんすらも忘れかけたとき。

　何かを見た。

　それは寂憐院の血統に生まれた伊依が、忌き避ひしつづけていた光景。

　かろうじて逃のがれた、母を殺し、先祖を蹂じゆう躙りんしつづけた宿しゆく業ごう。

　未来視の儀ぎ式しきだ。

　覚えがある。遠い昔に、母がお役目様と呼ばれこの儀式を果たしていた。誰かの記き憶おくだろうか。細部が曖昧だ。唐とう突とつに五感が戻もどってくる。だがそれも、やはり他人のもののように薄うす皮かわ一枚隔へだてた向こう側で、何とも落ちつかない。誰かの記憶？　誰の？　魔王？　魔姫？　どうしてこんなものを見せる？

　伊依はかろうじて残存した空井伊依という己おのれ自身を抱だきしめ、かき集め、自我が崩ほう壊かいしないように苦く慮りよした。その作業はひどく気が滅め入いるうえに多くが徒労となったが、伊依は分ぶん裂れつも崩壊もせず、ぎりぎり自己を保ちつづけた。

　それすらも、ふと気を抜ぬけば忘れてしまいそうな。

　まるで輪りん廻ね転生し、生まれ変わったかのような。

　周りを見回した。

　不ふ知じ野のだ。

　未来視の血統、寂憐院の一族が支配する辺境の地。伊依の生まれ故郷だ。だが時代が異なるのか、細かいところで記憶と齟そ齬ごがある。寒々しい住居がぽつぽつと建ち並び、中央には寂憐院の屋や敷しきがある。そこに鎮ちん座ざする祭さい壇だんは、伊依が知るものよりも簡素に飾かざりつけられ、集まった国の偉い人じんたちも身なりが古めかしい。

　風景もくたびれていて、どこか空々しかった。

　伊依が同化しているこの視点の持ち主は、たぶんこの風景が嫌きらいだった。

　伊依は掌てのひらを眺める。白い、きめ細かい肌はだ。顔を指先でなぞる。おそらく、魔姫だ。寂憐院秘継。周囲にある儀式の道具に、これも古風な青銅の鏡を見つける。覗のぞきこんだ。予想どおり、そこには泣き癖ぐせのついたような弱々しい顔があった。

　美しいけれど、覇は気きがない。

　申し訳なさそうに、びくびくしている。

　そして伊依は自分の記憶のように、知識にない事象と思い出を反はん芻すうした。

　それは同時に、伊依の自我がゆっくりと損そん耗もうし、他人と同化し、徐々に消しよう滅めつしていくということでもあったが──。
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　始まりは、ひとつの鉱物だった。

　後にアンダカストーンと呼ばれることになるその稀き少しよう鉱物には、当時は名めい称しようすら存在しなかった。常温では液体化するなど扱あつかいが難しく、加工するにも相応な技術が必要なうえ、当時の科学ではその有用性もなかなか認にん知ちされなかった。特定の条件下で結けつ晶しよう化するその純白の石は脆もろく壊こわれやすく、装そう飾しよく具ぐとしても愛好されることはなかった。

　珍めずらしいけれど、無価値な石。

　だがそこに秘ひめられた希け有うな特質に、誰かが偶ぐう然ぜんにか研究の果てにか、気づいてしまったのだ。それが後にまで尾おを引く喜劇と悲劇の始まりだった。

　その鉱物には精神が蓄積される。

　ほかに表現のしようがない。全世界に生きる全すべての人間たちの魂たましいのかたち、思考の全て、思想の発はつ露ろが凝ぎよう縮しゆくされ、本ほん棚だなのようにその鉱物へ保存されていた。現代においてさえ理屈も原理も把握されてはいないが、特性さえわかれば利用はできる。

　科学が発達すれば、いずれその謎なぞも解き明かされるのだろうが。科学的探求心は常に目の前の利益のために蔑ないがしろにされる。謎の鉱物はその特質に目をつけた一部の権力者に独どく占せんされ、有効活用されることになる。

　鉱物に蓄積された膨ぼう大だいな情報。

　それは現代に氾はん濫らんしたネット上の情報などと比べても、さらに大量で無む尽じん蔵ぞうで、途と方ほうもなく無価値なものが多すぎた。どの情報を取捨選せん択たくし、利用するか。どのように価値を生みだすか。直接、鉱物と繫つながり情報の海を泳ぐだけで常人なら発はつ狂きようする。そんなリスクを冒おかしてまで、いったい何を？

　だが技術があれば利用したくなるのが人類の性さが。

　扱いは難しい。だが捨て去るのは惜おしい。どうにかこの鉱物を利用できないものか。

　思案の果て。

　鉱物を独占した権力者のひとりが、提案したものこそ──未来視である。

　全ての人類の記憶と思考が凝縮された鉱物だ、それらを解かい析せきすれば、未来すら演算可能かもしれない。予知。未来を知ることは、世界を手にいれるに等しい重大な利益である。株や競馬などの即そく物ぶつ的なものから始まり、得るものは計り知れない。

　最初は成功すれば儲もうけもの、という程度の発想だったのだろう。

　だが、そんな忌いまわしい思いつきのために利用されたものにとっては、笑い話にもならない。その鉱物に人生を狂くるわされたものが、どれほど数多くいたか。

　寂憐院秘継も、利益を得るための未来視を可能とするため、生まれたときから純じゆん粋すい培ばい養ようされた血統書つきのひとりだった。鉱物に氾濫した情報を読みとるための、違い法ほうな外科手術と暗示に学習。文字どおり秘継は肉体と精神を改造されながら育った。産うぶ湯ゆも、鉱物が液状化したものを利用され、まさに生まれたときからその鉱物とともにあった。

　未来視のために生みだされた生命。

　鉱物のために消費される、人生。

　その環かん境きように疑問を抱いだくこともなく、秘継はゆるやかに変質していった。鉱物に適応し、そこから情報を読みとるだけの装置に。ただの機械ではだめだった。情報を理解し、行間を読み、有機的に組みあわせるには人間の知性と感覚が必要だった。何人も同様に育てられた子供が壊れて使い捨てにされるなか、秘継は死にものぐるいで生き延び、適応した。

　何のために？

　何のために？

　常に疑問は頭にあったが、考える余よ裕ゆうはなかった。ひたすら鉱物に触ふれる。大量の情報を咀そ嚼しやくし、把握し、未来を演算する。それを伝え、正答する。失敗すれば使い捨てられる。それは恐きよう怖ふの日々だった。

　石に触れる。

　脳が焼き切れるほどの思考と演算を重ね、他者の利益のために奉ほう仕しする。

　無数の人生に触れる。

　思考に。記憶に。その生き様に。

　鉱物に保存された数えきれない人々の精神を、ただの情報として処理する。

　愉たのしいこともあった。

　成功すると褒ほめられた。泣いて感謝されたこともある。

　未来視はひとを救っていた。

　だが罪悪感のほうが多かった。苦しいことが重なっていった。そもそも鉱物に触れるだけで精神は限界だ。そこに繰くりかえされる、罵ば倒とうと恐怖。おまえのせいで不幸になった。おまえが予言をしたせいで。ちがう。悪あく魔まめ。化け物め。魔女め。ちがうちがう。あなたたちが不幸になるのは、わたしのせいじゃない。何度そう思ったか。どれだけ繰りかえしたか。理解してはもらえなかった。

　未来視をするだけの装置に、自己の幸いなど必要はなかった。露ろ骨こつな陰いん謀ぼう合戦に巻きこまれ、命を失いかけたことも少なくはない。身体は傷だらけで、心も血を流していた。無数の人生に触れたが、それは鉱物を介かいしてのみで、秘継自身の人生は空くう虚きよだった。

　助けて。

　誰だれか助けて。

　もう嫌いやだ。何度も吐はいた。身体は瘦やせ衰おとろえ、泣いてばかりいた。鉱物に触れるたびに、心はばらばらになった。浴びせかけられる汚い言葉と思想と現実に、何度も打ちのめされ、報むくわれることはなかった。嘔おう吐とをつづけた。誰も助けてくれなかった。

　否いな。

　そんなことを望んでもいなかったのに。

　自分の人生なんか、幸せなんか、とっくの昔に諦あきらめていたのに。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけてくれたひとがいた。優やさしいひとだった。

　彼は不知野の屋敷に勤めていた、たぶん医者だった。大昔の話だ、医い療りよう制度も発達してはいない。怪あやしげな肩かた書がきをいくつももつ、けれど腕うで前まえをかわれて雇やとわれたひと。身体の弱い秘継を看護し、治ち療りようし、支えてくれた、とても優しい男のひと。

　箔はくづけなのか何なのか、本名ではないだろう──たぶん当時は、医者をするにもそれなりのはったりが必要だったのだ。

　彼は激げき流りゆう院いん 潮うしお静しずかと名乗った。
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　彼は医者だった。同時に、あの鉱物を研究する学者だった。錬れん金きん術じゆつ師のような、いかがわしい人種だと思っていた。だが彼にあったのは純じゆん粋すいな知的好こう奇き心しんで、たぶん初めはその延長として秘継に声をかけたのだろう。

　未来視のために純粋培養された、鉱物との親和性の高い女。そんな秘継と接せつ触しよくし、会話を重ね、自分の研究を進めようとしたのだ。それでも、それが理解できても、秘継は嬉うれしかった。誰も声をかけてはくれなかった。未来視を求めるか、あるいは罵倒しかなかった。日常会話など、存在しない毎日だった。

　だから嬉しかった。

　彼と会話ができて、ほんとに嬉しかったのだ。

　激流院潮静。後に怪造学会総長となる男と、まったく同じ外見。金色の髪かみと、金色の瞳ひとみ。金色の和服。当時でも、その姿は異様だった。目立ち、忌避された。坊ぼう主ずと同じで医者など悪目立ちするほうがいい。噂うわさになれば、客が増える。噂に尾ひれがつき、その腕前が誇こち張ようされれば、それだけ仕事が多くなる。そんな具合の、疚やましい仕事だったのだ。当時、医者というものは。祈き禱とう師の類たぐいと変わらなかった。

　そんな派手な彼だ、秘継とは別の意味であまり日常的に誰かと親しくする機会がなかったのだろう。研究の合間に、それなりに積極的に会いにきてくれた。優しい、穏おだやかな交流が始まった。精神的に不安定だった秘継は何度も迷めい惑わくをかけたが、彼は受けいれてくれた。いちども罵ののしらなかった。見捨てなかった。それは学術的な好奇心から、我が慢まんをしていただけなのかもしれないけど。

　秘継の体調や精神の不調は誰もが心配し、不安に思っていたので、医者の問もん診しんが増えても安心こそすれ誰も咎とがめなかった。個人的に会っているなど、想像もしなかったのだろう。顔色の悪い装置のような未来視の魔女と、派手な身なりの怪しげな医者。ふたりの秘密の交流は、ひっそりとつづいた。

　ゆっくりと、芽生えていく気持ちがあった。

　最初は依い存ぞんだったのかもしれない。

　雨のなか捨てられた子犬が、戯たわむれに拾いあげてくれた誰かにすがりつくような。傷の舐なめあいですらない、くだらない感傷だろう。苦痛から逃にげるための、ただの依存心。でもそれは、未来視のために育てられた女にとって、生まれて初めて抱いだいた個人的欲求だった。

　いつしか依存は恋こいになり。

　恋は愛へと化けて燃えあがった。

　ともに逃げてくださいとすがりついたのは、どちらが先だったか。たぶん自分なのだ。浅ましくも役目を捨て、遠ざかろうとしたのは自分だった。弱い自分だった。もう限界だった。嫌だったのだ何もかもが。激痛と責め苦の日々。罵倒と汚お辱じよくの人生。投げだしてしまいたかった。許されるとは思わなかったが、本心だった。

　彼は誠実だった。

　見た目より、よほど愚ぐ直ちよくな男だった。

　口論と喧けん嘩かの毎日を過ごし、やがて夜分に彼は訪おとずれた。

　ひとつの理論を。きっと、彼がずっと研究していた夢と野望の結晶を。

　ただ苦痛から逃れようとした愚おろかな女のために、迷いもなく捧ささげて。

　案内された場所は、不知野の屋敷──その敷しき地ち内にある彼の研究室だった。掘ほっ立て小屋である。訳のわからない物品が豊富に置かれていた。その中央。棺かん桶おけのように鎮座した箱のなかにあるものを、秘継は直視して、悲鳴をあげた。

　そこに寝ね転ころがっていたのは自分たちだった。

　寂憐院秘継と、激流院潮静。

　彼が語るには、それは自分たちの複製らしい。精せい巧こうにつくりあげた、学術的には見分けのつかない偽にせ物もの。現代でいえばクローン技術のようなものだったのだろうが、当時の秘継には魔ま法ほうに見えた。足あし下もとから震ふるえ、同時に疚しい期待もおぼえた。

　こんなすごい技術をもつ彼なら。

　彼についていけば。

　逃げられるかも。

　不知野から。宿命から。未来視から。全すべての責め苦から。

　彼の思考は単純で明快だった。

　この国を支配する権力者が維い持じする未来視の宿命から、完全に逃げきるのは容易ではない。どこへ逃げても、この世界の果てまでいっても無む駄だだ。必ず捕ほ獲かくされ、つれ戻される。ならばこの世界ではない、異世界へと逃とう避ひすればいい。

　それは死ぬという意味かと問うた。

　いっしょに死んでくれるのですか。

　秘継はそれでもよかった。この苦痛から逃れられるなら。彼とともに手をとり、断だん崖がいに身を投げてもよかった。独りで死ぬのは怖こわい。だが彼といっしょなら、寂さびしくない。この世で結ばれることがないなら、せめて死後の世界で。そういう意味か？　それ以外には考えられなかった。だが彼は首を振ふった。否定したのだ。

　彼は逃避しなかった。現実的で、建設的だった。

　それが悲劇だった。

　哀かなしいことに、秘継は彼ほどに純粋でも現実的でもなかったのだ。

　彼は語った。

　全ての精神が集つどう鉱物のなかに、ひとつの世界を構築する。液状化した鉱物の奥の奥まで飛びこんで、鉱物と同化する。そして内側から鉱物に集った精神を書き換かえる。その理論と、技術は完成している。精神世界とも表現できるその鉱物のなかの世界に逃避し、こちらの世界との接続を切り離はなせば、逃げきれる。完全に、この世界から離り脱だつできる。

　自分たちが精神世界の中心となり、全てを書き換えれば、何もかも思うがままだ。想像と欲望のままに、好きな世界を構築できる。そこでは自分たちが王で、神だ。もう誰だれにも蔑ないがしろにされることはなく、誰の言いなりにもならなくていい。

　ともに異世界の支配者となろう。

　その言葉は秘継には絵空事のようで、どうにも実感がなかった。信じてはいなかった。正直なところ、彼は頭が変になったのだと思った。でも、それでも良かった。捨て鉢ばちになっていた秘継は、彼と手に手をとって、液状化した結晶に飛びこみ、そこで死んでもよかった。愛いとしい彼と心中できるなら、それも望むところだ。

　了りよう承しようし、計画を実行する日取りを決め、去った。

　成功するわけがない。

　異世界を構築し、そこの王になる。馬鹿げた話だ。でも、その気持ちが嬉しかった。彼は必死に考えてくれたのだろう。でも、同時に秘継にはわかっていた。彼の心にはたぶん同情しかない。愛はない。彼は純粋なひとだ。それを知っていた。あるのは、学術的な好奇心だけ。ともに死んでくれるつもりもない。考えた理論を実じつ践せんし、実験結果を予想し、それが成功する可能性がもっとも高い方法だから、理論的に実行するだけだ。建設的だ。

　秘継みたいに、自や棄けなわけではない。

　それが哀しかった。

　一生懸けん命めいなのは自分だけだ。

　恥はずかしい！

　彼には善意しかないのに、自分はふしだらな欲望を抱かかえている。同情されただけなのに、勘かん違ちがいして、情愛に溺おぼれてしまった。愛情はない。ないのだ。彼にあるのは好奇心だけだ。彼は自分のことを見ていない。彼自身の理論を見ている。誰でもよかったのだ。ただ都合がよかったから、自分に声をかけただけだ。

　恥ずかしい。愚かな自分が、居たたまれない。

　純粋で真っ直すぐな彼と比べて、自分のなんと醜みにくいことか。

　愛情というものの、いかに恥はじさらしなことか。

　秘継は自分を責めた。彼を愛した自分を恥ずべきものだと断じた。愛してはいけなかった。その感情は邪じや魔まだった。彼はきっと望んではいない。彼にとって、自分は実験動物のようなものだ。それが勘違いして、慕したってきたら、気持ち悪くて捨ててしまう。

　嫌だ。捨てられたくない。噓うそでも同情でもいい。愛情でなくてもいい。

　彼といっしょにいたい。ともに命が尽つきるまで。最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで、自分を見てくれなくてもいい。綺き麗れいな彼の気持ちを、自分の愛情で汚よごしたくなかった。彼の純粋な学術的好奇心を、無む謀ぼうな心中、なんて穢けがらわしい虚きよ飾しよくで覆おおいたくはなかった。

　秘継は鳴かぬ蛍ほたるのように、身を焦こがした。

　だが気持ちは抑おさえがたく、ひっそりと罪を犯おかした。

　彼は異世界の構築のため、最大純度と量を有する鉱物の中心とも、源流ともいえる場所によく出張にいくようになった。下準備をしていたのだ。それなりに時間がかかった。そして彼が不在の間、秘継は恋しさのあまり心を乱した。

　そして自分を慰なぐさめるため、彼の研究所へ足あし繁しげく通った。

　もちろん彼はいない。出張中だ。

　だが彼の複製はそこにあった。

　秘継と彼が消えたとき、世間に怪しまれないように、この地に残しておく身代わり。この複製はそのために製造された傀かい儡らいだ。自意識はほとんどないが、見分けはつかない。この人形ふたつに全てを押しつけて、みんなの目を逸そらし、無事に逃げおおせる計画だ。

　追っ手がかからなければ、逃げ延びられる可能性が上じよう昇しようする。

　時間を稼かせぐだけでもいい。

　どうせ使い捨ての人形だ、全て押しつけても心は痛まない。秘継はそう思っていた。この人形たちが、ほんとうに彼が魔法か何かでつくりあげた、命も魂たましいない物品だと誤解していた。だが、それは勘違いだった。感情も自じ我がもある、ひとりの人間だったのに。

　それを知らなかった、理解できなかった愚かな秘継は。

　彼が不在のとき。周囲の目を盗ぬすんで。

　御お伽とぎ噺ばなしのように。

「愛しています」

　複製に、隠かくしつづけた内心を吐と露ろした。何度も何度も。

　切ないほどに、溢あふれる気持ちを吐きだして。

　我慢するために。

　彼に背負わせないために。捨てられないために。

　本音を繰りかえした。

「愛して……います」

　何の問題もないはずだった。寂しい自分の、心の慰め。それ以上の意味はなかったはずだった。だが人形は聞いていた。その生まれたばかりの肉の傀儡は、秘継の言葉を一言一句聞き逃のがしていなかった。じっと耳を凝こらし、その強い愛情を身体からだに染しみこませ、そして心のなかにひとつの感情を芽生えさせていた。

　秘継はそれを知らなかった。

　知らなかったことが、秘継の罪だった。
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　そして決行の日が訪おとずれた。

　手に手をとって、最低限の荷物と、身を守る武具のみを携たずさえて。秘継は彼といっしょに逃とう亡ぼうをした。それまで秘継は従順に未来視の役目を果たしつづけていたし、周囲の目を盗んで屋や敷しきを抜ぬけだすのには苦労しなかった。秘継は己おのれを殺し、装置として働きつづけてきたのだ。まさか逃亡するなど、誰だれも思ってはいないはずだった。

　計画は完かん璧ぺきで、準備も万ばん端たん。

　誰かが裏切りでもしないかぎり、計画が露ろ見けんするはずはなかった。

　そうだ。

　失敗するわけがなかった。

　彼は用意周しゆう到とうな男だったし、秘継はそんな彼に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。

　それなのに──。

「はぁっ、はぁっ……はぁっ」

　気づけば悲劇の只ただ中なかにいた。

「どうして！」

　追っ手がかかったのだ。未来視はこの国での秘中の秘、権力者たちが逃亡を認めるわけがなかった。あくまで小規模に、けれど個人を追いつめ叩たたきつぶすには充じゆう分ぶんな刺し客かくが放たれ、逃げ惑まどうふたりを追いつめた。

　彼も鎧よろいを身にまとい、刀を手に奮戦したが、多勢に無勢。

　運良く目的地──鉱物の源流が存在する海岸へと落ち延びたときには、彼は全身に矢を生やし、息も絶え絶えの有様だった。秘継はその血を必死に拭ぬぐい、甲か斐い甲が斐いしく手当をしながらも、後こう悔かいし始めていた。

　しょせんは無理な話だったのだ。

　寂憐院から、役目から逃げるなど、許されることではなかったのだ。

　秘継は気け怠だるい諦てい念ねんとともに、強く思案していた。自分だけは助かるかもしれない。未来視の役目は、自分でなければ果たせない。捕獲されても、厳しく叱しつ責せきされるだけで済む可能性はある。だが彼はちがう。おそらく寂憐院のお役目を唆そそのかし、強ごう奪だつした罪を責められる。きっと殺されてしまうだろう。それは酷ひどい。あんまりだ。

　彼は、純じゆん粋すいな善意で、自分に優やさしくしてくれただけなのだ。

　彼だけは逃がさなくては。

　自分は連れ戻もどされてもいい。苦痛から逃れたかっただけだ。全すべてを捨てる度胸などなかった。格好つけるのはよそう。怖くもあった。泣いて謝れば許されるかもという、甘い楽観があった。彼の気持ちは嬉うれしかった。でも、秘継にはたぶん重すぎたのだ。

　帰ろう。

　不知野に帰って、命いのち乞ごいをして、生きながらえよう。

　二度と逆らわずに、役目に使いつぶされてもいい。

　だけど彼は、そんな自分に巻きこまれてはいけない。もう充分に迷惑をかけた。これ以上はほんとうに申し訳がない。それこそ、自分が死ぬよりつらかった。

　そうして、秘継はこれまでと同様に。

　全て諦あきらめて、慣れ親しんだ苦痛のなかへ帰ろう──と決めかけたのだが。

「………え？」

　そんな秘継の腕うでを、倒たおれ伏ふし、痛みにうめいているはずの彼が摑つかんでいた。信じられない怪かい力りきに、ひいっ、と秘継は呻うめいた。ぎりぎりと骨が軋きしんでいる。傷つき、血を流し、疲ひ労ろう困こん憊ぱいなものの腕わん力りよくではない。

　秘継は目を見開き、恐きよう怖ふのなかで彼を見つめて。

　遅おそまきながら気づいた。

「あなたは」

　次の瞬しゆん間かんには物もの凄すごい勢いで引きずられ、海中に没ぼつしていた。彼が秘継を抱かかえ、迷うことなく飛びこんだのだ。突とつ然ぜんだったので、もちろん対応できない。秘継は華きや奢しやで、抵てい抗こうもできなかった。慌あわてて手足を動かす。何の意味もなかった。あぶくが口から溢れていく。命も、流れていく。

　呼吸ができない苦しさと、重苦しい水圧のなか。

　秘継はようやく事実を悟さとった。

　ちがう。彼じゃない。

　これは──。

　複製だ。

　追っ手が現れたのも当然だ。たぶん、これは予定にないことだったのだ。複製が、自ら動いて秘継を連れだした。それを察した本物の潮静が、即そく座ざに対応して動いた。だが遅く、秘継たちは目的地に辿たどりついてしまったのだ。

　秘継は青ざめた。海中をもがきながら、何もかもに絶望した。

　どうして、もっと早く気づかなかったのだろう。

　本物と複製を、見分けることもできないなんて。

　恥ずかしい。申し訳がない。死んでしまいたい。

　死ぬのだろう。お似合いだ。こんな自分にはそれもお似合いだ。

　そして複製がこんな行動をしたのも、たぶん自分のせいなのだ。毎夜のように、囁ささやきつづけた浅ましい愛の言葉。それを身に染しみこませ、複製は何かの感情を芽生えさせた。そして思いつめて、こんな行動をしたのだ。彼は悪くない。

　悪いのはぜんぶ自分だ。

　この寂憐院秘継だ。

　暗く真っ黒な海のなかに落ちていきながら、秘継は泣いた。泣きながら後悔し、懺ざん悔げし、世界の全てに謝罪した。それから伊依とともに牢ろう屋やを蹴け破やぶるまで、虚アン界ダカの奥地にある牢ろう獄ごくにて、泣きながら暮らすことになる。

　俯うつむき、身を汚けがし、ひたすら涙なみだを零こぼして。

　全ての記き憶おくや自じ我がや思考が、曖あい昧まいになるくらいに。二百年の時を、泣き暮らしたのだ。だがそれで許されるとは思わない。相応ふさわしい罰ばつだ。足りないくらいだ。ぜんぶ自分が悪いのだ。最初から何も望まなければよかったのに。

　最後は安楽な逃とう避ひに溺れた。

　もしかしたら。

　自分は複製なのかもしれない。自分では本物だと勘違いしているけど、こんな浅ましい生き物が寂憐院秘継のはずがない。彼女はたぶん本物の彼といっしょに、どこか遠い世界で幸せに暮らしているのだ。それは空想だった。自分すら騙だませない噓だった。だが心ここ地ちいい、甘い夢想だった。しだいにそれを事実と勘違いするようにもなった。自分が複製。自分が偽にせ物もの。こんなのは噓だ。ぜんぶ悪い夢だ。

　だから今でも秘継は不安なのだ。

　自分が本物か複製か見分けがつかない。自分でも、もうわからない。複製のほうがいい。本物であってほしくない。本物はどこかで幸せに暮らしている。そう信じて、未来永えい劫ごう、暗くら闇やみの牢屋で涙に溺れていてもよかったのに。

　だから勇者も拒きよ絶ぜつして。

　ひたすら自責と自罰に苛さいなまれて。

　それでも伊依が、牢屋のなかまで会いにきてくれて。

　その姿に、遠い昔、自分が愛した男の面おも影かげを見て。希望の欠片かけらを拾ってしまって。また自分は間ま違ちがえたのか。だが知ってしまった。

　思いこみ、事実と思いこもうとしたことはやはり噓で、自分はたぶん本物。浅ましい、愚おろかな寂憐院秘継。だって、自分が複製なら、彼は──激流院潮静は、こんな自分にこだわりはしなかっただろう。魔ま王おうと潮静が憎にくみあい、争いつづけるのは、複製ではない、本物の秘継がまだ存在しているからなのか。

　確証はない。だが推測はできた。

　自分たちが鉱物の海に逃にげ、そこに虚アン界ダカという自分たちを支配者とする世界を構築してから、こちらの世界で何があったのかはわからない。結果から、推理で埋うめていくしかない。それは、とても気が滅め入いる想像だったが。

　結けつ晶しよう化した鉱物のなかに、後に魔王と呼ばれる複製の潮静は閉じこめられた。潮静自身ではない彼は知識や研究成果の全すべてを理解していたわけではないのだろう、完璧にこちらの世界と虚アン界ダカを切り離すことはできず、鉱物──アンダカストーンと呼こ称しようされ始めたそれを用いて人間が接せつ触しよくする余地を残してしまった。

　二百年も、こちらの世界──現界カナイに置き去りにされた潮静は、怪造学という学問を設立し、ひたすらに魔王を殺し、虚アン界ダカを滅ほろぼすための研究をつづけた。彼の内心はわからない。秘継には想像もできない。

　だが潮静のその行動は、魔王を刺し激げきした。絶え間なく責めさいなまれ、同時に彼は疑心暗あん鬼きを育てていった。

　ほんとうに牢屋に閉じこめた秘継は本物なのか。

　秘継自身がその確証をもてず、罪悪感も手伝って否定するのだ、魔王は不安だっただろう。ゆえに秘継とともに虚アン界ダカに逃のがれてもそれで満足はせず、むしろ潮静に一いつ杯ぱい食わされたのかと邪じや推すいし、激しく彼と現界カナイを憎むことになる。鉱物になかば溶よう解かいし同一化した彼は、もはや鉱物を砕くだき肉体を取り戻しても、元どおりとはいかない。変わり果てた己おのれを嘆なげき、また二百年も醸じよう造ぞうした憎ぞう悪おを抱いだき、潮静に怒いかりをぶつけるだけ。

　現界カナイに残された寂憐院の初代は、たぶん複製だったのだろう。役目を疑わずに、子孫を残し、淡たん々たんと人生を送って死んだ。彼女が本物なのではないかと秘継も疑っていたが、今となっては確かめるすべもない。わかるのは、寂憐院初代が死んでも何も終わらなかったこと。潮静とその複製は、今も争いつづけていること。

　どうして？

　何もかも終わりにして、諦めてしまえば楽なのに。

　どうして、まだ争う？

　秘継にはわからない。

「わからないだろう、秘継」

　声が聞こえる。

　気づけば暗闇のなか胎たい児じのように、床ゆかに寝ね転ころがり、丸まっていた。思考するのがひどく億おつ劫くうだ。自分が誰だれかも、よく思いだせない。寂憐院秘継だろうか。愚かで恥はじさらしな、みじめな女。誰も救えず、苦痛から逃れるために優やさしいひとたちを犠ぎ牲せいにした、馬鹿な女。黒い液体に浸ひたり、汚よごれきった今の姿がお似合いだ。

　もういい。もう何でもいい。

　このまま消えてしまいたい。

「わからないのが、おまえの罪だ」

　ごめんなさい。

　謝る。だから許してほしい。もう嫌いやだ。酷ひどいのも痛いのも苦しいのもぜんぶ嫌だ。充分に罰は受けたではないか。まだこれ以上、自分に何を望むというのか。重いのだ。そういうのはぜんぶ、重苦しくて、とても不ふ甲が斐いない。自分は何もできない。求められても、わからないのだ。もう考えたくない。消えてしまいたい。

「複製として生まれた男の気持ちがわかるか」

　わからない。何もわからない。

　わからないのが、罪。

「夜ごとに愛を囁かれ、空っぽの心に感情が満たされ、自じ我がが芽生えたとき。美しいその女が愛するものは、自分の本物だと理解してしまった、偽物の気持ちがわかるか」

　心に鉛なまりが溢れてくる。何もかも重い。潰つぶれてしまいそうだ。

　二百年の、恋こい心ごころ。

　最終兵器は、いまだ効果あり。そうか、まだ愛してくれているのだ。

　こんな自分を。

「勇気をだして命がけで奪うばい、ともに手をとり異世界にまで逃げ、おまえを手にいれられたと思ったのに。おまえは自我を放ほう棄きし、泣き暮らすだけで、俺を最後まで見ることすらなかった。俺は憎む。おまえではない、そこまでおまえを縛しばりあげ、愛されつづける潮静が憎にくい。俺の本物を、俺が偽物であることを、憎悪する」

　あぁ──。

「俺は間違っているか？」

　間違ってなどいない。

　悪いのは自分だ。申し訳がない。純粋な彼を傷つけた。

　身体からだは偽物でも、その心は真実だっただろうに。

　気づかずに。見ないふりをした。目を逸そらし。彼を拒絶した。

　愛いとしい彼の複製は、二百年ずっと、そんな秘継の態度に切り刻まれていたのだ。怨うらむのも当然だ。憎むのは必然だ。踏ふみにじり、唾つばを吐はきかけ、罵ののしるがいい。

「ここまで言っても、わからないだろう」

　ごめんなさい。

「俺はただ、おまえに──」

　わからない。わからない。わからない。

　床に全身を投げだしたまま、秘継は真っ黒な汚お泥でいのなかで思考を放棄した。もう何も考えたくない。目の前の、魔ま王おうの足あし下もとを見つめる。土ど下げ座ざして、謝れば許してくれるだろうか。こんなに怒っているのだ。ふつうに謝ってもだめだ。どんな醜しゆう態たいをさらせば、笑ってくれるだろうか。何をすればいい？　何を見せれば──彼は満足するのだろう？

「もういい」

　魔王は吐き捨てた。

　それは、とても哀かなしそうな声だった。

「おまえの心は得られずとも、おまえの存在を今度こそ、俺のものにする。おまえの肉体は経年劣れつ化かし海の藻も屑くずと消えたが、複製の子孫ではあるが──遠い子供の、その肉体はここにある。この身体を、俺のものにする。そこに宿ったおまえの残ざん骸がいごと」

　疲つかれきった声だった。

「それで、ほんのわずかでも慰められる。最終兵器も役立たずになり、魔軍は怪造学会を蹂じゆう躙りんし、俺を傷つけるだけだったこの世界は滅ほろぶ。潮静も苦しめて殺す。それで、すこしは溜りゆう飲いんもさがる。俺は何も得られないが、おまえらも同じようにしてやろう。全すべてを失え。俺を生みだした全ての要素に、呪のろいと滅びがあればいい」

　これで。ぜんぶ終わるのか。

　ならば──それも、いい。それで、いい。

　終わらせてほしい。

　もう何も見たくない。聞きたくない。考えたくない。

　消えてしまおう。みんなで。

「俺のものになれ、秘継」

　魔王の要求が、単刀直入に申し渡わたされる。

　それは圧力をともない、こちらの心をずたずたにした。

　何て寂さびしい、愛の言葉。

「跪ひざまずき、靴くつに口づけろ。服従の言葉を吐き、その身を差しだせ。心はいらない。もう、求めない。あいつに渡すくらいなら、俺が壊こわしてやるよ。めちゃくちゃにして、未練を晴らす。その後は全てを滅ぼそう。くだらない、全てを」

　そうだ。

　これで──。

　いいのだ。ぜんぶ、いいのだ。生まれてきたのが間違いだった。恋をしたのが過あやまちだった。何もかもが不幸の種となり、悲劇の花を咲さかせるだけ。無む駄だで、醜しゆう悪あくな人生だ。痛めつけられて、千ち々ぢに引き裂さかれて報むくいを受ければいい。こんな肉体など、こんな存在など、人生など、いくらでも差しだそう。それで彼が満足するなら。

　許してくれるなら。

　ぬるぬると濡ぬれた床に手をつき、犬のように這はって、彼の靴に顔を近づける。彼のものになろう。めちゃくちゃに壊されて贖しよく罪ざいとしよう。彼の犬になり、奴ど隷れいになり、下げ僕ぼくとなって媚こびへつらおう。泣きながら謝って、せめて上手に殺されよう。

　気づいた。

　何かが光っている。

　眩まぶしいなぁ。何だろうか。何度も見た覚えがある。

　ほとんど無意識に、そちらを見た。

　手首だ。

　そこに、ちいさな重みがある。ふだんは意識しない、身に馴な染じんだ感かん触しよく。それは腕うで輪わだ。真っ白な、秘継の人生を狂くるわせた鉱物と、同じ素材の腕輪。名前を思いだす。苦労して記き憶おくの渦うずから拾いあげたその名めい称しようは、《門ＧＡＴＥ》。現界カナイと虚アン界ダカの入口にして出口。

　たぶん、床に擦こすれて、偶ぐう然ぜんに光を放っただけだろう。だが、目に眩しいその純白は、闇やみに落ちていた思考を奈な落らくの底から拾いあげた。奇き跡せきのように。

　これは、友達から借りているもの。

　彼女は自分は怪造ができないからと、困っている自分に快く渡してくれたっけ。

　ともだち。

　その言葉が、脳のう裏りに反はん響きようする。

　ともだち？

　それは寂憐院秘継の生しよう涯がいに、存在しなかった言葉。ならば、誰だれの記憶にある、たいせつな言葉なのか。思いだす。思いだしたい。忘れちゃいけない。考えろ。考えなくちゃ。魔王が眉まゆをひそめた。《門ＧＡＴＥ》がさらに強く輝かがやく。

　そうだ。

　ずっと昔に思える。

　ちいさかったころ。秘継のように、全てから目を逸そらし、絶望の底にいたとき。暗闇の座ざ敷しき牢ろうで、生まれて初めて見た煌きらめき。笑え顔がおの男の子。涙で滲にじんだ視界の向こうで、弾はじける輝き。何もない空間から、飛びだしてきた可愛かわいらしい生き物。怪造モン生物スター。生まれて初めて見た、自分の人生を変えた虚アン界ダカの怪造学。

　覚えている。

　男の子と別れたとき、託たくされた腕輪があった。

　壊れてしまったけれど、それはずっと伊依の手首にあった。

　刻まれた名前。

　ゆう。遊ゆう。男の子の名前。自分の幼なじみの、大好きなひとの名前。

　そして──。

　いより。

　そうだ。自分は。

「伊依！」

　同時に、全ての闇を吹ふき飛ばすような怒ど号ごうが放たれた。

　背後だ。魔王のそばで跪き、彼を主と認める行こう為いをしかけていた伊依は、ひどく重苦しい顔をかろうじて後方へ向けた。臓物のような壁かべを切り裂き、狭せまい入口を拡張して全身鎧よろいの少女が現れていた。白い髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。血まみれだが、目は死んでいない。

　舞弓だ。戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。

　動けるはずのない怪け我がだったのに、必死で身体からだを引きずって、辿たどりついたのだ。

　何のために？

　考えるまでもない。

「そいつの言葉に耳を貸すな！」

　彼女はいつだって、正義の味方だった。

　間違ったことを吹き飛ばす、強く正しい女の子だった。

「君の人生は、君だけのものだ!!」

「邪じや魔まを──するな」

　魔王が表情に悪意を滲にじませて、邪悪な黒い波動を解き放った。覚えている。上級一位の《鳳フエニ凰ツクス》を一いち撃げきで屠ほふり去った、魔王の純じゆん粋すい無む垢くなる攻こう撃げきだ。舞弓が枯かれ木のように弾はじき飛ばされた。重傷だ、避さけられるわけがなかった。決戦兵器の破は片へんが散らばり、血ち飛沫しぶきが鮮あざやかに舞まいあがった。伊依の思考も、一いつ瞬しゆんで回復する。

　見ると全身が黒い粘ねん液えきや細く絡からまった植物か触しよく手しゆのようなものに覆おおわれ、そこから悪意や後ろ向きな思念、そして伊依と、同化した魔姫を同時に狂くるわせる邪悪な呪じゆ縛ばくが送りこまれている。これで洗脳し、伊依から思考能力を奪い、最終兵器ごと自分の下僕として服従させるつもりだったのだ。

　こんな方法でしか。

　こんな方法でしか……！

「もうやめて！」

　伊依は絶ぜつ叫きようした。黒い呪縛を振ふり解ほどき、光を放ちながら跳ちよう躍やくする。不器用に。でも一生懸けん命めいに、真っ直すぐに。涙を零し、血を流しながらも。あらんかぎりの気持ちと、情熱をのせて。ずるずる滑すべる床を蹴けり、我が身を顧かえりみずに飛びこんだ。

　魔王のもとへ。目の前の、彼の身体へと。

「お願いだから、もうやめてよ!!」

　そして魔王と呼ばれた、複製の男を力いっぱい抱だきしめた。
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　向日葵ひまわりが散っている。

　夏はまだ盛さかりだ。枯かれ果てたわけではないだろう。虫にでも食われたのか。ありえない。自分が手ずから管理しているのだ、この向日葵は世界でいちばん安全といってもいい。根ね腐ぐされか、感染症しようにでもやられたか。それもちがう。どんな図ず鑑かんを引っくりかえしても、こんな状態になる病気は記き載さいされていない。

　無む惨ざんに踏みにじられ、燃やされたのか炭化して、あたりに散らばるなんてこと。

　偶然や病気で片付けるには、あまりにも悪意が濃のう厚こうだった。

　頭にのせた麦わら帽ぼう子しをぎゅっと押さえ、寂じやく憐れん院いん友ゆう樹きは歯は軋ぎしりを鳴らした。

「…………」

　全国にいくつかある、虚こ島じまの屋や敷しきである。

　虚島慈いつ樹きという怪モン造ステ学イス者トは世間的には評判がいい。というか、表の怪かい造ぞう学会ではその業績を評価され、賞賛されている偉い大だいな人物である。妻の収入も多大なうえ、その膨ぼう大だいな資産は怪造学の歴史でも有数であり、全国各地に秘密基地じみた研究所を残している。表向きは自分の別べつ荘そうとして。裏では、醜悪な研究をつづける苗なえ床どことして。

　だがそんな屋敷も住居として使えないわけではなく、虚島慈樹の研究が凍とう結けつされ封ふう印いんされた今は、危険度も低い。魔ま軍ぐんとの戦争からの疎そ開かい先として、友樹はそんな屋敷のひとつに案内された。夢ゆめ追おい坂ざかの町からは、それなりに離はなれている。心しん配ぱい性しようの弟──仇あだ祭まつり 遊ゆうが珍めずらしくわがままを言ったので、これでも夢追坂からはいちばん近い位置の屋敷なのだが。

　身の回りの世話は駆かる原はら遥はるかという女性がやってくれているし、遊がやたら愚ぐ痴ちっぽくなったことを除けばおおむね快適だった。足手まといになるだけと自分で弁わきまえているのだろうが、遊はそれでも心配なのだ。見るからに落ちつきがない。

　友樹としては、魔軍との戦争に興味などないし、むしろ魔軍も怪造学会も──当然、伊依も共とも倒だおれになって全ぜん滅めつして、遊といっしょに暮らせるこの屋敷を除いた全世界が滅亡してもいいぐらいだ。そのぐらい、幸福だった。平へい凡ぼんで、だからこそ安楽だった。

　友樹は狂きよう気きの怪モン造ステ学イス者ト、虚島慈樹が生涯を捧ささげた悪夢の研究──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という怪モン造ス生タ物ーを生みだすための素体である。その実験は完成し、友樹は虚アン界ダカのものを喰くらい、我が身に吸収し使し役えきする人工魔王として完成した。

　だがその研究は怪造学会に問題視され、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》も廃はい棄きされた。不要物のように、処分されたのである。その地じ獄ごくを生き延び、連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件で復ふく讐しゆうを果たした。その後も壊れ、病やんでいくだけだったが、伊依天敵との決戦を経て友樹も変わりつつあった。

　あのころのような、身を切るような憎ぞう悪おはもうない。

　もちろん思いだすのもつらいが、思い出として整理できている。もう我を失い、目につくもの全すべてを殺そうとした《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》はどこにもいない。怪かい物ぶつはあの日、死んだのだ。そして遊に、世界に受けいれられた人間としての友樹が、ここにいる。

　治ち療りよう用の包帯や眼帯は、まだ取れない。車くるま椅い子すに腰こしかけ、自分では思うように動けないし、手には点てん滴てきの管が刺ささっている。目元の隈くまは取れないし、我ながら腕うでや足など骨のようだ。もうちょっと食べて体力をつけなくちゃ、と思うのだが、歯も胃も弱くて思うようにいかない。溜ため息いきをつくが、そんな悩なやみしか抱いだいていない自分が、誇ほこらしくもあった。

　服装はワンピース。麦わら帽子はかぶりっぱなし。

　遊が喜ぶかなと思って、髪の毛をあいつみたいに左右でまとめた。色の抜ぬけた黒い髪は、我ながら瑞みず々みずしさがない。あいつと比べて何とも不健康で、みじめになる。でも友樹はこの髪型をやめない。麦わら帽子も外さない。ちょっとずつ、健康になればいい。

　この何でもない服装がよく似合う、ふつうの女の子に。

　それなのに。

「ふぅん」

　友樹は車椅子の車輪に手を置いたまま、足あし下もとを見下ろした。

　時刻は昼過ぎ。空は晴天。だがどこかで火事でもあったのか、不ふ吉きつな黒い雲が湧わいている。雨がふるかもしれない。風もでてきた。空気が生ぬるい。その禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを助長するように、足下には向日葵の屍し骸がいが散らばっている。

　向日葵が、好きだ。

　真っ直すぐで、綺き麗れいで、それは友樹にないものだから。

　夏らしい健康さに、憧あこがれるから。

「こういう気持ちだったのね」

　だから無理を言って、前の屋敷と同様に、この庭にも向日葵を植えてもらっていた。疎開にでることを決めてから、友樹が手ずから育てたのだ。図鑑と睨にらめっこし、育てかたの教本を熟読し、土を選び、頰ほおと指先を泥どろだらけにし、ちょっとした変化に一喜一いち憂ゆうしながら、友樹が一生懸命に育てたのだ。

　我が子のように。

　ただただ、この子に綺麗に咲いてほしくて。

　大輪の花が開いたとき、友樹は涙なみだを零こぼした。純じゆん粋すいに、生命の偉大さに感動した。自分の手で、血まみれの手で、命を育てられるのだと知った。風か邪ぜを引くからと遊に屋敷へ戻もどされるまで、友樹は一日中、にこにこ笑って向日葵を眺ながめていた。

　そんな向日葵が、無惨に蹂じゆう躙りんされている。

　友樹は思いだしていた。

　種をここに植えてからの、苦労と、それ以上の喜びの日々。汗あせみずくで土を耕し、肥料を選び、失敗して涙ながらに遥の教えを甘んじて受けて。犬の散歩をしているひとや、近所の老人と何気ない会話をして。いつしか、自然に笑えるようになっていたのに。

　積み重ねた日々を想おもい、それが呆あつ気けなく踏ふみつぶされた不条理を憂うれいて。

　友樹は茫ぼう然ぜん自失していた。

　怒いかりも憎悪もない。ただ、あぁそうか、と思った。

　殺すというのは。

　死ぬというのは。

「誰だれかが、こんな気持ちになるっていうことなのね」

　友樹は頰に手を当て、目は見開いたまま、何度も頷うなずいた。

　じっと花の屍骸を見つめる。

　文字どおりそれは屍しかばねだ。生きかえるわけがないし、何も語らない。眺めていても意味はない。だが、そんな奇跡を望む。御お伽とぎ噺ばなしのように、不自然な魔法がかけられて、また向日葵が起き上がるのではないかと。だが待てど暮らせど、変化はない。

　友樹は、静かな表情だった。

　ほんとうの哀しみに、冷たい湖面のようにその眼まな差ざしは澄すんでいた。

　花がこんな状態になった理由はわからない。現在の友樹の感覚器は、常人以下だ。朝は無事だった。目を離したのは、昼食をとり、日課のリハビリテーションの運動をしたわずかな数時間のみ。その間に、向日葵は花か壇だんごと無惨に撒まき散らされていた。

　犯人捜さがしをする気力もない。原因を探さぐる意欲もない。

　ただ純粋な哀しみのなか、友樹は独りごちる。

「そうなんだ」

　生まれて初めて、それを知ったのだというように。

「死んでほしくないっていうのは、こういうこと？」

　唄うたうように。

「死んだら寂さびしいって、ねぇ伊い依より、わたしにもわかる気がするよ」

　天敵の名を、今日ばかりは優やさしくつぶやき、友樹は車椅子から降りた。足の筋肉は弱まっているが、まったく動かないわけではない。リハビリはつづけているし、短時間なら歩行も可能だ。友樹はよろよろと足を動かし、地面に跪ひざまずいた。

　そして目元を拭ぬぐい、地面にゆっくり穴を掘ほり、汗を拭いながらそれをつづける。

　お墓を、つくろう。

　花が死んだとき、どうすればいいのか友樹は知らない。お葬そう式しきに行ったことはある。あれを真ま似ねればいいのか。とりあえず、屍骸をこのままにしておくのは不ふ憫びんだ。埋うめて、せめて土に還かえしてあげよう。

　馬鹿なことをしていると、笑われるかもしれない。

　でも友樹は真しん剣けんだった。

　花なんか、また育てればいい？

　そうじゃない。そんな問題じゃない。

　友樹の心に怒りが燃えあがった。

　哀かなしみを火種にして、それは徐じよ々じよに友樹の全身を支配した。向日葵をいくつも埋め終えるときには、その憤ふん怒ぬの炎ほのおは我が身を焦こがしそうなほど猛たけり狂くるっていた。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》だったときの、苛いら立だち混じりの八つ当たりではない。

　たいせつなものを奪うばわれた、その悲劇に憤いきどおる、それは無む垢くなる激げつ昂こうだった。

　友樹は泥だらけになりながら、自じ嘲ちようして微笑ほほえんだ。

「ねぇ伊依、あんたの気持ちがわかるかもしれない。おかしいよね、あんたのことは永遠に理解できないと思っていたのに。なぜか、あんたが馬鹿みたいに繰くりかえしていた言葉ばかり思いだすよ。ねぇ伊依、変でしょう。あんたと喋しやべりたい気がするよ」

　背後から気配がした。

　友樹はまた目元を拭い、無言で振りかえる。そこに立っているのは、駆原遥だった。もともと友樹の保護者のようになっている虚こ島じま罠わな奈なに仕えていたメイドで、まだ若い、女の子と呼んでもいい人物である。罠奈よりほんのちょっと年上なくらいか。人参色の髪の毛に、そばかす。いつもメイド服を着こなしている、陽気で不思議な性格の持ち主だ。

　だが様子がおかしい。

　いつも彼女はどこか奇き天て烈れつだが、そういう〝変〟ではない。最初は、姿勢がおかしいのだと思った。傾かたむいている。友樹は目を凝こらし、もっと深刻なことに気づいた。いつも身なりはきちんとしている彼女の肩かたのあたりが、引き裂さかれ露ろ出しゆつしている。そこから覗のぞくのは肌はだと、血の色だ。傷口から、ヘドロを固めたような不気味な腕が生えている。

　遥は白目を剝むき、意識を失っているのか、言葉を発さない。

　もともと遥は虚島の研究所とも関かかわりがあった人物らしいが、現在はごく平凡な人間のはずだ。こんな状態はありえない。友樹は錆さびついた感覚器を総動員し、相手の気配を探さぐった。

　かすかだが、《魔ま力りよく》を感じる。

　怪造モン生物スターか。

　取り憑つかれているのか。

　友樹にも記き憶おくがある。怪造モン生物スターを除去され、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》としての実力は発揮できない友樹だが、知識と経験は残っている。悲ひ哀あい大公の眷けん属ぞくなどに、人体に取り憑く寄生虫のような連中が存在するのは熟知していた。だが理解できない。ここは疎開先。激戦区の夢追坂とは距きよ離りがある。どうしてこのタイミングで、戦争とは無関係な遥が？

　疑問は残るが、ぼうっとしている場合ではない。

　遥は攻こう撃げき本能のみを残して自じ我がを奪われているらしく、肩から生やした奇き妙みような腕を振ふり回していた。樹木が薙なぎ倒たおされ、庭のあちこちが抉えぐられている。こちらに気づいて、遥が獣けものじみた咆ほう哮こうを放った。真っ直すぐに向かってくる。

「ちぇっ……」

　現在の友樹に戦せん闘とう能力はない。皆かい無むだ。常人とすら喧けん嘩かもできない。身を守る術すべも、ない。怪造モン生物スターに襲おそわれれば、一方的に嬲なぶられて殺されるだけだ。おとなしく逃にげるのが賢けん明めいだろうが、不幸なことに車椅子から降りている。自由に動けない。おまけに、相手は運動能力も強化されているのか、文字どおり人間離ばなれした動きで迫せまってくる。

　殺される。

　こんなところで。

　無意味に、呆気なく死ぬために、生き残ったんじゃ──。

「姉さん！」

　思わずぎゅっと目を瞑つぶり、頭を抱かかえて本能的に身を守った友樹は、耳に心ここ地ちいい強い声こわ音ねを聞いた。慌あわてて目を開くと、異変に気づいた遊が屋敷の扉を開け放ち、迅じん速そくに飛びだしてくるところだった。

　彼も友樹の世話をするため、この屋敷で暮らしている。特にやることもないので、友樹のためにリハビリなどの勉強をしてくれているようだったが。

　女の子みたいに整った顔立ちなのに、真ん中から色のちがう疵顔。黒い服に鴉からすの羽をあしらった遊は、そのまま彼の武器である巨きよ大だいな鎌かまを何もない空間から取りだした。彼の片手に嵌はめられた武骨な腕うで輪わ──《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》には、五体の怪造モン生物スターが収納されており、持ち主の意志によって自在に取りだせるのだ。

　あの鎌も怪造モン生物スターだ。相手の間合いを外す特とく殊しゆ能力と、見た目どおりの殺傷力を有している。凡ぼん百ぴやくの怪造モン生物スターには、遊は負けない。

「ごめん遥さん！」

　そのまま鎌を振りかぶり、謝罪しながら遊は思いっきり柄えの部分で遥を殴なぐった。鈍にぶい音がしたが、咄とつ嗟さに相手は身をよじっており、衝しよう撃げきが伝わりきらない。遊としても牽けん制せいと、友樹が逃げる時間を稼かせぐための一撃だったのだろうが──。

　友樹はその刹せつ那なの間かん隙げきを、遊の意図とは別の方向で活用した。

「遊、どいて。邪じや魔ま」

　泥だらけのまま跳はね起きて、渾こん身しんの平手打ち。遥の顔面を殴り、その勢いのまま接せつ触しよくした掌てのひらから遥の身体からだを解かい析せき。その肉体に取り憑き、巣くった怪造モン生物スターを根こそぎ引っこ抜き──あっさりと喰くらった。

　人間の食事とは、あまりにも異なる、単たん細さい胞ぼう生物の捕ほ食しよくにも似た取りこみ。それが《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》としての、平凡に暮らすため友樹が使用を避さけてきた能力である。

　だが、今回は例外だ。

　遥の足あし下もとを見る。操あやつられてやったのだろうが、庭を踏み荒あらし、友樹の向日葵を潰つぶしたのは彼女だ。正確には、遥に取り憑ついた怪造モン生物スターだ。

　許せない。

　どんな手を使ってでも、目にもの見せてやる。

　そう誓ちかった友樹は、己おのれの行使しうる最高の能力でその恨うらみを晴らしたのだ。

　全身に力が漲みなぎってくる。《魔力》としては少量だが、呼吸も苦しかったさきほどまでと比べれば格段に楽だ。身体が軽い。機き敏びんに立ちあがった。車椅子も必要ない。

「ね、姉さん。もしかして──」

　そんな友樹を遊が心配そうに見てきたが、それよりも先に遥が正気に戻った。

「はっ、メイドさんはいったい何を!?　駆原遥、一生の不覚！」

　大げさに慌てて、自分の身体を確かく認にんし、彼女も素しろう人とではないのだ──自分の状じよう況きようと、友樹の行動の意味を悟さとったのか、真顔で感謝を述べてきた。

「あ、ありがとうございます、友樹ちゃん！　危あやうく昔に逆ぎやく戻もどりでしたよ！」

　手を握にぎられ、上下左右にぶんぶん振られる。

　すなおな好意と感謝が、友樹にはくすぐったい。

　頰を赤らめ、「べ、べつにあんたのためにやったんじゃ……」などとぐちゃぐちゃ言い訳しているうちに、周囲では騒そう動どうが巻き起こっていた。友樹は明めい瞭りようになった感覚器で、あたりの《魔力》や気配を探さぐる。声や物音なども聞き取り、どうやら同様の事態が同時多発的に発生しているらしいと理解した。

　どういう状況なのだろう。

　遥は寄生虫に操られていた。それで思いだす。友樹がまだ《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》だったとき、相対したあの邪神──悲哀大公は、寄生虫を使し役えきし、人間を操るということをやってのけた。これはその拡大版か。あるいは、あれも今回の争乱の下準備でしかなかったのか。

　ともあれ、敵の手段がわかれば気持ちも楽だ。

　寄生虫なら、自分がひとつひとつ吸いこみ、無力化できる。前回のようにブービートラップ的なものは仕し込こまれていないようだし、食べ放題だ。そして、あれほど嫌いやだった自分の能力を使用することに、さほど抵てい抗こう感かんがなくなっていることに気づく。

　遊を見る。遥を見る。さきほど埋めた、向日葵ひまわりたちを思う。

「誤算だったね、悲哀のおばちゃん」

　友樹は笑った。あの天敵みたいに、真っ直すぐに笑った。

「わたしのことを忘れたの？　あれで決着がついたと思った？　わたしの名前を忘れたの？　くそ生意気で腹がたつ──大公ごときが、調子にのるな！　あははははははは！」

　高笑いをし、友樹は麦わら帽ぼう子しをかぶり直す。

「今回だけだよ、伊依！　前回、恥はじをかかされたぶん、悲哀のおばちゃんに仕返しするだけ！　あんたを助けるんじゃないし、改心したわけでも、恩返しってわけでもない！　そこまで殊しゆ勝しようじゃない！　だけどね、やられっぱなしは癪しやくだからさ──」

　言い訳を重ねて、照れ隠かくしみたいに、麦わら帽子で顔を隠して。

　口元だけは笑えみのまま。

「今回だけは特別サービスの大おお盤ばん振ぶる舞まいで、おまえらの味方をしてやるよ!!」

　宣言し、友樹は騒動の満ちる町中へ飛びだしていく。

　怪造学の最高傑けつ作さく──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の参戦。それは同時に魔ま軍ぐんの計画に綻ほころびが生じ、その企くわだてに亀き裂れつが走る契けい機きとなった。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　古こ頃ころでの攻こう防ぼうは一進一退であった。

　もともと総力戦に際して、怪造学会の動きを麻ま痺ひさせるのが目的なのだろう。こちらを完全に、圧あつ倒とう的に叩たたきつぶすほどの戦力が投入されていたわけではなかった。居残りのものでも抵抗は可能だったが、決して楽観できる規模でもない。

　焦しよう燥そう感かんだけが募つのっていく。

「ふうっ」

　宇う宙つ木きは珍めずらしく疲ひ労ろう感かんのある溜ため息いきをつき、苛立たしげに髪かみの毛をかきあげた。

　凍こおりついたような美び貌ぼうが、苦く渋じゆうに歪ゆがんでいる。

「いったい何年ぶりかな、戦闘なんてさ」

『相変わらず手て際ぎわいいな宇宙木ちゃん』

　その指先で、髑どく髏ろの首くび飾かざりが感心したような声をあげた。宇宙木とちがってこちらは戦力的にはまったく期待できないが、そのぶん冷静に状況を把は握あくし、推理を組みたててくれる。なるほど、便利なものだ。

『悲哀大公の寄生虫か──地道に、長い時間をかけて怪モン造ステ学イス者トたちに寄生させてたんだろうな。各種の検査でも気づかないぐらい密ひそやかに、虎こ視し眈たん々たんと。あちらさんは俺らとちがって時間に縛しばられちゃいないし、もしかしたら大昔からずっと仕込んでいたのかもしれねぇな。まったく、油断も隙すきもない連中だぜ』

「そうね。無む情じよう洞どう事件も同様の構図だって話だしね」

　宇宙木は周囲を見回す。場所はまだ司令部だ。突とつ如じよとして暴徒と化した怪モン造ステ学イス者トたちを沈ちん静せい化するのに、数時間を要してしまった。相手を殺さず、なるべく傷つけずに捕ほ縛ばくする。甘っちょろい話だが、仮にも仲間だし、無情洞の悲劇を繰りかえしてはいけない。

　足あし下もとには捕縛用の呪じゆ具ぐで拘こう束そくされた怪モン造ステ学イス者トたちが、昏こん睡すいし、または失神して転がされている。今は治ち療りようし、寄生虫を取り除いてやる余よ裕ゆうはない。方法もわからない。無情洞事件は原因不明として捜そう査さを棚たな上あげされてしまったし、おそらく悲哀大公がじきじきに仕込んだ眷属の怪造モン生物スターだ、簡単に除去できるとは思わない。

　今のところ死者がでていないのが幸いだが、それも時間が経たてばわからない。

　急がなくてはいけないのだ。

　宇宙木は持久力のない自分を不ふ甲が斐いなく思いつつ、呼吸を整えながら会話をつづける。

「ほんとうに無情洞事件と同様なら、放置したら全ぜん滅めつよ。互たがいに殺しあわせる。ただそれだけの単純な攻撃で、作戦だけど、なかなか厄やつ介かいだわね」

『無情洞事件のほうはどうやって解決したんだ？』

「解決してないわよ」

　宇宙木は平然と言ってのけた。

「ひとりを残して全滅。皆みな殺ごろしね。前例がなかったわけだし、対応できなかったわけね」

『…………』

「その唯ゆい一いつの生き残りが、霧きり晴はるくんだって話だけど」

　宇宙木も知識として弁わきまえているだけで、詳しよ細うさいについてはよくわからない。かなり前の出来事なのだ。宇宙木も現役ではない。資料として何度か読んだことがあるだけだ。怪造学の歴史に残る陰いん惨さんな出来事。無情洞事件。過去の悲劇だと思って、追及を怠おこたっていた全すべての怪モン造ステ学イス者トが愕がく然ぜんとしている。

『不ふ動どうが怪造モン生物スターを憎にくむのは──』

「知っていたんでしょうね。あの事件の原因が怪造モン生物スターだって。総長にそう唆そそのかされたのかもしれない。怪造モン生物スターを憎むものは、総長の味方だしね。けどまぁ、悲哀大公の寄生虫が原因だと た対いし症よう療りよ法うほ的うてきに把握できたわけだけど、根本的な解決は難しいわね」

『暴れてるやつをひとりひとり捕ほ獲かくし、無力化するしかないか』

「それを実行してんのよ」

　無む駄だ話をしている暇ひまもないかと、宇宙木は疲ひ労ろうした身体に鞭むち打うって立ちあがる。宇宙木は悲哀大公とは別口の寄生虫──《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に身体を支配され、その力の恩おん恵けいに与あずかっている。だが酷こく使しされた肉体はとうの昔に限界で、あまり無理はできない。寿じゆ命みようも、さほど残っていないだろうし。

　だが《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に頼たよらなくても戦闘はできる。

　これでも元執しつ行こう部ぶだ。

　銃じゆう器きと呪具を抱かかえこみ、宇宙木も行動を再開する。

「ほんとうにまとめて解決したいなら、眷属の大元になってる悲哀大公をどうにかするしかないけど。最前線のみんなも身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだろうし、爆はぜ川かわくんたちだけで倒してのけるのは無茶かな」

　冷静なその言葉に、滅めつ作さくが思案げな声をあげた。

『伊依の最終兵器と、あと決戦兵器はどうなんだ？』

「魔ま城じように突とつ入にゆうして消息不明らしいわね。通信機が壊こわれたらしくて音信不通。それこそ、彼女らが魔王をどうにかしてくれたら、最高なんだけど。今のところ宝くじより望み薄うすだわ。私たち一いつ般ぱん人じんは堅けん実じつにやりましょ」

　通信機を利用し、各方面と連れん絡らくをとる。数は多くないが、最低限の戦力はいる。無情洞事件のように、何もかもが転がり落ちるようにして全滅することはないだろう。

『そういえば──宇宙木ちゃんは《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》が寄生虫の侵しん入にゆうを防いでるんだろうし、まだ無事な連中もそんな感じだろうけど、不動はどうして平気なんだ？』

　滅作が素そ朴ぼくな疑問を抱いだいたように、その事実を指し摘てきした。

　宇宙木は肩を竦すくめる。

「霧晴くんも、たしか過去に《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》と交戦して怪造モン生物スターを埋めこまれてるのよね。それで今回は寄生から逃のがれられたんでしょ。無情洞事件のときはだめだったみたいだけど──救助しにきた女のひとに、嚙かみついたって話だしね。でも、さすがにそのときの寄生虫は除去されているでしょ」

『不動にとって、今回は雪せつ辱じよく戦になるな』

「そうね」

　宇宙木は廊ろう下かを急ぎながら、各所に指示を飛ばし、微笑ほほえんだ。

「わかんない子だし、危ない性格をしているけど、彼も怪モン造ステ学イス者トだしね。信じましょう、私たちの味方だと。事実、彼はひとりも殺さなかった。ううん、爆川くんは人殺しってよく罵ののしっているけど、無情洞事件から、彼はひとりも殺していないのよ？」

　語りあううちに、騒動が満ちる場所へと辿たどりついた。

　古頃に残っている動けるものは、倉くら波なみと罠奈に率いられ、それぞれ各所をひとつずつ無力化し沈静化させている。遊ゆう撃げき隊として自由に飛びまわり、目につくところを救済しているのが宇宙木と不動だ。不動は言うことを聞かないので、そうやって遊ばせていたほうが役にたつと宇宙木は経験則から理解していた。

　長い廊下を折れると、信じがたい光景が見えた。

「おぉ宇宙木センセイ、こっちは危ないで！」

　全身血まみれの不動が、そこで愉たのしそうに笑っている。一いつ瞬しゆん、ぎょっとしたが──宇宙木はすぐに理解した。返り血だが、人間のものではない。見る間に血は粒りゆう子しに分解され、消滅する。怪造モン生物スターの血液だ。怪造モン生物スターは肉にく片へんも体液も残さずに、《魔力》が尽つきればこの世界から消滅する。

　片手で三本の刀を握りしめるという奇妙な構えの不動は、数体の異い形ぎようと相対していた。怪造モン生物スターである。古代の化け物のような、禍まが々まがしい連中だ。無数の眼球をもつ巨大な蛸たこ。二足歩行する、酷ひどい臭しゆう気きの有ゆう袋たい類るい。粘ねん液えきを迸ほとばしらせる腐ふ敗はいしたような色の花。

　悲哀大公の眷けん属ぞく──ではない。あれの眷属は寄生虫で、もっと小型であり、《魔力》もちいさい。寄生の能力にのみ特化しているのだ。だが廊下を崩くずさんばかりのあの巨きよ体たいは、あきらかに戦闘向きだ。どこから現れた？　古頃の防備はまだ活いきているはずだ、外から侵しん入にゆうはできないのだが──。

「操あやつられた怪モン造ステ学イス者トが怪造したみたいや」

　不動が端たん的てきに状況を表した。

　宇宙木は青ざめる。そうだ。何も自ら暴れるだけが怪モン造ステ学イス者トの能ではない。もっとも恐おそろしいのは、怪造をされることだ。怪造の難易度が上じよう昇しようしているというが、それは人類に敵対した魔軍が、こちらに協力するのを拒こばむためだ。人類を攻撃するためなら、喜んで現れるような連中は多くいるのだろう。

　寄生虫によって怪モン造ステ学イス者トに取り憑き、内部に侵入し、暴れて機材を破は壊かいし、さらに怪造モン生物スターを怪造して被ひ害がいを広げる。トロイの木馬じみた、厄介で危険な作戦だった。魔軍のことを侮あなどっていたとはいわないが、ここまで迂う遠えんで狡こう猾かつな搦からめ手てをつかってくるとは。

　悲哀は戦闘力で憤ふん怒ぬや虚きよ無むに劣おとるというのが前情報だった。その認にん識しきは間ま違ちがっていないだろうが、悲哀大公には別種の恐ろしさがある。不死身ゆえに何度でも蘇よみがえり、時間をかけて策を弄ろうし、あの手この手で侵略してくる。

　紛まぎれもなく悲哀も虚アン界ダカの大公。

　恐るべき──化け物だった。

「びびってる場合とちゃうで、宇宙木センセイ」

　揶や揄ゆするようにそう呼びかけながら、不動は廊下の端はしを指さす。そこに、吹ふっ飛ばされて壁かべに背中をぶつけたのか、昏こん倒とうしている怪モン造ステ学イス者トが数人いた。

「怪造モン生物スターを怪造した連中はしばき倒したけど、完全に拘束したわけとちゃう。《門ＧＡＴＥ》を奪うばって、縛りあげといてくれへん？　ほかの場所で戦っている連中にも、《門ＧＡＴＥ》を取りあげること、怪造モン生物スターが怪造される可能性があることを伝えるんやな」

「言われなくても、やってるわよ」

　宇宙木は各所と連絡をとりつづけている。どこも似たような状況らしい。長引くと不利だ。最悪でも最前線の援えん護ごができなくなる程度だと思っていたが、この調子だと本気で古頃が全ぜん滅めつする可能性すらある。

「下がっとけや！」

　怒ど鳴なって、不動が爆ばく走そうする。その巨体からは信じがたい速度で駆かけ、跳ちよう躍やくする。蛸の怪造モン生物スターが触しよく手しゆを伸のばしたが、それは不動に届く前に細切れにされた。刹せつ那な、不動の刀が敵の内部まで突つき刺ささり、血ち飛沫しぶきをあげる。

　直後、理解しがたい光景があった。

　蛸が爆発したのだ。内部から、無数の刃やいばが解き放たれる。それは不動が握りしめている刀に似ていた。怪造モン生物スターの内部から、不動の刀が大量に出現し、ばら撒まかれる。それらは爆風と血飛沫にのって駆けめぐり、残りの二体もまとめて串くし刺ざしにした。身み悶もだえ、怪造モン生物スターは傷つき、戦闘不能であることを自覚したのか、粒子になって消滅する。

　あとには不満そうな、やっぱり気け怠だるげな不動のみが残った。

　廊下の向こうに避ひ難なんしていた宇宙木は、ひょこっと顔をだす。

「殺さないのね。怪造モン生物スター、嫌きらいじゃなかった？」

「大嫌いや。殺したいで」

　不動はぶつぶつ愚ぐ痴ちを零こぼしている。

「でもあの偽にせの殻から蛇だでなぁ、怪造モン生物スター殺そうとしたらむっちゃ子供に邪じや魔まされたんよ。爆川の小こ娘むすめもやたら絡からんでくるし、殺すより面めん倒どうやわ。そんなんで余計に時間くうよりは、一匹ぴきでも多く切り刻んで苦しめたほうがええと思わん？」

「君の思考ってわからないわ」

　でもまぁ、無む邪じや気きな男ではあるのだ。戦せん闘とう狂きようだが、決して無益な殺せつ生しようを好むわけでもない。真っ直すぐで、ある意味では嫌凪と似ている。だからこそ、同族嫌けん悪おでいがみあうのだろうが。まったく、手のかかる子ばかりだ。宇宙木は嘆たん息そくする。

　しかし不動が戦うのを見たのは初めてだ。興味をおぼえ、宇宙木は尋たずねてみる。

「それより霧晴くんさ、さっきのは何をやったの？　刀がめちゃくちゃ生えてたけど」

「あぁ──」

　不動は手を開閉させ、首の関節を鳴らす。

「怪造みたいなもんや」

「みたいなもん？」

「無情洞事件からこっちな、できるようになった。たぶん除去されてへんのやろ、寄生虫が。そいつが補ほ佐さしてくれるおかげで、めちゃくちゃ怪造がしやすい身体からだになってんねん、おれ。呪じゆ文もんなしでも下級なら余裕で怪造できるし、それを応用してあんなん……」

　説明するのが億おつ劫くうなのか、投げやりに語っている。

「怪造モン生物スターの身体をその場で弄いじくってな？　ほら連中、切ったり貼はったり簡単にできる構造やから、その場で身体を改変して内側から変形させんねん。とりあえずさっきは刀っぽいものに変化させて、命令して周囲に飛ひ翔しようさせた──ねんけど、わかる？　おれ、説明してわかってもらえた例ためしがないんやけど」

「そりゃそうよ、霧晴くん」

　宇宙木は呆あきれて、頭を抱かかえた。

「いくら怪造モン生物スターが弄くりやすいからって、その場で改変と肉体の組み替かえなんて荒あら技わざ、常人ができるわけないじゃない。常識的に。君は特別なのよ、霧晴くん。なるほど、総長が気にいるわけだわ。無情洞事件を生き残った、その副産物ってこと？」

「望んで手に入れたわけちゃうけどな、こんな優勝賞品は」

　忌いまわしそうにつぶやいて、不動は前方を見み据すえた。

「それより、無駄話してる場合とちゃうで？　あんたなら感じるやろ──」

　不動が身構えた。いつも茫ぼう洋ようとしている男が、全身から殺気を迸らせている。

「でっかいのが、おるでぇ」

　宇宙木も言われて初めて気づいた。古頃には現在、無数の怪造モン生物スターが氾はん濫らんしているらしく、《魔力》が読みづらいので発見が遅おくれた。怪造モン生物スターを察知する能力でも、不動は群を抜ぬいているらしい。怪造学会に所属する、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにして例外的な役番なし。不ふ動どう霧きり晴はるの実力を、宇宙木はこれまで過小評価していたようだ。

　ともあれ、何かがいる。さきほどの怪造モン生物スターとは比べものにならない、凶きよう悪あくで強力な何かが。宇宙木は身構え、その横で不動が刀を鋭するどく放った。

「照れ屋さんか？　出てこんかい！」

　窓辺に突き刺さった刀の向こう。

　ここは地上から遠く離はなれた、かなり高い階層である。窓の向こうに誰だれかがいるわけがない。まったく警けい戒かいしていなかったのだが、気配はそこから濃のう厚こうに漂ただよってきていた。

「ふん。たいした挨あい拶さつだこと」

　平然と、まるで舞い降りた天使のように。

　くるりと身体を旋せん回かいさせ、ひとりの少女が窓の向こうに姿を見せた。上空数十メートルという高度を感じさせない、気楽な調子だった。表情も吞のん気きである。態度は刺とげ々とげしいが。

「窓、開けてくんない？　ぶち破ってもいいんだけど、小こ癪しやくな呪具とかで防護されててちょっと面倒だしさ。安心して、あんたらと喧けん嘩かするつもりはないから」

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》……」

　不動がさらに警戒し、三本の刀を構えた。

　そこにいるのは、たしかに《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》──寂憐院友樹らしい。だが、話に聞いていた彼女とはわずかに異なるようだ。

　友樹は車くるま椅い子すに座った、不健康そうな治療眼帯や目元の隈くまなどが目立つ、肋あばらの浮ういた瘦やせぎすな少女という話だった。だが今は見るかぎり、肌はだに艶つやがある。包帯や眼帯も見当たらない。服装は飾かざり気のないワンピースだし、麦わら帽ぼう子しもよく似合っている。そこが上空でなければ、どこの可愛かわいらしいお嬢じようさんかと思ったところだ。

　黒い髪かみをふたつにまとめた、かつて禁きん忌きと呼ばれた少女は。

　彼女らしい傲ごう慢まんな態度で、胸を張って踏ふん反りかえった。

「非常事態だし、今回だけは……ね？　不動くん、そんな怖こわい顔しないでよ。あんたの身体を弄くったのは、真しん剣けん勝負をしてあんたが負けたからでしょ？　そういう約束で闘たたかってあげたんじゃない、遺い恨こんはないはずだよね？　ほら、窓開けてってば」

「…………」

　不動に目で確かく認にんしながら、とりあえず宇宙木が動いて窓を開けてやった。

「遅おそぉい。ちゃきちゃき動きなよ、おばさん。鈍にぶいんだからさぁ」

「お、おばさん……」

　宇宙木は自分の表情が凍こおりつくのがわかった。滅作が爆ばく笑しようし、不動すら吹きだしていた。こいつらを皆殺しにするまで、この身体はもってくれるだろうか。本気で殺意を抱いた宇宙木だが、対する友樹は平然としている。

　どうも《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》としての能力を発揮し、怪造モン生物スターを取りこんだらしい。全ぜん盛せい期きほどの実力は発揮できないのだろうが、それでも味方になってくれるなら充じゆう分ぶんな助けになる。この状じよう況きよう下かでは、寄生虫をそのまま吸いこみ、また怪造モン生物スターを捕ほ食しよくし強くなる彼女の能力はまさに効果覿てき面めんなのだ。最高の助力となるだろう。

「でも、いいの？」

　宇宙木はちょっとだけ仏心をだした。彼女の事情は知っている。

「無理はしていない？　君が戦う必要は、どこにもないのよ？」

「う、うるさいな」

　意外な反応だったのか、挙動不ふ審しんになって、友樹は麦わら帽子をかぶり直した。

「こ、このわたしが協力してあげるって言っているんだ、泣いて喜べばいいんだ。ふん、ちょいと個人的にむかつくことがあってね、憂うさ晴らし。罠奈もいるんでしょ、ここ。ちょいとあれには恩返しをしときたいしね、それに──」

　言い訳を並べて、友樹は可か憐れんに微笑む。

「あの伊依馬鹿にだけ任せておけないでしょ、どうせ失敗するんだからさ。あいつは、こっちの期待を裏切るんだから。それを、いちばんちかくで嘲あざ笑わらってやるんだよ！　あはは！　も、もういいでしょ、わたしの勝手なんだから！」

　逆ギレしてしまった。子供である。でもまぁ、彼女の協力は非常に助かる。不動も諦あきらめたのか、鉢はち金がねをおろして表情を隠かくした。遺恨はあるのだろうが、べつに状況を無視してまで殺しあいをするほど剣けん吞のんな仲ではないらしい。

　たぶん、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が世間を荒あらしまわっていたとき、怪造学会の刺し客かくとして不動が放たれて、返り討うちにあったとか、そういう因いん縁ねんがあるのだろう。子供の喧嘩だ。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は不動をどうとも思っていないようだし、不動は怪造モン生物スター全ぜん般ぱんが嫌いなだけだ、仮にも人間であると認められた友樹のことは、憎むに憎めないのだろう。

　落ちつかない様子の不動だったが、すぐに気持ちを切り替えたらしい。

　考えるのが面倒になったのかもしれない。

「ま、えぇわ。おまえとドツきあうのは後回しにしとこか。今はこの状況をどうにかせんとな。もしかしたら、引っくりかえせるかもしれんで」

「当然。この寂憐院友樹様がきたからには、悲哀のおばちゃんごときにでかい顔はさせないよ！　思い知らせてやる、実力のちがいってもんをね！」

　高笑いする友樹が、何となく微笑ましく思えて、宇宙木は和なごみながら──ふと、気づいた。通信機を見る。古頃の事変に対応するので手て一いつ杯ぱいとはいえ、前線の様子がわかるように映像だけは繫つないでいた。嫌凪のヘリコプターが撃げき墜ついされないかぎり、映像は途と絶だえないはずだったが。

　そこに異様なものが映っていた。

　最後に確認したときには、悲哀大公が同化したらしい魔ま城じようが古頃に向けて歩みだしたところで、嫌凪たちは必死にそれを食い止めていた。古頃と同様に、かなり深刻な状況だったはずだが。理解できない。信じられない。

「え？　なに？　どうしたの？」

　友樹が、さすがに硬こう直ちよくしている宇宙木の手元を覗のぞきこみ、最前線の映像を見て。

「ひいっ!?」

　あの《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が、全身を震ふるわせて絶ぜつ叫きようした。

「こっ、こいつはっ……どうして!?　なんでこいつが!!」

「わからないけど──」

　宇宙木は思わず、握にぎり拳こぶしをつくっていた。

　年とし甲が斐いもなく、似合いもしない、心からの快かい哉さいとともに。

「勝てるわ！」




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　たしかに、戦せん況きようは芳かんばしくなかった。

　結果的に勝利するためとはいえ、最終兵器と決戦兵器を魔城内部に突とつ入にゆうさせてしまった。これにより、怪造学会の攻こう撃げき部隊は要かなめを失ったに等しい。せめて足止めをしようと攻撃を仕し掛かけたり、呪じゆ具ぐなどで結界を敷しいたりもしたが、圧あつ倒とう的な《魔力》量をもつ魔城には焼け石に水。

　もともと彼ひ我がの戦力差は歴然としている。特に、物量に関しては比べるのも馬鹿らしい。伊依と舞まい弓ゆみが奮戦してくれたおかげで上級一位の怪造モン生物スターは軒のき並なみ倒たおせたが、まだ何体かは残存しているし、それだけでも充分に脅きよう威いだった。神や悪魔と謳うたわれているというのは、何も比ひ喩ゆではない。災害そのもののようなその戦力に、逃にげまわるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　唯ゆい一いつ、効果的な働きをしているのが《雪クールキ童ユーテイ》の桃もも子こである。

　全すべてを凍とう結けつさせるその能力で敵の進軍を阻そ止ししているが、いつまでも維い持じはできまい。彼女が力ちから尽つきたときが、こちらが総そう崩くずれになる瞬しゆん間かんである。そして、それは間近に迫せまっていた。

　桃子は開け放たれたヘリコプターの扉とびらから身を乗りだし、握にぎりしめた扇せん子すを広げて能力を行使しているが、傍はた目めからも限界が近いのがわかった。その真っ白な頰ほおには赤みがさし、汗あせが無数の粒つぶとなってふきでている。

　頃合いか。

　嫌凪はそう判断し、桃子の奮戦に心のなかで手をあわせ、きつく正面を睨にらみつけた。空間ごと凍結された魔城は身じろぎし、津つ波なみを発生させながら徐じよ々じよに拘こう束そくを弾はじき散らしていた。指先らしき位置がぴくぴくと、痙けい攣れんするように動いている。

　すぐにでも敵は行動を再開するだろう。

　白旗でもあげたいところだが、そうは問屋がおろさない。

「よぉし──」

　嫌凪は諦めていなかった。

　桃子のおかげで時間は稼かせげた。

「準備完かん了りようだぜ」

　そして嫌凪は苦く笑しようし、両手を目の前にかざす。その手首には、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アであることを示す金色の《門ＧＡＴＥ》が嵌はめられている。嫌凪の動きにあわせて腕うで輪わは躍おどり、きらきらと星ほし屑くずのような光を零す。

「怪造よりも殴なぐりあいのが好きなんだが、そうも言ってらんねぇしなぁー」

　どうしようもなくなったら。

　ほかに打つ手がなく、絶望的な条件になったら。

　考えうるかぎりのことを試し尽つくして、それを行わなければ全員が死ぬ──そんな危機的状況に陥おちいったとき。そんな条件つきで、嫌凪はほかならぬ伊依から秘策を授さずけられていた。文字どおり奥の手。最後の手段。

　伊依がその場にいないときは、嫌凪の判断で使用していい。

　そう許された、信しん頼らいして託たくされた、それは希望だった。

　下手をすれば、戦況を覆くつがえすどころか、さらなる絶望の底へ世界と人類を叩たたき落とすことになるが。嫌凪には、不思議と恐きよう怖ふ心しんはなかった。なぜだろうか。自分でもよくわからない。けれど怪造学会と魔軍の戦争の幕を引くのは、やっぱりこれでなくてはいけない──と、嫌凪は思った。

「現界カナイの扉を打ち開けて！」

　それは遠い昔に、伊依の父──滅作に暇ひまつぶしにと渡わたされた教科書の、いちばん最初にのっていた呪文だ。

「虚アン界ダカの闇やみに歩を進め！」

　残りはほかのみんなに任せよう。嫌凪は通信機を握りしめ、呪文を唱える代わりに大声で指示を飛ばした。

「声がでるやつは全力で呪文を唱えろ！　腕うでが動くやつは死ぬ気で呪印を刻め！　俺たちは兵士じゃねぇ、怪モン造ステ学イス者トだ！　おまえらの得意なものは何だ!?　おまえらの大好きなものは何だ!?　叫さけべ！　祈れ！　手を伸のばせ!!」

　自らも呪印を途絶えさせずに、嫌凪は声をかぎりに宣言した。

「俺たち怪モン造ステ学イス者トの魂たましいを、怪造モン生物スターどもに見せつけてやれ!!」

　怪造学という学問がある。

　限りなく遠い隣となりの世界、虚アン界ダカから怪造モン生物スターを召しよ喚うかんし、研究しその異世界の全てを解き明かそうとする学問である。こうして敵対し、互たがいに滅ぼしあうようにして争いあう今になってもなお、怪モン造ステ学イス者トたちにとって虚アン界ダカとは未知なる存在である。

　されど二百年、積み重ねてきた知識と技術がある。

　その歴史は、紡つむぎあげてきた夢の全ては、徒労ではなかったと証明するために。

　最後は怪モン造ステ学イス者トとして、真っ向から怪造モン生物スターと相対する。

　それが矜きよう持じだった。なくしてはいけない、自分たちの誇ほこりだった。

　いくつもの疑問と戸と惑まどい、質問がひっきりなしに寄せられる。嫌凪はそれに怒ど鳴なって答こたえながらも、しだいに笑えみを浮かべ始める。あちこちで輝かがやく怪造の光。見慣れた、だからこそ目に馴な染じむ、いつ見ても美しいと思える純白の煌きらめき。

　怪造学の闇の奥に、どんな真実があるのかは知らない。だけど二百年。されど二百年。積み重ねられてきた人々の気持ちがある。その研究が、思想が、連綿と紡ぎあい絡みあいながら今日まで受け継つがれてきた。どんな真実があろうとも、きっと魂は穢けがれはしない。秘密と謎なぞの闇のなかに、手を伸ばそうとした人々の願いは、揺ゆるがずにここにある。

「伊依ちゃんにとんでもねぇ隠し球をもらってんだよ。いいから自や棄けくそになって歌い踊りやがれよ。何を怪造しようとか、どこを目的にしようとか、そういう小癪なもんはぜんぶ忘れろ。それが虚アン界ダカのどこだろうとも、こちらが呼びかけりゃ嫌いやでもあちらさんには聞こえるだろうさ」

　愉たのしくなってきて、嫌凪は笑いながら語った。

「でっけぇやつだからな、作法も小こ賢ざかしい技術も要いらねぇ。ただそのぶん重くて引っぱりだすのも一苦労だ。てめぇらひとりひとりが腹の底から願い、望め。強くな。何よりも強く。虚アン界ダカぜんぶを引っこ抜くくらい、強くだ！」

　言いながら、嫌凪は手元に熱を感じた。

　呪文なんか、ほとんど唱えていない。呪印も、なかばでたらめだ。それでも感じた。この圧倒的な、炎ほのおに触ふれたような感覚。嫌凪は背筋に駆かけ上ってくる怖おぞ気けと興奮に酔よいしれながら、怪造学の常じよう套とう句くを口にする。

「見つけた」

　否いな、そんな甘っちょろいものではない。

　ずっと、そこにいた。声をかけられるのを、今か今かと待っていた。こちらの全員の意志を吞みこみ、まだ足らぬとばかりに鰐わに口ぐちを開いて待っている。かき鳴らす牙きばの音が聞こえる。噴ふきだす爆ばく風ふうのごとき息い吹ぶきを感じる。そして、途と方ほうもない熱量を。

「そうだよな」

　地球の芯しんに触れたような恍こう惚こつ感かんと重みに、嫌凪は歓かん喜きしながら。

「伊依ちゃんが、おまえに与あたえた絶対命令は『あたしが良いっていうまで虚アン界ダカにいて』──だった。そして、伊依ちゃんはその制約を踏まえつつ、おまえを現界カナイに呼びよせる方法を考えていた。ただ閉じこめたんじゃなく、いつでも会えるように、準備していた。そうだよな。あいつは、良いって言ったんだ」

　嫌凪は優やさしい表情になって、前方を見み据すえる。

　桃子の制止を振ふり切って、今まさに魔ま城じようが動きだそうとしていた。

「出発前に、再び現界カナイにでてきても『良い』と、伊依ちゃんが許可をだした。あとは呼びだすだけ──とはいえ、賭かけだな。おまえはあくまで魔軍の怪造モン生物スター。俺たちに協力してくれるかどうかはわからねぇ。悪くすりゃ、この場で俺たちは皆みな殺ごろしだ」

　独り言というより、手の先にある太陽のような熱量に、語りかける。

「だが、信じてるぜ。伊依ちゃんは信じた。それじゃ、俺も同じだ。殺されても、文句は言わねぇさ。でも聞いていたぜ、あの焼き滅ほろぼされた見み魔ま坂さかの町で。おまえの言葉を。だから俺も信じられる。誰だれよりも強く、誰よりも優しい──化け物の親玉よ」

　その名前を、畏い怖ふをこめて。

「──竜りゆう王おう!!」

　百万回も唱えた呪じゆ文もん。百万回も刻んだ呪印。怪造学を志して、ずっとずっと心に抱いだきつづけた夢がある。ちょっとでも近づきたい。手を伸ばして、虚アン界ダカに触れて、知りたい。全すべてを。この好こう奇き心しんと感情と人生の全てを、丸ごと吞のみほしてくれる異世界へと、怪モン造ステ学イス者トたちは夢と希望を託たくして今日まで生きてきた。

　たとえ戦争が始まろうとも。

　二度と関係が修復できなくても。

　これまで積み重ねてきた日々は、無む駄だではなかったと証明するために。

　怪造学会の正真正しよ銘うめい、一世一代の怪造が解き放たれる。

「────」

　最初は、爆ばく発はつかと思った。

　敵の攻撃かと。

　魔城の砲ほう撃げきなど比ひ較かくにもならない、地球が割れてしまいそうな大だい音おん声じようと衝しよう撃げき。海が拡散し巨きよ大だいな水柱があがり、水みず飛沫しぶきが周囲の視界を覆おおい隠した。空気が焼け焦こげ、歪ゆがみ、耳を聾ろうする爆音が全ての感覚器をずたずたに引き裂さいた。目が眩くらみ、危あやうく制せい御ぎよを失ったヘリコプターが墜つい落らくしそうになる。登場するだけで、その威い力りよく。

　凍結から脱ぬけ、一歩を踏みだした魔城の正面。

　大きさとしてはそれよりも幾いく分ぶんか小こ振ぶりだが、それでもまとう威い圧あつ感かんは計り知れない──超巨大な生物が鎮ちん座ざしていた。現界カナイと虚アン界ダカの入口にして出口たる光を地じ獄ごくの炎ほのおのごとく撒まき散らし、噴きあげ、まさに太陽のようにそこに出現したのだ。
















　それは竜だ。

　世界各国の伝説に語られる、化け物の王者。神とも並び称しようされる、怪かい物ぶつの代名詞。この世界に存在するはずがない噓うそみたいな大きさの爬は虫ちゆう類るい。否いな、分類ができない生物の暴君は、そのまとう高熱から周囲の海面を蒸発させる。

　生物としてありえない巨大さ。ありえない体温。あらゆる常識を踏ふみつぶし、高笑いするような馬鹿げた生命体だった。まさに怪かい獣じゆうである。古代の人間が見たら、それこそ神だと思っただろう。開いた口がふさがらない。さすがの嫌凪も、絶句するしかない。

　ほんとうに、出てきた。

　何かとんでもないことをしてしまった気がして、嫌凪は蒼そう白はくになった。こんな生き物は、この世界に存在してはいけない。あまりにも強く、熱く、途方もない。見る間に大気が熱せられ、地球が身をよじるようにして震しん撼かんした。

　竜王。

　虚アン界ダカ最強と謳われる、見た目どおりの怪物である。

　虚アン界ダカ四大公の一柱にして、緒しよ戦せんで最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》によって虚アン界ダカへ送りかえされた──それゆえに、ずいぶんと久しぶりに思える登場だった。これしかないと思って喚よびだしたが、嫌凪は早くも後こう悔かいし始めていた。生存本能が全力で悲鳴をあげている。やばい。こいつはやばい。強すぎる。でかすぎる。熱すぎる。

　炎を固めたような、真っ赤な竜。身体からだに比してちいさな腕などは愛あい嬌きようがあるともいえるが、とにかく巨大すぎる。魔城は建築物のような見た目だし、無数の怪造モン生物スターが集合しており、個体としての存在感はない。要よう塞さいと相対しているような雰ふん囲い気きだけがあって、どう攻こう略りやくするか悩なやむだけで、生物としての畏おそれは何もなかった。

　だがこの竜王はちがう。生き物として怖こわい。こんな化け物、ありえない。恐おそろしいのは、これが意志をもったひとつの生き物だということだ。自じ我がをもった地じ震しんや竜たつ巻まきなどの自然災害と相対した恐怖を思えばいい。機き嫌げんひとつで世界が滅ぼされる。それは名状しがたい恐怖だった。

　憤怒大公は寝ね起おきのような緩かん慢まんな動きで、ひとしきり周囲を眺ながめていた。その仕草も、どこか愛くるしい。動物園の生き物のようですらある。だがそれも当然だ。この生き物が、いったい何を警けい戒かいする必要がある。欠伸あくび交じりに行動しただけで、あらゆる生物が白旗をあげる。そんな怪物が、小こ賢ざかしく立ちまわる意味はないのだ。

　余よ裕ゆうゆえの、鈍どん重じゆうさ。否、それは威い厳げんである。

〈むう──〉

　地じ響ひびきそのもののような声が、巨大な竜のあぎとから迸ほとばしった。

　声だけで、爆ばく撃げきのようである。嫌凪は必死で耳を押さえた。聴ちよ覚うかくの鋭するどい嫌凪には、鼓こ膜まくが破は壊かいされるような爆音に聞こえる。存在するだけで世界が震え、声をだすだけで破壊を振りまく。

　あらためて、馬鹿げた生き物だと思う。

　虚アン界ダカ最強の怪造モン生物スターは、何かを悟さとったように深々と頷うなずいた。

〈なぁるほど、儂わしが虚アン界ダカでのほほんとしとるうちに、こっちは切せつ羽ぱ詰つまっておるようじゃ。魔ま軍ぐんも怪造学会も、せこせこ小こ競ぜりあいをしおって。面めん倒どうだから、儂を呼んだと。ぐあっはっはっは！　そうじゃ！　ちまちま火花を散らしあってもしょうがあるまい、儂がどかんと一いち撃げきで片をつけてやろうかのう!!　で、誰だれをどうすればいいんじゃ!?　儂を生意気にも呼びくさったのは誰じゃ!?〉

　状じよう況きようを理解していないらしい。

　それでも竜王は前方の、自分よりも巨大な魔城に目をつける。さすがに気づかないわけがない。両者の距きよ離りは近い。だが竜王は魔城が放つ威圧感と膨ぼう大だいな《魔力》などは歯し牙がにもかけず、気楽にちいさな腕を振りあげた。

〈おぉ、悲哀の。何ぞ目め障ざわりなものがおると思ったら、貴様か!!　せこせこ地面をはいまわるのが好みだと思っとったが、趣しゆ味みを変えたか!?　最近の若い女はようわからんな、眷けん属ぞくどもを身体にまとって──それがお洒落しやれか!?　ぐあっはっはは!!〉

〈そうか〉

　魔城から、どこか暗く艶なまめかしい女の声が響ひびいた。

　魔城を支配し、魔軍最後の砦とりでとなって戦っている──悲哀大公か。

　哀かなしみや痛みを統すべる大公ということだが、その声にはどこか嬉うれしそうな気配があった。馴染みの友人に出会ったような。親しげで、それゆえ遠えん慮りよのない響きだ。

〈そうか、そうか！　やはり、私の敵は貴様か──憤怒の！　そうでなくては!!　運命に見放されたと思ったが、なかなか味な真ま似ねをしてくれる!!　嬉しいぞ、小こ憎にくたらしい貴様を切り刻めるとは!!　怪造学会の前菜として、この悲哀大公が蹴け散ちらしてやろう!!〉

〈……相変わらず鬱うつ陶とうしいやつじゃのう〉

　竜王は蒸気のような吐と息いきを漏もらし、腕まくりをするみたいな動作をした。こちらも愉たのしそうだ。全身の熱が高まる。向きあう大公たちの間で、見えざる火花が飛び散る。加速度的に上じよう昇しようする殺意と戦意に、海は割れ空の雲は吹ふき飛んだ。

『待った』

　嫌凪は拡声器を口にして、睨にらみあう両りよう雄ゆうに声をかけた。

『勝手に話を進めんなよ。この場は俺たちの仕切りだぜ』

〈……何じゃ、ちびっこいのがおるの〉

　老眼のお爺じいさんみたいに、目元に手を当てて竜王がこちらを見てきた。今まで気づいてもいなかったらしい。相変わらず大ざっぱというか、スケールがでかすぎる。嫌凪は見られただけで心臓が停止しそうだったが、何とか踏み留とどまって言葉を紡つむいだ。

『竜王さんよぉー、ちょいと待ちな。その邪じや魔まなデカブツをぶっちめてくれるのは嬉しいけどよぉ、おっちゃん。あんたはそれでいいのかい？　あんたは仮にも魔軍に属する怪造モン生物スターだ、俺たちを攻こう撃げきするのが筋ってもんじゃねぇのかい？』

　その言葉に仲間の怪造学会から悲鳴があがったが、嫌凪は淡たん々たんとしている。興味深そうにこちらを眺める竜王に、嫌凪は八や重え歯ばを見せて笑った。

『まぁ、俺らも攻撃されたいわけでもねぇ。だけど、てきとうに騙だまくらかして道具としてあんたを利用したいわけじゃねぇ。それじゃ遺い恨こんが残る。伊依ちゃんも哀しむだろう。だからよ、俺は命令はしない。できる立場でもねぇ。祈るだけだ』

　竜王の目を真っ直すぐ見つめ、友に語るように告げた。

『伊依ちゃんを信じてくれ。あいつの夢を、叶かなえさせてくれ。戦争は終わらせて、二度と繰くりかえさない。俺たちとおまえらが仲良く暮らせる世界を、いっしょにつくってくれ。強制じゃない。抵てい抗こうも恨うらみつらみも互いにある。それでも、馬鹿みたいなあいつの夢は──蔑ないがしろにされちゃいけない』

　黙だまって聞いている虚アン界ダカ最強の怪造モン生物スターへ、心をこめて。

『強つえぇんだろ、あんた。それなのに魔王の言いなりになって、あちこち破壊するだけかい？　つまんない男だねぇ。伊依ちゃんは、強くねぇ。弱っちい小こむ娘すめだよ。それなのに夢を見ているんだ。そのために血を吐はいて努力してるんだ。強いあんたはそれを見て、ちっとは悔くやしいとは思わないか？　俺は悔しかったね、怠なまけていた自分が恥はずかしかった』

　正直に、説得するためではなくて──ほとんど、独白か懺ざん悔げのように。

『俺たちは、もっといろんなことができたはずなんだよ。欲望を叶えるためでも、誰かを蹂じゆう躙りんするためでもなく、もっと格好いいことがな。でも、今のままじゃ俺たちは格好悪いだけだぜ。それは悔しくないかい、竜王さんよ』

「…………」

　竜王は笑った。怪獣めいた顔で、器用に笑った。気の良い親おや爺じのような、美しくはないが強い笑みだった。同時に彼は尻尾しつぽを振り、囁ささやいた。

〈そうだ。勇気ある娘よ、貴様の言うとおりじゃ〉

　愉しそうに。遊び仲間を見つけた、幼い男の子のように。

〈魔王陛下の悩なやみも理解せず、ただその感情のままに暴れ狂くるった。儂は陛下のことを案じるつもりで、その全すべてを蔑ろにした。儂には、ほかにできることがあったはずなのにな〉

『今からでも遅おそくねぇぜ』

　嫌凪の言葉に、竜王は頷いた。

〈そうじゃ。まっこと、そのとおりじゃ〉

　竜王と邪じや神しんが向きあう。

　怪獣と魔城が睨にらみあう。

　憤怒大公と悲哀大公が、いくつもの因いん縁ねんの果てに相対する。

　最強の暴力と絶対の不死。矛むじ盾ゆんの譬たとえのような両極の存在。どちらが上なのか、嫌凪には計り知れない。だがほかに手段はない。憤怒大公に全てを託たくし、祈いのるしかない。できることは全て試した。人事を尽つくして天命を待つのみ。

　結果がどうなろうとも、嫌凪は後悔しないと決めた。

〈裏切りものとは呼ばない、憤怒の〉

　悲哀大公が冴さえ冴ざえとした、綺き麗れいな声こわ音ねでつぶやいた。

〈私はな、おまえが今日から我々は親友だと抱きついてきたら、どうしようかと考えていたところだ──むしろ、安あん堵どしている。憤怒大公よ、思えば長い付きあいだが、全力で、本音で向きあったことはなかったな〉

　その頭頂部に、悪意と波動が集中する。

　砲撃の前兆だ。

〈我が兄弟よ、対極よ、おまえが最後にでてきてくれて、私は感謝している。おまえの存在が、行動が、私は理解できないし、憎み、忌き避ひする。それは、私の心を、忠誠心を、鏡のように表してくれる！　私は幸せだよ、憤怒の！　虚アン界ダカ最強はおまえだが──もっとも陛下を忠愛したのは私だと、おまえが証明してくれたからな!!〉

　破壊光線が解き放たれる。

　大気を貫つらぬき迸るその純じゆん粋すい無む垢くなる殺意の発はつ露ろを前に、動じもせず。

〈悲哀の、貴様を初めて褒ほめてやろう。貴様が大好きな、この言葉でな。妬ねたましいぞ──悲哀大公よ。貴様こそ、まことの怪造モン生物スターじゃあ〉

　言葉と同時に、憤怒大公の口元に灼しやく熱ねつ地じ獄ごくが宿る。炎ほのおが噴ふきだし、舌のようにちろちろと牙きばの隙すき間まから覗のぞく。竜王は、大きく息を吸うように後方に仰のけ反って──。

　笑った。

〈人間どものように、小こ癪しやくに会話で決着はつけぬ。我らは化け物。力と力で勝敗をわけよう。とはいえ不死身の貴様は、生半可では斃たおせんだろう。まぁ、ひとまず〉

　直後、地球が焼け焦げる音がした。

〈一千万年くらい──死んどけや!!〉

　破壊光線が竜王の巨きよ体たいに届く刹せつ那な、その口から爆ばく炎えんが解き放たれた。ひどく単純な、何の衒てらいもないち超よう高熱。破壊力。思えば、嫌凪は憤怒大公の戦う姿を見たことがないのだ。先んじて見み魔ま坂さかに現れたときは、攻撃をしていない。周囲の景色を晴らすために、町ひとつ焼き滅ほろぼしただけ。

　そんな怪物が、本気で攻撃を仕し掛かけたら。

　腰こしが抜ぬけた。嫌凪はその場にへたりこみ、通信機に必死になって叫さけんだ。逃にげろ避よけろ目を瞑つぶれ死ぬんじゃないぞ。声は爆音にかき消される。視界も光で覆われる。嫌凪は蹲うずくまって神に祈り、見苦しく泣き喚わめいた。

　それは核かく攻こう撃げきに似ていた。

　嫌凪が覚えているのは、衝撃がヘリコプターを吹き飛ばし、錐きり揉もみ回転するなかで垣かい間ま見みた光景。圧あつ倒とう的な光と音。全てが焼き尽くされ溶とかされかき混ぜられ散らばり溢あふれて混ざって消え去る。直後、噓みたいなキノコ雲があがった。

　残ったのは、無む惨ざんな残ざん骸がい。

　当然、魔城である。

　一撃でその体表面は根こそぎ焼け焦げ、人間でいうと上半身が消し飛んでいた。残骸も残さず、消しよう滅めつしたのである。ぐらぐらと揺ゆれ、下半身だけになった魔城はバランスを崩くずし、海面に膝ひざを屈くつするように瓦が解かいしていく。煙けむりが濛もう々もうとあがり、遅おくれて小規模な爆発がいくつも魔城の内部からあがった。魔城を構成していた怪造モン生物スターたちが、耐たえきれずに分解され粒りゆう子しになって消えているのだろう。

　虚アン界ダカ最強の怪造モン生物スター。

　伊だ達てでも酔すい狂きようでもなかった。

　言葉を尽くす必要はない。この光景と、一撃で魔城を壊かい滅めつ状態にした成果のみで充じゆう分ぶん。ここが町中でなくてほんとうに良かった。彼が本気で暴れ狂くるい、同規模の炎を吐いてまわったら、それこそ地球は簡単に滅ぶ。今の攻撃すら本気だったかどうかもわからない。

〈ぐあっはっはっは!!　ちと、やりすぎたかのう──ちょいと力みすぎて、手加減ができんかったわい!!　まぁ、こんだけ燃やせばぐうの音もでるまい!!〉

　底知れない竜りゆう王おうは、満足そうに笑っていた。

　これほどの実力なら、思いっきり攻撃するのもご無ぶ沙さ汰たなのだろう。久しぶりに身体を動かしたように、快い表情をしている。だが嫌凪は拡声器を握にぎりしめ、全力で怒ど鳴なった。

『ああああ阿呆かぁぁぁあ!!　いきなり何しやがる!?　魔城のなかには伊依ちゃんたちがいるんだぞ!?　いっしょに吹っ飛んだらどうするつもりだ!?』

　竜王はきょとんとして、ごまかすように頭を搔かいた。

〈おぉ、そうなんか？　知らんかったのう！　そういうことは早く言わんかい！〉

『こ、このオッサン……』

　嫌凪は肩かたを落としつつ、目を凝こらして魔城を見つめた。

　反撃はない。今ので行動不能になったのだろう。遅れて古頃からも通信がきた。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が参戦してくれて、かなり楽な状況になったらしい。悲哀大公が無力化した今、眷属の寄生虫もともに消滅している可能性もあるし、危機は救われたと断じていい。

　度たび重かさなる暴力的な爆ばく風ふうに晒さらされ、さすがに壊こわれかけのヘリコプターのなか。

　嫌凪は聞こえないだろうと思ったが、それでも精せい一いつ杯ぱいに応おう援えんを送った。

「がんばれ、伊依ちゃん！　俺たちは大だい丈じよう夫ぶだ!!」

　晴れやかな笑え顔がおで。

「いつものように、伊依ちゃんらしく──格好いいところ見せてやんな！」

　虚アン界ダカの怪造学、その歴史に刻まれるだろう怪造学会と魔軍の全面戦争。

　その決着は、すぐ目の前に迫せまっていた。
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　今日はほんとうに大変な一日だ。

　でもまだ死んでいないし。

　こんなのは──慣れっこだ。

　空すかい井い伊い依よりは真っ直すぐに前を見る。その姿は満身創そう痍いとなっていた。舞まい弓ゆみを吹ふき飛ばされ、我を忘れて魔ま王おうに摑つかみかかった直後、同様の打だ撃げきを食らって床ゆかを何度も転がる羽目になったのだ。魔ま姫きの防護のおかげで命までは喪うしなわなかったが、相手は魔王──次はおそらく、防ぎきれない。

　額や頰ほお、そして腕うでや太ふと股ももを、面おも白しろいほどに血液が流れていく。足あし下もとの赤い水みず溜たまりが、自分の流した血によるものだと気づいて、苦く笑しようした。学校の勉強もしないで、こんなところで何をしているのだ。自分を見失いそうになる。頭がくらくらするが、まだそんなとぼけたことを考える余よ裕ゆうがあるのだから、希望はある。

　拳こぶしに嚙かみつき、自ら痛みを生んで正気を取り戻もどした。どうも、ぼうっとしていた。もしかしたら自覚する以上に命が危ないのかもしれないが、今は死ぬのは我が慢まんしよう。

　伊依は瞳ひとみに力を取り戻した。

　いつものように、何らよこしまな気持ちもなく、当たり前のように。

　正面には、玉座に腰こしかけた魔王がいる。傷だらけの伊依とちがって、平然としている。だがその表情は険しい。瘦やせ衰おとろえた身体からだで気け怠だるそうに足を組み、最終兵器を弾はじいた鏡を片手にこちらを睨ねめおろしている。衣服はさきほど夢のような意識の渦うずのなかで見た、二百年前と同じ和装だ。地味な旅たび装しよう束ぞくである。

　魔王、だなんて厳いかめしい名前が似合わない。

　こんな平へい凡ぼんな男のために。

　こんな平凡な男のことすらも。

　呼吸を整え、伊依は心のなかで魔姫に呼びかける。魔姫さん。魔姫さん。返事はない。さきほどの魔王の攻撃は無意識的に防いでくれたようだが、それ以前の精神攻撃──あの黒い液体に絡からめとられ、洗脳されかけた影えい響きようがまだ残っているらしい。伊依よりも、肉体をもたない魔姫のほうに深い衝しよう撃げきがあったのだろう。もともと魔姫は気弱な性質だし、精神が不安定になり混乱するのも仕方ない。

　それより酷ひどいのは舞弓だ。ただでさえ魔城突とつ入にゆうのときに瀕ひん死しの重傷だったのに、魔王の黒い波動を正面からぶつけられた。決戦兵器は破損していたし、いかに舞弓が丈じよう夫ぶとはいえ耐たえられるものではない。壁かべに亀き裂れつをいれ刻印されたまま、ぴくりとも動かない。髪かみと流れる血で表情が隠かくれ、生死も確かめられない。生きている、と信じたいが。

　舞弓の行こう為いと、言葉を思いだす。涙なみだがでそうになる。自分ではまだ満足していないようだが、それでも伊依は彼女を天使だと思った。正義の味方だと。窮きゆう地ちに陥おちいると、助けてくれた。これまで、どれだけ命を救われたかもわからない。

　魔姫もそうだ。

　ほかのみんなもそうだ。

　弱くてちっぽけな自分がここまで辿たどりつけたのは、決して実力でも運でもない。夢を託たくしてくれたひとたちがいた。支え、教え、導いてくれたひとたちがいた。ともに笑い、泣き、歩んできたひとたちがいた。救えなかったひとたちもいたけれど、全すべての人々の魂たましいが伊依のなかで息づいている。

　だめだ。諦あきらめちゃ。

　絶対に、倒たおれてはいけない。

　何もできない自分だけど。天才じゃないし、できることは数少ないけど。期待してくれたひとがいた。想おもいを共有したひとがいた。彼ら彼女らが伊依に何かを望むなら、この身体が引き裂さかれても全まつとうする。

　誰だれかが哀しみに溺おぼれてしまわないように。憎しみと悪意に、殺されてしまわないように。みんなが幸せで、仲良く暮らせる世界のために。

　がんばろう。

　それが伊依の怪かい造ぞう学。

「何だその目は」

　魔王が低く唸うなった。両者の距きよ離りは遠い。吹き飛ばされて、離はなれてしまった。さっきは抱だきしめられたのに。触ふれたあの身体は、温かかったのに。こんな距離じゃ届かない。言葉も気持ちも通じない。歩いていく。少しずつ、血だらけの身体を引きずるようにして。

　周囲で衝撃が弾はじけた。

　黒い波動が弾だん丸がんのように解き放たれる。

　だが防ぼう御ぎよの必要はなかった。攻こう撃げきは伊依を逸それて、無む駄だに魔城を──彼自身の一部ともいえる、怪造モン生物スターでかたちづくられた空間を抉えぐっていく。自分自身を切り刻むようなその行為に、伊依は歯は嚙がみする。早く。もっと早く。

　一歩ずつ進んだ。

　距離が縮む。

　歩きながら、伊依は考えていた。

　さっき見た夢のようなものは、何だったのだろうか。

　遠い昔の、誰かの記き憶おくを見ていた。

　たぶん、なかば同化している魔姫の記憶が、伊依の精神と混じりあってごっちゃになったのだ。おかげで自じ我がを失いかけたが、いくつかの貴重な情報を仕入れられた。

　魔王と総長。寂じやく憐れん院いん初代と魔姫。どちらが本物で、複製なのか。虚アン界ダカは、どうやって生まれたのか。どうして現在、魔ま王おうや総長は争いあい、魔姫は長く幽ゆう閉へいされていたのか。ぜんぶ、わかった。足りないところは、推測して埋うめられた。

　そして結論する。

　こんな寂さびしいことは、終わらせなくてはいけない。

　しかし同時に、伊依は不思議に思う。

　どうして、魔王は自分にあんな夢を見せたのか。

　たぶん魔王にとっても不本意な、伊依と魔姫が同化しているがゆえの不具合だったのだろう。本来の目的は、べつにあったはずだ。

　理り屈くつはわかる。魔王が伊依の精神を毒し、服従させ、最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》ごと支配下に置こうとしたのだ。魔軍への切り札である最終兵器の使い手が奪うばわれれば、怪造学会の勝機はなくなる。

　単純だが、危険度の高さに比してその有用性も大きい。一対一なら、確実に伊依を侵しん略りやくできると魔王は判断したのだろう。魔城の内部は魔王の意のままのようだし、いくら魔姫の防御があるとはいえ、伊依に身を守る手段はない。怪造学会のほかの戦力は魔城などで足止めし、王将にて王将を討うつ。大だい胆たんで、感心する一手だ。

　その計画はなかばまで成功していたが、たぶん、舞弓の存在など、ちょっとずつの不確定要素が予定を狂くるわせた。希望はまだ残っている。

　身体中が痛いし、死にそうだが、その程度では伊依は止まらない。

「無理をするな、死ぬぞ」

　魔王がつまらなそうに吐はき捨てた。

「貴様を完全に洗脳し、俺の傀かい儡らいとすれば、怪造学会には精神的な揺さぶりもかけられる。死なれても困るのだが、あまり目め障ざわりなようなら潰つぶしてやっても構わんのだぞ。空井伊依、どうして立ちあがった。あのまま自我を放ほう棄きし、消え去れば楽だったものを」

「生き意地が汚きたないんだよ」

　父親に似てね、と伊依は言った。

　亀かめのような速度で、けれど確実に距離を詰つめながら。

「死ぬ？　何で？　死なないよ。だって、まだ魔王さんを助けてないよ。あたしは噓うそをつかないんだ。助けにきたって言っちゃったんだ。だから、死なないよ」

「愚おろかな。無駄に責め苦を味わおうとは」

　嘲ちよう笑しようする魔王に、伊依は切れた。

「いいかげんにしろよこのッ……」

　血と生命が吐きだされ、呼吸が荒あらくなり、立ちくらみを起こす。だが効果はあった。魔王が怯ひるんだのだ。偉えらそうにして、傲ごう慢まんに踏ふん反りかえって。何を偉そうに。二百年前のことを知った。彼の純じゆん朴ぼくな気持ちも理解した。初めての恋こいを、今も忘れられないくせに。そんな不器用な、どこにでもいる男のくせに。

　何が魔王だ。ちゃんちゃらおかしい。

「いつまで拗すねてるの？」

　歯を強く嚙かみ鳴らし、魔王を睨にらみつけた。だんだん腹が立ってきた。自分がこんな痛い目にあっているのに、こいつらはくだらない悩なやみで二百年も世界を騒さわがして。こんなの、簡単じゃないか。何を遠回りしているのだ。こっちも、暇ひまではないのだ。夢があるのだ。たくさん勉強したいことがあるのだ。将来は立派な怪モン造ステ学イス者トになって、人間と怪造モン生物スターが仲良く暮らせる世界をつくるのだ。忙いそがしいのだ。道なかばなのに。

　いいかげんにしてほしい。

「愛してほしいなら」

　伊依は言葉を紡つむぐ。ほかにできることはなかった。

「ちゃんと好きだって言わなくちゃいけないんだよ。それはとっても勇気がいることだけど、ぜんぜん難しくないんだ。息を吸って、相手の顔を見つめて、声をだすんだよ。あなたはそれをちゃんとしたの？　無理やり引きずって、こんな場所にまでつれてきて、閉じこめて洗脳して、けっきょく逃にげてるだけじゃない」

　正直な気持ちを、魂をこめて。

「ほんとに好きなら言えたはずだよ。怖こわがって、逃げて、べつの方法で楽をしようとして。勇気がいるけど簡単なことを、あなたが怠なまけたんだよ。それなのに何なの、自分だけが被ひ害がい者しやって顔してさ！　虐いじめて、罵ののしって、いたぶって、好きなひとを傷つけただけだよ！　もうやめてよ！　好きなら、やめることができたはずなのに！」

　今度こそ衝しよう撃げきが直撃した。黒い魔ま弾だんが宙を奔はしり、伊依の身体を朽くち木のように吹ふっ飛ばした。何度も回転し、せっかく歩み寄った距離がまた遠ざかる。伊依は血を吐き、床に手をつき、それでも立ちあがる。

　また衝撃。

　抵てい抗こうもできず、防ぼう御ぎよなど夢のまた夢で、伊依はさらに吹き飛ばされ仰あお向むけに倒れ伏ふす。意識も途と絶だえた。だがすぐに目覚め、瞬まばたきをし、生物的な本能からでた涙を拭ぬぐう。意固地になった子供のように、ふらつきながら立ちあがる。

　全身、ぼろぼろだ。せっかくの花はな嫁よめ衣い装しようが、破れて血に染まり、悲ひ惨さんな有様だ。それでも目の輝かがやきは失うせていない。伊依は真っ直すぐに前を見る。

　負けない。

　負けるもんか。

「やめようよ」

　攻撃を阻そ止しするためというより、聞き分けのない子供を叱しかるように。

「意味ないよ？　疲つかれるだけ。あたしなんか殺してどうするの？」

　殺して。遠ざけて。拒きよ絶ぜつして。

　また、二百年も独りぼっちなのか。

　否いな、あるいは永遠に。

「そんなのは、つまらないよ。誰だれも幸せにならないよ」

　伊依は手を広げた。降こう伏ふくするように。

　だがその瞳はどんな銃じゆう弾だんよりも鋭するどく世界を貫つらぬき、最大限の攻撃となって魔王を揺ゆさぶった。魔王といえど無む尽じん蔵ぞうに破は壊かい力を振ふりまけるわけではないのだろう、荒く息をつき、こちらの真意を読もうとするように顔を険しくしている。

　だが伊依は何も隠していない。

　こんなにも、開けっぴろげなのに。

　伊依は努めて静かに、真しん摯しに、いつもの言葉を口にすることにした。

　そう──いつもと同じだ。怪造モン生物スターには、いつも伊依は同じようにする。

「あたしを怖がらないで」

「侮あなどるな」

　魔王の表情に苛いら立だちが募つのる。

「この魔王に、恐きよう怖ふなどない」

「ほんとうにそう？　正直に言ってよ、ほんとうに怖くないの？」

「俺に近づくな!!」

　手を振り回すようにして、魔弾が放たれる。地じ響ひびきと衝撃が伊依を舞いあがらせようとしたが、かろうじて踏ん張った。ぶつぶつと、憑つかれたように言葉をつぶやきながら。

「あたしは怖いよ。いつも怖い。どんな友達だって、好きなひとだって、いつも会うのが怖い。お喋しやべりするのが、触ふれあうのが怖い。逃げたいときもある。布ふ団とんにくるまって誰とも会わずに一日が終われば、たぶん疲れなくて楽なんだろうけど」

　それは伊依の本音だった。いつだって、上っ面つらな噓では誰の心にも届かない。詭き弁べんを弄ろうして騙だまそうとしているのではない。伊依は魔王とふつうにお喋りがしたいのだ。

　友達のように。

　だから噓はつかない。

「傷ついて、失敗することが多いけど。夜寝ねるときは、何であんなこと言っちゃったんだろうって。後こう悔かいしながら眠ねむるけど。それでも関かかわりたいよ。独りでは、潰れちゃうよ。みんなと関わって、言葉を交かわして、あたしの輪りん郭かくはつくられる。あたしの中身は満たされる。必死でぜんぶ拒絶して、あなたは何を守ってるつもりなの？」

「黙だまれ!!　貴様ごときが魔王を語るな!!」

　今度こそ直撃した。またも吹き飛ばされる。

　全身の感覚がない。血を流しすぎた。

　それでも伊依は最終兵器の弓を杖つえとして、ふらつきながら立ちあがる。顔をあげると、魔王の表情が変化していた。それは恐怖そのものだった。理解しがたいものを見たときの、驚おどろきと不安の表情。

「立つな」

　魔王が叫さけんだ。

「立つな、殺すぞ！　どうして──そこまでする!?　貴様に何の得がある!?　父親に植えこまれた夢で、成り行きで託たくされた最終兵器と使命で、貴様が命をかける義理など何もない戦いだ!!　どうして立てる!?　貴様は何を考えている!?」

「わからないよね」

　伊依は血の味を嚙みしめつつ、それでも笑った。

「わかってほしいから、言葉を尽つくすんだよ。舌は噓をつくための器官なのかもしれないけど、ちょっとずつ噓を重ねて現実を変えて、時空を超こえて噓を本当にすることもできるんだよ。わからないって？　みんなわからないよ。誤解だらけだよ。だから、ちょっとでも理解しようって、常に喋りつづけて触れあいつづけて、お互たがいを認にん識しきするんだ」

　もう動けない。そう思いながらも一歩。

　動いたら死ぬかも。そう自覚しながらも一歩。

　まだ遠い。遠いのだ。魔王の心は、二百年も向こうの闇やみのなか。触れるには、こちらも傷つく覚かく悟ごがいる。だけど逃げない。諦めない。

　助けてあげると告げたから。

　噓はつかないから。

「可哀かわい想そう。ずっと裏切られてきたんだね。あたしは裏切らないよ。ねぇ、怖がらないで──お話をしようよ。あなたと仲良くなりたいな。何が怖いの？　何が欲しいの？　ちっともわからないよ。そんな遠くでさ、あなたは魔姫さんを何もわかってくれないと責めていたけど、わかってもらう努力をしたの？」

　同じ言葉を繰くりかえす。

「いちどでも、あなたは好きって言ったのかな？」

　真っ直すぐに前を見て。

「言葉を尽くしてもいないくせに、ぜんぶ諦めて逃げたのは誰？　ちょっと拒絶されただけで、ぜんぶ怖がって引きこもったのは誰？　全すべてを奪われた？　目を逸らして、手を放して、見ないふりして捨てたのは誰？」

　世界の全てに憎ぞう悪おを振りまき、暗くら闇やみのなかで拗ねていた過去の自分自身に告げるように。あのとき、光とともに希望を見せてくれた少年の言葉を、受け継つぐために。同じように苦しんでいる目の前の不器用な男を、助けてあげるために。

　伊依はすなおに告げた。

「傷ついた？　奪われた？　あなただけだと思っているの？　周りのひとたちに、ちょっとでも迷めい惑わくだって思わなかったの？　自分が痛いよ寂しいよ。理解してほしいよって叫ぶ前に、あなたは周りを理解する努力をしたのかな？」

「お、俺は──」

「そう。あなただよ」

　伊依は相手の目を正面から覗のぞきこんだ。

「魔ま王おうじゃない。あなたは化け物の王者じゃない。肩かた書がきじゃない。名前は知らないけど、誰だれかの複製じゃなく、心をもったあなただ。あなたの自じ我がに言ってるんだ。聞こえてる？　聞こえないよね。届かないよね。こんなに遠い。だから──」

　自分はこれで限界だ。もう動けない。

　だからこそ。

「お願い魔姫さん」

　狼狽うろたえる魔王の背後から、そっと伸のばされる手があった。

　伊依を魔ま弾だんでいたぶり、その言葉に耳を貸すうちに、周囲への警けい戒かいが疎おろそかになっていた。ほんとうに、周りが見えていない。たぶん生まれて初めて自分自身に投げかけられた言葉に、複製の男は混乱していたのだ。

　背後から抱だきしめられ、魔王は硬こう直ちよくする。

「だ、誰だ!?」

　暴れることもできない。

　彼は、その人物に逆らえない。

「魔城に入口はない！　亀き裂れつもすでに封ふう鎖さしている!!　悲ひ哀あい大公には、侵しん入にゆう者を許さないように告げているのだ!!　誰も侵入できないはず──」

〈どんなに強固な防ぼう壁へきも〉

　優やさしい声だった。慈じ母ぼのような。

　ちょっとだけ弱々しい、それでも光り輝かがやく女性の声こわ音ねだった。

〈最初から内側にいれば、無意味でしょう〉

　震ふるえる魔王をぎゅっと抱きしめて、彼女は。

　伊依が魔王の気を引いているうちに、こっそりと彼の背後にまわりこんでいた立体映像の魔姫──寂じやく憐れん院いん秘ひ継つぎはそこにいた。

　伊依は噓をつかない。だけどたぶん善人ではない。幾いく多たの戦いを経て、甘さが消え、心は鍛きたえられた。父親のように卑ひ怯きような手も使う。自分の身体からだを囮おとりにして、相手の注意をこちらに引きつけているうちに──魔姫を接近させた。

　魔姫の肉体は虚アン界ダカ創造から二百年で、海の藻も屑くずとなっているらしい。だが、その精神は最終兵器のなかに生きている。光の粒りゆう子しでかたちづくられたその姿は、《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》の弓矢と同じだ。魔姫自身なのだ。矢を放つよりもよほど確実に、強力に、絶対命令権を発動できる。試ためしたことはなく、淡あわく輝く彼女が発見されないように魔王の気をひくのは至難の業わざだったが、伊依は賭かけに勝利した。

　血まみれになった甲か斐いもある。

　だが、吐いた言葉が噓だったわけではない。作戦のため、演技のためだけに、こんな痛くて苦しい思いをするものか。自分は届かなかった。けれど魔姫は辿たどりついた。二百年もかけて、彼の心に届いたのだ。

　魔王の手から、虚マテ界リ呪ア具ルの鏡が落ちる。

　魔姫が命じたのか、あるいは自分の意志か。

「ひ、ひつ……」

　声がだせない魔王の代わりに、魔姫がにっこり微笑ほほえんだ。

〈はい。寂憐院秘継です。思いだしました、わたしが秘継です〉

　伊依に優しく視線を向けて。

　その気持ちを、代弁してくれるように。

〈お話をしましょう〉
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　神話のような。

　けれど、どこか日常的で、平へい凡ぼんな。

　何気なくも美しい光景だった。

　玉座で硬直した魔王を、背後から抱きしめる映像の魔姫。立体映像の彼女も、絶対命令権が活いきているかぎり、魔王を物理的に拘こう束そくしうる。体温は伝わらないだろうけど、気持ちは届く。闇が吹き溜だまったような空間で、彼女らの周りはほのかに輝いている。

　伊依は弓を杖つえにしたまま、その光景を見つめていた。

　微笑み、友を祝福するように、魔姫に語りかける。

「おめでとう、魔姫さん。がんばったね。自分で決めて、辿りついたんだね」

　さすがに声は弱々しく、蚊かの鳴くようなそれだったが。

　魔姫には聞こえたらしい。ちいさく頷うなずき、神しん妙みようにつぶやいた。

〈伊依ちゃんのおかげです〉

　そんなに大したことをしたわけではない。

　いっしょにあの牢ろう屋やを蹴け破やぶったときに、ふたりは友達になった。彼女の目的を叶かなえるために、ちょっと協力をしただけ。魔姫には何度も助けられた。だから恩返しともいえる。もはや自分の出る幕はないし、口を挟はさむのも野や暮ぼかと思って──。

　伊依は立っていられず、倒たおれた。

　頭が痛い。全身が怠だるい。ここまでの重傷は久しぶりだ。

　死ぬかもしれないが、せめて見届けよう。

　まだ何か、できることがあるかもしれないし。

〈あなたの気持ちは伝わりました。二百年前に、わたしが犯おかした罪も。わたしたちが何者で、どんな人生を歩んできたか。目を逸そらしていたのは、あなただけではない。あんな子供にお説教されるまで、わからないなんて。わたしたちは、どうしようもない〉

　しみじみと、魔姫は遠くを眺ながめた。

　遥はるかな昔の、まだ彼女がふつうの人間だったときの記き憶おくを、見ているのか。

〈幾多の運命を垣かい間ま見みました。未来視などと驕おごって、たくさんの人生に触れました。そうして、わたしは自分の人生を蔑ないがしろにした。生まれて初めて優しくされて、小こむ娘すめのように恋こいに溺おぼれて。その浅ましい気持ちをもてあまし、あなたにすがりついた〉

　その頰ほおに涙なみだはない。彼女は映像だ。

　けれど肉体があったなら、たぶん泣いていただろう。

〈申し訳ありません。期待させて、利用して、申し訳ありません〉

「あ、謝ってほしいのでは──」

　魔ま王おうは悲痛な表情になった。

「俺は、利用されるのでもよかった。馬鹿にするな！　俺が複製でしかないと、俺自身が知っている！　俺は潮うしお静しずかの代わりだ、だがそれを理解していても、おまえを愛していたんだ!!　誰だれかの代わりとして生みだされた俺に、おまえだけが会いにきてくれたんだ!!」

　その人間らしい、魔王の、たぶん本音に──魔姫は微笑んだ。

〈似ていますね、わたしたちは。たぶん、恋れん愛あいですらなかった。寂さびしいふたつの魂たましいが、疵きずを舐なめあううちに絡からまって、もつれてしまっただけ。あなたは自分の感情がわからなかった。生まれて初めての気持ちを。そして複製であるという恐怖から、わたしを独どく占せんするために思いきった行こう為いをした。考え抜ぬいて、勇気をだして、断行したのでしょう〉

　魔姫は懺ざん悔げした。

〈受けいれられなかった、わたしが狭きよう量りようだったのです。あなたは悪くない。勘かん違ちがいさせて、そのくせ裏切って、あなたを歪ゆがませたのはわたし。全すべての悲劇の引き金をひいたのは、この愚おろかなわたし。ごめんなさい。謝ることしかできません。ごめんなさい──〉

「謝らないでくれ……！」

　魔王は悲鳴をあげた。ほとんど金切り声だった。

「俺を、どこまで惨みじめにするつもりだ!?　おまえが目を逸らしつづけ、永遠に高たか嶺ねの花なら、俺はまだ期待ができた。俺の人生を、二百年を、謝罪しないでくれ！　俺はおまえを愛したことを後悔などしていない!!」

〈ありがとう〉

　魔姫は俯うつむいた。そうだ、魔王の恋れん慕ぼは純真なのだ。最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリー番ワン》は最後まで効力を発揮していた。その純愛は、噓うそ偽いつわりのない本音だった。誰かの代わりとして生みだされた複製の、それは唯ゆい一いつの人間性。

　彼の魂のよすがを、たぐり寄せるように、魔姫はつぶやいた。

〈潮静の気持ちは、同情だったのかもしれない。けれど、あなたは愛してくれたのですね。こんな、わたしを。けれど、二百年は長すぎた。あなたもわたしも、もはや日常の外にいる化け物。魔王よ──せめて、わたしといっしょに消えましょう〉

「おぉい、ちょっと待って」

　伊依は顔をあげた。床ゆかに全身を伏ふせたまま、血まみれの顔を拭ぬぐって。

「勝手にまとめないでよ。消えられたら困るんだけど」

〈い、伊依ちゃん……？〉

　魔姫は困ったように首をふった。

〈けれど、ほかに方法がありません。二百年も目を逸らしていたのです、わたしは彼の気持ちに応こたえたい。同情ではなく、わたしは心から彼の気持ちに報むくいたい。ようやく決断できたのです。それに、戦争を終わらせるためには──〉

「だからさぁ」

　伊依は平然と言ってのけた。

「どうしてそう頭が堅かたいのかな？　昔のひとだから？」

〈そ、そんなこと言われても……〉

　魔姫はおろおろし始めた。格好よかったのに、台無しである。魔王も戸と惑まどい、魔姫と伊依を交こう互ごに見ている。魔姫が触ふれているかぎり、彼女の絶対命令権によって魔王は動けない。それに魔王の表情に、もはや悪意はなかった。気持ちは、わずかだが通じたのだ。このまま魔王と魔姫が消しよう滅めつし、心中をしても、ふたりは幸せなのかもしれないが──。

　伊依は困るのだ。

「だって魔王さんが消えちゃったら、虚アン界ダカも消滅しちゃうじゃん。魔王さんは虚アン界ダカそのもの──あの夢っていうか魔姫さんの記憶を見るかぎり、魔王さんの精神を浸しん透とうさせて広げてつくりあげた世界が虚アン界ダカなんでしょ？　魔王さんが消えたら、虚アン界ダカもなくなるよ」

〈で、でも……〉

　魔姫が挙動不ふ審しんにあっちこっちを見ている。

〈もともと、わたしの逃にげ場として用意された世界です。無用な、この世にあってはいけない存在です。今回も、世界中に迷惑をかけました。百害あって一利なし。それに、虚アン界ダカが消滅すれば戦争も終わりますし、あ、あなたたちは勝利できるのですよ？〉

「ううん」

　お話にならないと思い、伊依は立ちあがった。痛みが麻ま痺ひしたのか、意外と動けた。大きく伸びをして、気合いをいれてから玉座のふたりを指さす。

「あたしたち怪モン造ステ学イス者トはね、軍隊じゃないの。敵を殲せん滅めつしたら勝ちってわけじゃない。怪造学は、虚アン界ダカを知るための学問。虚アン界ダカが消滅したら、あたしたちも困るよ。目的も夢もぜんぶなくなって、それこそ敗北だよ。勝ち逃げは許さないよ」

〈そ、そんなこと言われても……〉

　ほとんど泣きそうな魔姫を、安心させたくて伊依は微笑む。

「それに、虚アン界ダカにはあたしの友達がたくさんいるんだから。まとめて消滅されたら、すっごく寂しいよ。まだあたし高校生だし。勉強したいことたくさんあるし。虚アン界ダカのこと何も知らないし。友達になってない怪造モン生物スターがいっぱいいるんだからね」

　伊依の瞳ひとみに烈れつ火かが宿った。夢を追いかける、真っ直すぐな情熱。

「勝手に消えないでよ。怒おこるよ」

〈では、でも、どうすればいいのですか……!?〉

　魔姫が絶ぜつ叫きようするので、伊依は腕うで組ぐみをする。

　何も考えていなかった。

　すなおな気持ちを吐はきだしただけだ。けれど、やがてひとつの結論が得られる。ちょっと迷って、眉み間けんに皺しわを寄せ、しょうがないなぁ、というふうに何度か頷いた。

　ふたりを指さし、当たり前のように。

「そもそもさ、心中なんか今どき流は行やらないよ。死んじゃってどうするの。意味わからないよ。ふたりともさ、二百年もかけてようやく会話が成立したんだから。これから、それを積み重ねなきゃいけないじゃない。罪を犯おかしたって思うなら、それを償つぐなうために生きなくちゃ。勝手に死なれたら迷惑だよ。だからね」

　魔ま王おうを見つめる。正直に。濁にごりのない相そう貌ぼうで。

　まだ高校生の怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは、あっさりと決断した。

「ねぇ魔王さん、あたしと交代する？」

「ど、どういうことだ……？」

　すっかり動どう揺ようしている魔王は、まるで子供のようだ。

　気き遣づかうようなその視線に、伊依は真っ向から応えた。

「だからさ、今回戦争を起こして迷惑かけた責任をとって、あなたは魔王を辞やめなさい。そして魔姫さんとふたりで、どっかで幸せに暮らしなさい。そうだよ。二百年もかけて、ようやく結ばれたんだから。その恋の結末を悲劇にしちゃだめだよ」

　些さ事じでも片付けるように。

「魔王はあたしがやるからさ」

　…………。

　しばらく反応がなかった。

　魔王と魔姫は顔を見合わせ、思案し、やがて意味を悟さとったのか大おお慌あわてした。

　魔姫が大げさに取り乱す。

〈ど、どういう意味ですか!?　まさか、そんな──いけません!!　あなたが、そこまでする義理はありません!!　そ、それに、そんな。魔王と交代するなんてこと……〉

　不安そうに、まだ抱だきしめたままの魔王へと。

〈で、できるのでしょうか？〉

「俺に聞かれても困るんだが──」

　魔王も頼たよりにならず、ひたすら困こん惑わくしている。

「理論上は、可能だろう。虚アン界ダカはすでに鉱物のなかに構築されている。俺を失っても、同時に消滅はせず、しばらくは残存するはずだ。そのうち、ほかのものの精神が混ざりこみ、変質していくだろうが──俺に代わって、それを阻そ止しするものがいるなら、虚アン界ダカは崩ほう壊かいしない。俺の有している権限を譲じよ渡うとし、なかば同化し、受け継つぐなら」

「あ、うん。だいたいわかった。あとは感覚でやっていくから。代わる？」

　手招きする伊依に、魔王が怒ど鳴なりつけた。

「馬鹿を言え！　前例がない、危険だ!!　それに意味がない!!　魔王となり、その役やく柄がらを受け継げば、おまえの人格は膨ぼう大だいな虚アン界ダカに押しつぶされる!!　おまえは虚アン界ダカを維い持じするための装置となり、二度と現界カナイには戻もどれない!!」

「でも死んじゃうわけじゃないでしょ」

　伊依はすなおな気持ちを吐きだした。

「あたしはね、誰だれかが死ぬ結末が嫌いやなだけなの。それにさ、そう難しく考えないでよ。ふたりが平凡に暮らして、満足したら戻ってきたらいいし。そしたらまた交代してさ、えぇっと……だめ？　あたし的にかなりナイスアイディアだと思ったんだけど」

〈だめに決まっています！〉

「そうだぞ」

　──声は唐とう突とつに響ひびきわたった。

　全すべてを震しん撼かんさせるような、巨きよ大だいで、重みのある貴金属のような声だった。

「若い身空で命を投げだすのは感心せんな。偉えらそうに語っておったくせに、それこそ貴様の周りのものが哀かなしみ、迷めい惑わくを被こうむるだろう。何の解決にもなっていない」

　その声に、言葉に、さすがの伊依も啞あ然ぜんとした。

　振ふりかえる。伊依たちが入ってきた、この空間の入口。闇やみが溜まり、視界が不ふ明めい瞭りようなその位置に──いつから立っていたのか、黄金色の男が出現していた。黄金色の瞳。黄金色の髪かみ。同じく、黄金色の和服を、花おい魁らんのように着き崩くずしている。

　手にした煙管キセルを口に含ふくみ、そのやけに派手な、今まで見落としていたのが不思議なくらいに存在感のある男は。

　大きく息を吸いこむと、爆ばく雷らいのごとく宣言した。

「俺が怪造学会総長──激げき流りゆう院いん 潮うしお静しずかである!!」

　体力が限界だった伊依は、その馬鹿げた声量に前のめりにぶっ倒れた。
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　黄金色の男は。

　怪造学会総長、激流院潮静は──まさに我が物顔に、唯ゆい我が独どく尊そんに闊かつ歩ぽした。目を回し、阿呆みたいな格好で突つっ伏している伊依も、玉座で呆ぼう然ぜんと口を開き、意外な人物の登場に啞然としている魔王も魔姫も、動けなかった。

「ふむ」

　総長はそれらを意にも介かいさず、散歩でもするような素そ振ぶりで伊依のそばを通過する。紫し煙えんを吐きだし、みるみる顔を険しくする魔王をじっと見つめて。

「久しぶりだな」

「う、潮静──」

　憎ぞう悪おの蘇よみがえった表情である。けれどさきほどの会話を引きずっているのか──邪じや悪あくな思念はなく、苛いら立だちまぎれのように魔ま王おうは怒鳴る。

「よくも、ぬけぬけと顔を見せられたものだな……！」

「うむ。よく部下にも厚顔無む恥ちだと罵ののしられる」

　総長は平然としていた。同じ顔と身体からだ──当然、複製なのだから──それなのに、やはり他人のように雰ふん囲い気きや仕草が異なる。別人である。魔王は瘦やせ衰おとろえ、総長は顔色はいいが全身にひび割れのような跡あとがある。おそらく怪造学的な延命措そ置ちを施ほどこしているのだろうが、二百年という年月に人体はゆっくり劣れつ化かしていったのだろう。

　本物と複製は、真正面から睨にらみあう。

　男と男が、複雑な感情を絡からめて。

「どうやって、ここまで辿たどりついた？」

　魔王が純じゆん粋すいに興味をおぼえたように、刺とげ々とげしい口調で問いかける。

「魔城の防備は完全なはずだがな」

「うむ。ちょっとした大冒ぼう険けんをしてきた」

　総長は傑けつ作さくだというように手を振って語った。

「まずは部下の目を盗ぬすみ最前線に出しゆつ撃げきした機体のひとつに身を隠かくしてな、戦せん闘とうが始まったらこっそり離り脱だつして海に落ちた。そこからは……うむ、泳いだぞ」

　相変わらず破は天てん荒こうな人物だった。

　常識がない。

「だが侵しん入にゆうができんのでしばらく途と方ほうに暮れていたのだが、竜りゆう王おうのやつが魔城を半分吹ふき飛ばしてくれてな、穴があいたのでそこから潜もぐりこんだ。貴様らがお喋しやべりに夢中になっているうちに、外では決着がつこうとしているのだ」

「ちっ……」

　魔王は言葉もなく、舌打ちをするばかり。同時に伊依は安あん堵どしていた。嫌凪たちがうまくやってくれたらしい。竜王が協力してくれるかどうかは賭かけだったが、彼は味方をしてくれたようだ。その行為に、胸が熱くなる。戦争は、たぶん怪造学会の勝利になる。

　でもまだ問題は山積みなのだろうし、安心して寝ねている場合ではない。

　ふらふらと立ちあがった。意外と、人体は丈じよう夫ぶにできている。魔王にも迷いがあったのか、受けた攻こう撃げきも命に関かかわるものではなかった。たぶん全治半年ぐらいだろうが、死んでいなければいい。この後の世界は、きっと平和になるだろうし。

「何をしにきた。俺を殺すつもりか」

　魔王の身体に戦意が漲みなぎるが、総長は笑いもしなかった。煙管を振って灰を落とし、自分が生みだした自分の代理を、複製を、真っ向から注視する。

　そして語ったのだ。

「正直なところ、おまえを生みだしたことを後こう悔かいしていた」

　それは本音だったろう。虚アン界ダカを滅ほろぼすための、総長の想いは本物だった。怪造学会と敵対した魔王よりも、その敵意は、執念は濃のう厚こうだった。今も、蟠わだかまりが消えたわけではないだろう。それでも総長は、魔王のそばにいる魔姫を眺ながめ、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

　他者を慈いつくしむ、優やさしい表情だった。

　いつも顔を強こわばらせていた総長の、そんな表情を伊依は初めて見た。

「多くは語るまい。だが、全すべてを奪うばわれたと思ったのは、貴様だけではない。憎悪に浸ひたり、嫉しつ妬とに狂くるい、貴様を怨うらんだ。その俺の感情を、否定はすまい。二百年積み重ねてきた怪造学の歴史は、俺の悪意と醜みにくい心根に汚お濁だくされていた」

　いつも清せい廉れん潔けつ白ぱくとしていた総長が、すなおに心情を吐と露ろしていた。

「だが、同時に俺は、そんな怪造学を後悔はしない。予定どおりに何もかもが進んでも、誰だれも救われなかったはずだ。ただ苦痛から逃のがれ、闇の底に消えていくだけだっただろう。だがいくつもの偶ぐう然ぜんが虚アン界ダカをこのようなかたちに変質させ、怪造学を生み、歴史を紡ぎあげてきた。それら全てが無む駄だだったとは思わん。むしろ、これで良かったのだ」

　魔姫と魔王を見つめるその瞳には、後ろめたいところは欠片かけらもなかった。

「魔王よ。否いな、自ら名乗るがいい。好きな名前を、これから人間として生きるならば。今は、名もなき貴様よ、貴様のしたことを許しはしない。だが、同時に感謝している。俺では、彼女を──秘継を、救えなかっただろう」

　瞠どう目もくする魔姫に、総長は微笑んだ。未練のない、けれど眩まぶしそうに目を細める、ちょっとだけ寂さびしそうな表情だった。

「貴様が救ったのだ」

「お、俺が……？」

　周章狼ろう狽ばいしている魔王に、総長は重々しく頷うなずいた。

「そうだ、貴様だ。もちろん、貴様だけではないが。結果を見れば、貴様の行こう為いが秘継を救った。不ふ遇ぐうの二百年もあったが、今、そうして彼女は笑っている。それを誇ほこってくれ。さもなければ、俺があまりにも不ふ憫びんだろう」

　苦く笑しようし、総長は今度は魔姫のみを見つめた。

「秘継」

〈は、はい〉

　身を強ばらせる魔姫に、総長は彼女の本名を口にしながら。

「秘継よ、貴様に永く責め苦を味わわせ、彷徨さまよわせた咎とがは俺が背負おう。だから、その男を頼たのむ。俺の言いたいことがわかるな？」

〈は、はい〉

　伊依にもわかった。総長がどうして、こんな遺言めいたことを語っているのか。

　魔姫も当然、理解したのだろう。鈍にぶく見えるが、聡さとい女性だ。けれどその弱々しい性しよう分ぶんが邪じや魔まをして、魔姫はすんなりとは受けいれられない。

〈でも。その。ご、ごめんなさ……〉

「謝るな」

　奇くしくも魔王と同じことを、総長は静かに囁ささやいた。

「昔から、謝るのが貴様の悪い癖くせだ。秘継よ、頭をさげては目の前の相手が見えない。謝罪の言葉を口にすると、ほかの言葉が紡つむげない。俺を哀あわれと思うなら、生しよう涯がい、二度と謝るな。その命を、人生を誇ってくれ。前を見て、歩んでくれ」

　二百年前、きちんとそう言えていたら。

　全ての悲劇は起きなかったのかもしれないが、それでも、怪造学の歴史が無駄で悲ひ惨さんなだけのものだったとは、伊依も思わない。間ま違ちがって、失敗して、傷つけあった不器用なひとたちの物語。その全てを、愚おろかしいの一言で切り捨てたくはない。

　同時に、ここで終わりにはできない。

　ようやくわかりあえたのだ。ちょっとだけでも、歩み寄れたのだ。ここから始めればいい。謝罪ばかりではない、前を見て歩いていく平へい凡ぼんな物語を。争い、殺しあうのではなく、寄り添そい、ともに築きあげていく幸せな未来を。

「二百年も、生きてきた」

　最後に、総長は伊依に顔を向けた。怪造学を創造し、支えてきた男が、まだ駆かけだしたばかりの怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グを、祈いのるように見つめる。

「長生きを、しすぎた。だが、おまえはまだ子供だ。おまえが命を捧ささげる義理はないし、俺は許さない。せめて、格好をつけさせてほしい。そして、祈らせてほしい。未来を頼む。この世界と、人類と、怪造学を」

「はい」

　伊依は頷いた。彼はやはり、もう決断しているのだ。

　だからこそ、未来を受け継ぐものとして、恥はずかしくないように。

　空井伊依は──宣言した。

「みんなといっしょに、がんばります」

「それでいい」

　そして総長は歩く。誰も邪魔はしない。すんなり玉座まで辿りつき、魔姫と間近から向きあう。微笑み、魔王の頭をかきまぜるようにして撫なでて。

「頼んだぞ。まだこの男はごねるかもしれんが、なぁに、おまえには逆らわない。無理にでも引きずって、生き延びてくれ。秘継よ、今度はおまえががんばる番だぞ」

「はい」

　そして魔姫は、いつもの癖のように。

「ほんとうに、ご、ごめ……」

　謝りかけて、約束を思いだしたのか、大きく首を振った。

　そして微笑む。誰だれよりも美しい、強い女の笑え顔がおだった。

「ありがとう、激流院潮静。あなたのことが、好きでした」

　二百年越ごしに、ようやく口にできたその言葉。

　総長も自然につぶやく。そうだ。そうだったのだ。

「俺もおまえを愛していたぞ」

　ふたりは見つめあい、すぐに視線を逸そらした。魔姫が魔王を無理に立たせ、こちらに向かって歩いてくる。振りかえりもしない。泣いている。魔姫は泣いている。涙なみだはない。だが表情は泣き叫さけんでいる。それでも約束だから。強く生きると決めたのだから、魔姫は声も我が慢まんして必死で哀しみを堪こらえている。

　そんな彼女の背後で、総長が玉座に腰こし掛かけた。

　その行為の意味は──語るまでもない。

「引き継ぎは、任せておけ。伊だ達てに怪造学をつづけてきたわけではない。理り屈くつはわかる。もともと魔王は俺の複製だ。入れ替かわりもさほど難しくはなかろう。しばらくは虚アン界ダカと現界カナイに混乱と影えい響きようが残るだろうが、齟そ齬ごは地道に埋うめていこう」

　独り言のようなその台詞せりふに、伊依は頷いた。

　総長が魔王となる。虚アン界ダカはつづいていく。怪造学も、きっと。

「そろそろ避ひ難なんをするがいい。竜王の攻撃で、魔城は壊かい滅めつ状態だ。もうじき崩くずれるぞ。時間はない。怪造学会総長としての最後の言葉と、魔王としての最初の言葉を何か告げたいところではあるが──ふむ、なかなか思いつかないものだな」

　だったら。

　せめて寂しい別れを笑顔で迎むかえられるように。

　否いな、別れではなく、新たな関係の始まりを祝福するように。

　魔姫が戻ってきて、魔王が身体を起こしてくれて、ようやく立っているような状態の伊依は告げた。心の底からのすなおな気持ちで、けれど、いつもどおりの言葉を。

「ずっと、友達だよ」

　総長は目を丸くして、すぐに微笑んだ。

「うむ──それでいい」

　穏おだやかに手をふってくれた。

　そうだ、お別れではない。

　虚アン界ダカは、限りなく遠い隣となりの世界。

　だけど、触ふれあえる、手の届く距きよ離りにある世界。

　呪じゆ文もんを唱えれば、また会える。

　怪造学は終わらない。世界も滅びない。

　希望と夢と親愛が、ふたつの世界に溢あふれているかぎり。

「よし」

　総長を見つめていると、不意に元気な声が響いた。同時に、倒たおれそうな身体を支えられる。力強く。驚おどろいて見ると、破損した鎧よろいを着き込こんだままの、舞弓がそばに立っていた。伊依よりも、よほど傷だらけだ。髪の毛はほつれ、足も震ふるえている。

　それでも彼女は伊依たちを抱き寄せると、背中の翼つばさを展開した。片かた翼よくが折れているが、そんなのは関係ないらしい。全身に熱が生まれる。そうだ、脱だつ出しゆつするにしても、伊依はもう動けないのだ。

　ここでも舞弓に頼ることになる。

「そうと決まれば脱出するぞ！　しっかり摑つかまっていろ、私もさすがに無事に飛べるかどうかわからんからな！　だがまぁ、安心するがいい！　ここで死んだら馬鹿らしい！　意気揚よう々ようと凱がい旋せんするぞ！　みんなも待っている!!」

「そうだね」

　伊依は力を抜ぬいて、微笑んだ。

「舞さんって不死身だよね」

「君ほどではないがな。あまり無茶をするな」

　額をかるく小こ突づかれて、伊依は声をあげて笑ってしまった。何だか愉たのしくなってきたのだ。帰れる。帰れるのだ。あの世界に。日常に。魔王に代わると言ったときは本気だったのだが、やっぱり伊依はできれば生きていたい。

　苦労も痛みも多いけど、それでも愛すべきあの日常で。

　まだまだ人生道なかば。放ほうり捨てるには惜おしすぎる。

　今日も明日も明後日あさつても、真っ直すぐに歩いていこう。

「では行くぞ！　腹に力をこめろ！　振ふり落とされても知らんからな!!」

　舞弓が足に力をこめ、ジェット噴ふん射しやで出立する。伊依たちは必死でそれにしがみつきながらも、最後に魔王の玉座を眺めた。

　そこに腰掛け、微笑んでいる総長のそばに、大きな帽ぼう子しをかぶった小こ柄がらな女のひとが、立っている気がした。幽ゆう霊れいみたいに、希き薄はくだけれど。たしかに、見えたのだ。そうか。ここはもともと怪造学会の本ほん拠きよ地ち。総長は独りではない。ここで生きてきた、二百年の歴史とともに、彼の人生とともに、虚アン界ダカを支えつづけてくれる。

　尊敬すべき総長と、怪造学を連綿とつづけてきた、偉い大だいなる先せん達だつに涙を浮うかべて。目元を拭ぬぐいもせず、滂ぼう沱だと泣きながら手を振った。

　さよなら、ではない。

　また会えるけど。だからこそ。

「ありがとう」

　伊依は叫んだ。全身の力を使い果たすつもりで、全すべてに向けて感謝した。

「ありがとう!!」

　人間と怪造モン生物スターへ。

　虚アン界ダカと現界カナイへ。

　伊依の愛する全てのものに、届け響ひびけと力のかぎり。
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　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の入学式は、四月の上じよう旬じゆんに行われた。

　古めかしい日本の城じよう郭かくにも似た古頃の校舎は、季節も盛さかりで咲さき誇ほこる桜とよく調和し、華はなやかで美しい。ここ近年、入学式は屋外でやることになったらしく、晴れやかで開けた雰ふん囲い気きで、景色も空気もいい。

　自分がこれから通う学校を眺ながめながら──というのは、なかなかに感かん慨がい深い。

　校庭に居並ぶたくさんの生徒たちを眺めて、怪造学の門戸を叩たたく子供の数が急増しているのだ、という話を思いだした。なるほど、もともと閉へい鎖さ的だった学問だから、こんな大人数を収容する施し設せつはどこにもないのだ。青空天てん井じようなのは、苦肉の策なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、わたし──御み剣つるぎ真ま子こは必死で眠ねむ気けと闘たたかっていた。

　昨晩は楽しみでしょうがなく、準備万ばん端たん整えてもなかなか寝ねつけず、空が白み始めてからようやく熟じゆく睡すいできた始末。おかげで寝ね坊ぼうしてしまい、何とも幸さい先さきが悪い。

　でも、いいのだ。波は瀾らん万ばん丈じようなんて求めてはいないけど、ちょっとくらいのハプニングで挫くじけてはいられない。ここに至るまでの永く苦しい受験勉強を思えば、あらゆる苦痛が気にならない。前から憧あこがれだった古頃の橙だいだい色いろの制服と、手首に嵌はまった純白の《門ＧＡＴＥ》を眺め、にまにまと笑う。眠気なんか吹ふっ飛んでしまう。

　周りのみんなも同じだろう、表情は明るくて、興奮気味にお喋しやべりをしているひとも目立つ。居並ぶ全員が夢と希望を胸に抱いだき、今日この古頃に立っているのだ。

　これから、わたしの高校生活が始まる。

　わたしは中学校のころから伸のび悩なやんでいる背せ丈たけと、それと比ひ較かくしてやたら伸びてしまった髪かみの毛を撫で、ふと七年前──怪造学の歴史を、否いな、世界の命運すら左右しかけたあの魔ま軍ぐんと怪造学会の戦争を思いだした。

　酷ひどい時代だった。今から思うと、とても想像もできないくらい混こん濁だくした悲劇が渦うず巻まいていたころ。わたしは、何もわからない小学生だった。

　あの戦争に、何か影響を与あたえたとか、意味のある行動をしたわけじゃない。だけど、偶ぐう然ぜんにわたしはあの戦争の中ちゆう枢すうに、深い位置に一いつ瞬しゆんだけでも触ふれてしまった。結果として、わたしは虚きよ無む大公と喜き悦えつ大公、虚アン界ダカを統すべる四柱の大公のうち、半分と成り行きで生活をすることになってしまった。

　ふたりとも、わたしのたいせつなひとだった。ひとりは大好きなひとだし、もうひとりは姉のように慕したっていた。そして、ともに暮らすうちに家族になっていた。兄きよう姉だいのいなかったわたしは、彼らの存在にどれだけ助けられたかわからない。

　だから恩返しがしたかったって、そんな大層なことじゃなくて、それもあるけど、知りたかった。家族のこと。あのとき、わたしがどんな出来事のなかにいたかってこと。怪造学のこと。いちどはぜんぶ見ないふりして遠ざかろうとしたけど、逃にげるのは性しよう分ぶんにあわないから、わたしは向きあうことにした。

　平凡な進路は、人生は、諦あきらめた。ママとも喧けん嘩かしたけど、最後はわかってくれた。わたしの退たい屈くつだけど、どこにでもある幸せな日々は終わりを告げ、努力の果て、この古頃怪造高等学校に入学することができた。

　いろんなことを勉強しよう。

　わたしの尊敬したひとたちみたいに、世界とか人類とか、そんな大きなことじゃなくていい。わたしの周りにいる好きなひとたちを、もっと知って、弱っている彼らの手助けがわずかでもできるように。わたしは、虚アン界ダカの怪造学を志す。

　ほかのみんなと比べて勉強を始めるのが遅おそかったわりに、好きこそものの上手なれ、それなりに実力はついてきたと思う。幸い、教えてくれる先生には事欠かなかったし、ほんとうに恵めぐまれた環かん境きようだったんだ。

　あのとき、世界が壊こわれなくてよかった。

　必死で戦って、みんなが守ってくれた全すべてのものを、わたしは愛いとしいと思う。
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　ほんの七年。されど七年。

　その年月はわたしの人生を様変わりさせ、それはほかのみんなも同様だった。

　影かげ文ふみくんと已い己こ巳みお姉ちゃんはわたしの家で暮らしながら、たまに虚アン界ダカに戻もどってその同どう胞ほうたちの支し援えんと、復興の手伝いをしている。ゆっくりと虚アン界ダカのバランスは戻っているみたいだけど、やっぱり戦争の爪つめ痕あとが大きくて、まだ安定するには時間がかかりそう。

　虚アン界ダカは何年か酷い混乱状態で、まともな怪造もできなかった。それが数年前から少しだけ秩ちつ序じよが生まれて、それからは事件もなく、驚くほど平和になっている。戦争で現界カナイに出しゆつ没ぼつした多くの怪造モン生物スターも帰き還かんし、今では虚アン界ダカでのんびり暮らしているらしい。

　怪造学会も存続している。こちらも戦後処理で大変だったみたい。戦争そのものより、それからの七年間のほうがよっぽど大仕事の連続だった。もちろん、わたしは詳くわしくないし、何をしたわけでもないけど。目まぐるしく変化する情勢に、見ているだけで目を回しそうだったのを覚えている。

　仮にも大災害じみた被ひ害がいをもたらした戦争だったのだけど、各国や一いつ般ぱん人じんへの説明や、怪造学のイメージの復興や宣伝、その有用性の証明や学問としての確立など、とんとん拍びよう子しとはいかないけど、着実に進展していった。

　おかげで現在、怪造学の世間的な認にん知ち度どと、好意はかなり良い状態になっている。入学希望者の数を見ればわかる。おかげで受験は難関だったし、わたしは苦労したけど。

　古頃の校長だった宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ先生は、まだ存命らしい。ただ寿じゆ命みようはほんとうに残っていないようで、怪造学的な治ち療りようを受けながら海外で優ゆう雅がな余生を送っているとか。宇宙木先生以外の教師は、みんな古頃で今も教きよう鞭べんをとっているみたい。すぐにでも会えるかもね。

　怪造学会の組織も何度かのごたごたの果てに、かなり民主主義的というか、誰でも関かかわることができる政府公認の立派な組織に生まれ変わった。七年前に現役だったひとは戦後処理を終え、責任をとるみたいに辞めたりして、それぞれ好き勝手に生きているみたい。だけど、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎさんはまだ執しつ行こう部ぶの長をやっているとか。

　決戦兵器として戦った鬱うつ宮のみや噓うそさんと《走ナ馬イ燈ト処刑メア・騎士ナイト》さん、そして高たか橋はし十とうさんは、現在は虚アン界ダカで衰すい退たいした虚無系統の怪造モン生物スターを復興させるため努力しているらしい。ただ、わたしの大好きな血ち影かげさんは、新しく再建された空うつ蟬せみ寮りようの寮母さんとして就任し、現界カナイに残っている。不ふ動どう霧きり晴はるってひともその手伝いをしているみたいだよ。

　倉くら波なみ無な楽らくさんは研究部長に昇しよう進しんをして、副部長にこれも異例の若さの虚こ島じま罠わな奈なさんを抜ばつ擢てきし、本格的な怪造学の体系化や取りまとめをしているみたい。怪造学は閉鎖的な、秘ひめられた学問だったのが、最近は本屋さんでも当たり前に関連の書しよ籍せきが山と置いてある。

　何もかも変化していく。

　怪造学が、世界に浸しん透とうしていく。

　もちろん様々な苦労や問題は山積みだったんだろうけど、みんなが努力して乗り越こえ、やり遂とげたのだ。生半可な道みち程のりじゃなかったと思う。わたしは尊敬する。

　あのころ高校生だったひとたちも、それぞれの進路を歩んでいる。

　魅み神かみ香か美みさんみたいに一般的な企き業ぎように就職し、働いているひとも多い。でも美み咲さき次じ郎ろう花はなさんをはじめとしたあの三人組みたいに、新設された怪造学関連の大学や大学院、あるいは企業に進んだひとたちも多いみたい。山やま田だ魔ま夜やさんみたいに、結けつ婚こんしちゃったひとまでいる。

　年月の流れを感じて──嬉うれしいやら寂さびしいやら。

　でもみんな、とっても幸せそうだよ。

　わたしの尊敬する戦たたか橋はし舞まい弓ゆみさんは、なぜか海外にいるみたい。怪造学を軍事利用しようとする海外の組織とかがあるらしく（映画みたいだ！）、正義の味方として世界各国を飛びまわって戦いつづけている。まぁその養母さんの話によると芸げい妓ぎとしての作法を学んだり、花はな嫁よめ修業もしているらしく、ふつうの生活への憧あこがれも捨ててないみたいだけどね。

　ちなみに無む城じろ鬼き京きようさんはそんな舞弓さんと敵対する組織に参加し、全世界で悪事を働いている。たぶん怪造学の世界的なブラックリストの上位二名は、無法者の鬼京さんとそれを成敗するたびに暴れまくる舞弓さんである。そんなところで仲良く並ばなくてもね。

　仇あだ祭まつり 遊ゆうさんは姉のリハビリのために学び始めた医い療りようと、怪造学をあわせたまったく新しい怪造学医療を研けん鑽さんし、とても忙いそがしいみたい。その姉の寂じやく憐れん院いん友ゆう樹きさんもその医療現場を手伝って、病気の子供たちとかを助けているみたいだよ。

　そうそう、忘れちゃいけない、わたしが尊敬するもうひとりの人物。

　伊い依よりお姉ちゃん──空すかい井い伊い依よりさんはというと……。

『それではつづきまして、校長先生のお話です』

　戦争のときから立っているという、朽くちかけの朝礼台に向かって、自分の出番かと古頃の校長先生が顔をあげる。先任の宇宙木先生の推すい薦せんがあり、また本人も希望し、必要な資格なども取得し──万ばん雷らいの拍はく手しゆで迎むかえられた話題の人物だ。

　無む駄だ話をしていた新入生たちが、一いつ斉せいに緊きん張ちようして押し黙だまる。

　怪造学を志すなら、誰でも彼女の名前を知っている。

　でもね。たぶんね。

　新入生のなかで、いちばん最初にその名前を知ったのは。

　いちばん、尊敬しているのは──わたしだよ。

『はいはいはいっ』

　元気よく声をあげ、そのひとは急がなくてもいいのにダッシュで朝礼台に登り、ばたばたと足音を響かせてスタンドマイクを握にぎりしめた。
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『こんにちはっ』

　満面の笑えみだ。

　知らず、新入生たちもつられて微笑ほほえむ。

　それを満足そうに、世にも幸せそうに眺めて、彼女は軽かろやかに語る。

『えぇっと、何を喋ったらいいんだろうね、まず挨あい拶さつか。初めまして、怪造学会教育部長代理、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの空井伊依です。あ、古頃の校長でもあります。うん』

　そうなのだ。

　現在の古頃怪造高等学校の校長は、空井伊依さんである。とても長い黒くろ髪かみを、ふたつに結ゆわえておしとやかに垂らしている。高校生のころは、元気よく飛び跳はねていたのに、髪が伸びたせいか立場があるからか、大人っぽくしている。

　服装は、入学式という式典にあわせてかスーツ姿だ。まだ若いので、どこかの新人社員みたいに初うい々ういしい。手首には、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの誰もが憧れる金色の《門ＧＡＴＥ》。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの証あかし。教科書に必ず記き載さいされている人物が現実に目の前にいるのだ、新入生たちは色めきたって彼女を注視している。

　けれど伊依さんは、それが照れくさいようで、頰ほおを搔かいて困っていた。

『うわぁ、みんな輝かがやいてるねぇ。懐なつかしいなぁ、あたしもこんなかんじだったのかなぁ。若いっていいねぇ。いやまぁ、あたしもまだ二十四なんだけど、高校生には勝てないよね──あ、すんません蟻あり馬ま先生。き、緊張しちゃって。頭真っ白で』

　わざとらしく咳せき払ばらいをした、居並ぶ教師のひとりに言い訳をして。

　伊依さんは、真っ直すぐに前を見た。

『長話を聞くのも疲つかれるだろうから、あたしからは短めに』

　笑顔を絶やさずに、全身から生命力を迸ほとばしらせて。

『今の平和な、夢と希望がたっぷりの怪造学を知っているみんなには、想像しにくいかもしれないけど──七年前、とても哀かなしい戦争がありました』

　静せい粛しゆくにしている新入生たちに、真しん摯しな表情で。

『あの苦しく寂しい時代を、あなたたちに背負わせるつもりはありません。でも、そんな時代があったことを忘れないで。それ以前から、ちょっとでも状じよう況きようを良くしようって、努力してきたひとたちがいたことを忘れないで。でも、必要以上に抱かかえこまないでね。あなたたちに暗いものを残さないために、戦争が終わってから、あたしたちは青春の全すべてを捧ささげてがんばったから』

　手を伸ばして、金色の腕うで輪わを陽光に晒さらして。

『あたしたちのぶんまで、怪造学を楽しんでね。暗く哀しい時代のことも忘れずに、だからこそ花はな咲さく希望をたいせつにして。怪造学は、とっても楽しいよ。全力で青春して、悔くいの残らないように人生を謳おう歌かしてほしい。ねぇ、みんなの夢は何かな？』

　過去から未来へ。大人から子供へ。

　受け継つがれていく、魂たましいがある。

　争いと因いん縁ねんの伝説は終わり、光り輝かがやく未来がやってくる。

　さぁ、紡つむいでいこう──わたしたちの物語を。

　この世界を守ってくれた全ての先せん輩ぱいたちに、恥はずかしくないように。

『あたしの夢は、叶かなったよ』

　嚙かみしめるように、伊依さんは宣言した。

　繰くりかえし、わたしたち全てに問いかける。

『あなたには、夢がある？　あなたの夢は、なぁに？　夢なんか叶わないって、そんな寂しいことは言わないで。夢は叶うよ。それを忘れないで。あなたの人生をたいせつにして。怪造学は、きっとその幸せを、毎日を、支えてくれる。つらいことがあったら、友達も先生もいる。さらに、あなたたちには怪造モン生物スターもいるんだからね？』

　居並ぶ生徒たちのなかにも、怪造モン生物スターをつれているものが数多い。無数に並んだ子供たちと怪造モン生物スターの交ざりあった光景を、伊依さんは真っ直ぐに、幸福そうに眺めて。

『最後に、怪造学を志すうえで、あたしがたいせつにしてきた言葉を、信条を、みんなに教えます。怪造学に長く伝わっているものじゃないけど、つらいときに思いだせば、絶対に助けになってくれるから。その気持ちさえ忘れなければ、独りで苦しむこともなく、心は支えられるから。その言葉はね、簡単だよ』

　もちろん、新入生はみんな、言われるまでもなく知っていた。

　だから、前もって練習してきたみたいに。

「「「「「怪造モン生物スターは友達です!!」」」」」

　男の子が。女の子が。声を揃そろえて、一斉に声を張りあげた。

　伊依さんはそれを聞いて、目を丸くしていたけれど。

　やがて彼女らしい満面の笑みで、親指をぐっと天空に突つきあげたのだ。

『──そのとおり!!』
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　現界カナイの扉を打ち開けて。

　虚アン界ダカの闇やみに歩を進め。

　ちいさな恋こいがきっかけで、ひとつの悲劇が引き金で、二百年も愛あい憎ぞう入り交じり──最後は、人類と怪造モン生物スターが敵対することになった、異い端たんにして異質の学問、怪造学。

　全てが滅ほろぶかと思われたが。

　多くのものが悲観し、道なかばで倒たおれるものも数知れず。

　何度も危機が来らい襲しゆうし、未来は絶望の闇に塗ぬりつぶされようとしていたが。

　ひとりの女の子が、己おのれの夢を最後まで諦めずに──。

　必死になって手を伸ばして、輝く未来を摑つかみとった。

　後世の怪モン造ステ学イス者トたちは、それを空井伊依の伝説と呼んだ。





アンダカの怪造学〈完〉









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。

『アンダカの怪造学Ⅹ　空井伊依の伝説』をお届けいたします。

　満を持しての最終巻です。思い残すことなく、最後の一文字まで魂たましいをこめました。

　ライトノベル業界すべての回転数が上じよう昇しようし、腰こしをすえてじっくり物語を築きあげることが難しくなったこの時代。古くさいともいえる筋書きの物語を完結させることができたのは、得難がたい幸運であり、読者の皆みなさまの応おう援えんあってこそです。

　第一巻から数えて十冊（前ぜん日じつ譚たんともいえる『ジャンクガール・ジグ』をあわせれば十一冊。二〇〇九年四月には『ジャンクガール・ジグ』の第二巻が発売予定です！）、四年間にもおよぶ旅路をともに駆かけ抜ぬけてくれたすべての皆さまに、最大限の感謝を捧ささげます。ありがとうございました。

　ようやく、辿たどりつけました。

　作者の努力と物語の完成度はべつに比例しないので、苦労話はあまりしたくないのですが、最後ということでちょっとだけ思い出につきあってくださいませ。




　高校生でした。

　角川スニーカー文庫の学園小説大賞に後にこのシリーズの原形となる『アンダカの怪造学～フェニックスの研究～（出版する際に『アンダカの怪造学Ⅰ　ネームレス・フェニックス』に改題）』を送ったとき、僕はまだ十八歳でした。

　高校二年生くらいまで原げん稿こう用よう紙しに文章を手書きしていましたが、まだ子供には遠い存在だったパソコンを与あたえられ、その便利な機械の魅みり力よくに取とり憑つかれて壊こわれたようにキーを叩たたいていました。学校へ行くまでの片道一時間で物語を思いつき、授業そっちのけで考えて、帰り道ではもう物語が溢あふれそうで、家に辿りついたら夢中で、零こぼれ落ちないように脳裏に描えがいた綺き麗れいなもの、面おも白しろいものを必死で写し取ったりしていたころ。

　楽しくてしょうがなくて、だからこそ目の前の受験が憂ゆう鬱うつで、勉強勉強勉強、その嵐あらしで、芽生えた夢は磨すり潰つぶされそうでした。だけど諦あきらめたくなくて、身み悶もだえるような毎日のなかで、必死で手を伸のばしました。

　小説家になりたい。小説を書いて暮らしたい。死ぬまで、他ほかの何も要いらないから。

　今でもたまに考えますが、あのとき受賞しなければ、いったい僕は何者になっていたのでしょうか。「日日日、おまえは何者だ!?」とかいう不思議な宣伝文句で世に送りだされましたが、今でもよくわかりません。果たして僕は何者になったのやら。

　でもひとつだけ、たしかな実感として。

　あのとき、夢を諦めないでよかったです。苦しいことも多かったですし、小説家の生活は基本的に地味で退たい屈くつな仕事の積み重ねなのですが、後こう悔かいはしないでしょう。




　そんな具合に何も考えてない高校生がいきなり売れっ子のように複数のシリーズを並行して書くことになり、強制的に尻しりを叩かれてこの世界に順応せざるを得ませんでした。

　専門学校と二足のわらじだったころは自由になる時間が一日三十分くらいしかなく、僕も社会経験が皆無なただの間抜けだったので、面白いくらいに失敗だらけでした。第二巻では一冊以上の分量がボツになり、その後も一冊につき最低半分くらいは闇やみに葬ほうむられています。うちの担当さんはよそで評判を聞くと「あぁ、あの怖こわいひとね」「怖いよねぇ」というぐらい厳しさに定評があるかたで、男塾みたいにしごかれました。

　でもボツになったところから「怪造学会」や「戦橋舞弓」、さらに「ヴェクサシオン」の設定などが拾いあげられているので、試行錯さく誤ごしながら制作できたのは良かったと思います。基本的なお仕事のしかたや考えかたを、ねじこまれるように学ばされましたしね。

　はっと気づけば、もう四年。何回か「もう止やめる！　あるいは死ぬ！」と思うこともありましたし、身体からだも壊したりしましたが、あのとき止めていたら悔くいが残ったでしょう。ほんとうに、書きつづけてよかったです。

　十代のころの馬力が失われ、あのころの溢れる創作意欲はもはや涸かれましたが、それでも小説が好き。原げん稿こうを書くのが幸せ。だから明日も明後日も、誰だれかひとりでも求めてくれるならば、この指が動くかぎり物語を紡つむいでいきましょう。

『アンダカの怪造学』はこれにて幕となりますが、初うい々ういしくも歪ゆがみを抱かかえて受験に臨のぞんだ空井伊依と同様に、僕も変へん遷せんし、ともに歩いてここまできました。彼女の物語は、限りなく遠いどこかの世界で今もなおつづいているでしょう。伊依が「あたしはがんばってるよ！　みんなもがんばろう！」と無む駄だに騒さわいでいるかぎり、僕も搾しぼり尽つくした夢のかけらを拾い集めて今日もお仕事がんばります。




　散文失礼。

　以下、謝辞です。

　日日日にこのお仕事をするうえでの基き礎そを叩きこみ、また綱つな渡わたりの上で立ち往生するような僕を「いいから早く先に進めよ！」と怒ど鳴なりつづけてくれた担当さん。面と向かうと怖いので言えませんが、また何かドジを踏ふんだらお叱しかりくださいませ（お手て柔やわらかに）。

　そして、多た忙ぼうのなかその手しゆ腕わんを振ふるい、物語に深みと幅はばを与えてくれた絵師のエナミカツミさん。エナミさんとお仕事ができたことは、子々孫々まで自じ慢まんできると思います。毎回原稿が遅おそいのと、猫ねこ耳とか変なの描かかせてすみませんでした……！

　さらに、校正者さんを始めとして、『アンダカの怪造学』をともに創つくりあげてくれた関係者の皆さま。スニーカー文庫編集部の皆さま。すべての人々の善意と情熱に支えられて、この物語を完結させることができました。

　独りでは、絶対にここまでは届きませんでした。

　ありがとうございました。

　最後に、読者の皆みなさま。この『アンダカの怪造学』が、ちょっとした暇ひまつぶしに、あるいは話題の肴さかなにでもなっていたら幸いです。この四年間、声を嗄からしてひとつのことを叫さけびつづけた女の子の言葉が、わずかでも皆さまに波は紋もんを広げていたら嬉うれしいです。

　綺麗事を主張するより、鼻で笑うほうが簡単です。

　夢は、潰れてしまうことのほうが多いです。

　だけど、僕の夢は叶かないました。





日日日。　　
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